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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















口絵・本文イラスト　平田智浩

セル画製作　ＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮ　Ｉ．Ｇ．







　目　次




第十五章　『兵器』で噓うそをつく人々


第十六章　正義と仕事のはざま


第十七章　ゴドーを待ちながら


第十八章　小さな大だい惨さん事じ


第十九章　ベルファルドの闘たたかい


第二十章　最強の弱者


第二十一章　裁かれる善意


第二十二章　敗やぶれざる者


第二十三章　裸はだかのベルファルド





あとがき
















第十五章　『兵器』で噓うそをつく人々









　スミハラ・インダストリィ＆マテリアル社（通称ＳＩＭ社）は、銀河屈くつ指しの軍需産業メーカーとして、いまや五強のひとつに数えられる新興勢力であった。会長のマーク・スミハラは、一いつ介かいの町工場の経営者としてスタートしながら、わずか一代で自社を銀証（銀河中央証券市場）一部に上じよう場じようさせたばかりか、巨大コングロマリットにまで押し上げるという快かい挙きよを成し遂とげた典型的ワンマン経営者として、業界誌にも頻ひん繁ぱんに登場する『顔』であった。一見善良そうな──商工会議所の役員然とした、バーコード頭の好こう々こう爺やを思い浮かべるとよい。彼の顔はまさしく絵に描いたかの如ごとき、商店街の『おっちゃん』面づらであったから──その笑顔とは裏腹に、その本性に関しては様さま々ざまな憶おく測そくが飛び交かっていたが、ただ間ま違ちがいなく言えることは、相当にしたたかな経営者であるということだった。そうでなければ、今回のような事態は出しゆつ来たいするはずもないと、イツマは考えている。今、『彼』に言えることはそれだけであった。実際、スミハラ会長は賞賛に価あたいする経営者には違いない。それだけは、言える。

　そう、この悔くやしさを自分に納なつ得とくさせるためには──。




「まさか、ＦＳＸ（次期主力戦闘機）をスミハラに持っていかれるとは、思ってもみなかったな……」

　と、イツマ・ウエキ・タイラーはその繊せん細さいな指先で、それ以上に繊細な前髪を搔かき上げた。注意して見れば、その指先が細かく震えているのがわかるだろう。

「普通の経営者トツプなら、由ゆ々ゆしき事じ態たいとか言い出すんだろうな、こんな時は……」

「言ってますよ」

　と、キリヒト・アキヅキは苦笑した。

「『由々しき事態だ』。全身でそうおっしゃってますよ、タイラー会長」

「図ず星ぼしだ」

　とイツマ。

「僕の中の、タイラー・アームズ・コーポレーションの会長としての部分は、腸はらわた煮え繰くり返っているよ。業界人として、久々に完かん膚ぷ無きまでに叩たたきのめされた……そんな気分だ。もちろん、油断もあった。その方面の仕事を、部下に任まかせ切りにしていたせいもある。しかし、まさか我が社の自信作であるＹＦ‐２５０１『ルシード』が、ＳＩＭ社のＹＦ‐２５０３『バルチャー２』ごときに負けるはずがないと高たかをくくっていたのはまずかった。僕のミスだ。トップとして、赦ゆるされざる失しつ態たいだ。いかなる理由があろうと──!!」

　シングルベッドほどはあろうかという紫し檀たんのテーブルを、思わず叩たたきつけるイツマ。実際、『彼』がこれほどまでにレアな感情を剝むき出しにすることは珍しい。以前の『彼』なら皆かい無むであったと言ってもいい。やはり、あまりにも短期間に色々なことがあり過ぎたこの数か月を経へて、イツマも変わりつつあるのだろうか。今や筆ひつ頭とう顧こ問もん弁護士と言うよりは、第一の側そつ近きんとして、つぶさに『彼』のことを観察してきたアキヅキは、そう思わずにいられなかった。

「気安めかも知れませんが……」

　と、前置きした上でアキヅキは言った。

「無理もないこととは思います。あなたはこのところ、あまりにも多た忙ぼうであった。これは厳然たる事実です。少なくともずっと行動を共にしていた私には言えます。それに、精神的にも……。あなたはひとつの極限状態でした。会長としての責務が疎おろそかになったとしても、誰もあなたを責められないでしょう。ですから、あまり自分を責め過ぎては──」

　最後の一ひと言ことは言わずもがなだったかなと、彼は後悔した。イツマは他人には寛かん大だいだが、自分に対しては一いつ切さいの容よう赦しやというものがない。いつもギリギリまで自分自身を追い込んでしまう。そこがまた、『彼』の人望の要因でもあるのだが──。

「気安めにもならない」

　と、イツマは言い棄すてた。

「負けは負けだ。いかなる理由があろうとも、負けだ。スレイのことも、ベルファルドとハルミⅢのことも、そして僕自身のことも、この問題には一切関係がない。経営者としての僕が、経営者であるスミハラに負けたのだ……」

「しかし──」

「それ以上言ってくれるな。惨みじめになるだけだ……」

「では……私の言葉が余よ計けいにあなたを苦しめていることは承知で申しますが……確かに軍への売り込みではスミハラに負けました。しかし、タイラー・アームズの技術者たちは、決してＳＩＭの技術者には負けていません。負けたのは営業です。私は弁護士で、メカのことはよくわからない。しかし『ルシード』が『バルチャー２』に負けているとは思えない。少なくとも性能的には格段に凌りよう駕がしていると聞いています。それに素人しろうとの私が見ても、スタイリングは絶対に『ルシード』の方が美しいと──」

「戦闘機は、クルマじゃない」

　イツマは全身で大きくため息を漏もらし、そして言った。

「デザインで売るものじゃないんだよ……。確かに僕の美意識では、『バルチャー２』のような醜みにくい戦闘機を造つくることは赦ゆるせない。デザイングループがあの試案を上げてきたら、たとえ役員全員がゴーサインを出したとしても、会長権限でやり直させるだろう」

「だから、余計悔しいんですね」

「そういうことさ」

　苦笑するイツマ。

「しかし、軍の上層部を責めるつもりは毛もう頭とうない。確かに、大気圏内上昇力、加速性、操そう縦じゆう性せい、それに将来的な改良を見越した発展性では『ルシード』は圧倒的に優すぐれていると自じ負ふしているよ。『バルチャー２』が優まさっているのはペイロードと、スタンド・オフ能力くらいか。それだって、簡単な改良で楽々抜いてみせる自信はあった。いや、実際、量産機ではさらに性能アップする予定でライン調整もあらかた進んでいたんだ」

「それは痛手ですな……」

「ああ。兵器部門の損害は見込み七百五十兆ちようギガタイラス。来年度の収しゆう益えきはおそらく六割減といったところだろう……。会長職を返上したくらいじゃ、収おさまらないかな？」

　普通の家庭なら、数百世帯が一家ごと首を括くくってもおかしくはない額である。今のイツマに落ちこむなと言う方が無理であろう。

「しかし、どうして『ルシード』は『バルチャー２』に負けたのです？」

「単純明快な理由だよ」

　とイツマ。

「価格ですか？」

「ああ」

　頷うなずく。

「『ルシード』を二機購入する額で、『バルチャー２』なら五機を揃そろえられる。この差は大きいよ……。おまけに、性能的には決定的な差はない。確かに同じくらいの技量のパイロットを乗せたとして、二機の『ルシード』で『バルチャー２』五機に勝てるかと言ったら、難むずかしいからね。僕は、二対四なら勝てると断言してもいいんだが……」

「ちょっと、安過ぎませんか？」

　とアキヅキ。

「『ルシード』だって、決して高価という程ほどではないんでしょう？」

「それどころか、コストパフォーマンス的には、歴代のどの主力戦闘機をも上回ると自じ負ふしているよ。尋じん常じようでない企業努力で、価格をギリギリまで絞しぼっているからね。もちろん、手抜きはしていない。神かみ懸かけて、一切。しかし、ＳＩＭ社はさらにそれを上回る低価格路線を打ち出してきた……」

「手抜きですか、『バルチャー２』は？」

「そう決めはしない。しかし、どう考えてもあの価格は、ダンピングとしか思えない。それを上回るダンピングを行うことは──」

「あなたの美意識が、赦ゆるさなかった……」

「そういうことだ。しかし、仮かりにこちらが『ルシード』を『バルチャー２』並の価格で提供すれば、スペックダウンや辺境惑星でのノックダウン生産など、考え得るあらゆる手段を駆く使ししたとしても、それは軍への『売り込み』ではなく『寄付』になってしまう。軍相手の慈善事業だよ」

「ではスミハラ会長は、それをやっていると？」

「そう考えるしかない……。あの価格で、どうやって採算が取れるんだ？　試算では人件費を限りなくゼロに近付けでもしない限り、到とう底てい不可能なのに……」

「それをやっているのかも知れませんよ、案外……」

　アキヅキの読みは、素人なりに鋭するどいかも知れない。

「君は弁護士ではなく、公認会計士になるべきだったかも知れないな」

　とイツマ。

「なるほど……。それは気付かなかった」

　表情が、いくぶんか明るくなる。懸けん案あんがひとつ解決したという顔だ。

「とにかくスミハラは、僕などとは百八十度違う経営理論の持主らしい。それが本物かどうかは、数年かけて解き明かされるべき問題だろう。いつまであの価格で、納入し続けられるのか、ゆっくり見届けさせて貰もらうよ。倒産か、大量解かい雇こでもしなければいいんだが……」

　あながち、負け惜おしみでもない。

「そのうち馬ば脚きやくを現あらわすだろう。というところで、この話題はこれまでだ。アキヅキ、今夜の予定は？」

「お約束通り、開けてあります」

「なら、君も付き合え」

　ネクタイを外はずし、ジャケットをカジュアルな物に着替えるイツマ。こうしていると、まったく女性であることを感じさせない。見事なダンディーぶりと言う外ほかはない。

「そのつもりですが、はて、どちらへ？」

「パーティーだ」

「そのパーティーの内容を、聞かされてはいませんよ」

「ははは、そうだった。実はわざと内ない緒しよにしていた。全くのプライベートさ。だが、僕にとっては銀河経団連の会食会よりも重要なことだ」

　ループタイを結びながら、イツマ。

「今日は、シズマの誕たん生じよう日びなんだ」

「シズマさんの……」

　アキヅキの表情が、なごむ。

「では、喜んで御ご一いつ緒しよさせて頂きます」

「きっと驚くぞ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむイツマ。

「なにしろ、来らい賓ひんは、みなシズマの友人たちなんだ。養護学校からの……」

「ほう」

「尻しり込ごみしないとは、さすがだな」

「自他共に認める、『側近』ですから──」

「驚くぞ。出席者で健常者は、君と僕を入れて三人だけ……。ああ、『健常者』なんて言い方は好きじゃないんだが……、五体満足なことの不自由さと疎そ外がい感かんを、思う存分に味わうのも、たまにはいい経験だろう」

「私は学生時代にボランティアをやりましたから、体の不自由な人へのケアにも慣れています。弱者への接し方は、心得ているつもりです」

「知っている。そう思って、君に白しら羽はの矢を立てた」

　清すが々すがしく笑うイツマ。

「狡ずるい……」

　アキヅキも苦笑する。

「しかし、変わったループタイですな」

「これか？」

　と、その七しつ宝ぽう焼きのループタイを手に取るイツマ。

「とてもタイラーグループの会長が身に付ける代しろ物ものには見えないだろう」

「はあ……。ですが、色いろ合あいは素す晴ばらしい……」

「これは去年の誕生会に、シズマのガールフレンドがくれた。キミコ……通称キミちゃんという子だ。いい子だよ。シズマよりさらに重度の障害者で、自分の名前も書けないんだが、こういう七宝を焼けるんだよ」

「手が込んでいますな……」

「シズマ以上の芸術家かも知れないぞ。少なくともあのシズマが、色彩的センスでは彼女にだけは勝てないと、嫉しつ妬とするくらいの才能だからな」

「シズマさんが、嫉妬を──」

「そういう感情の表現は、実にストレートだからな。あの人当たりのいいシズマが、キミちゃんにだけは別人のように冷たく当たったこともあった……。今ではすっかり仲なか好よしだがね」

「障害者が子供のように天てん真しん爛らん漫まんだなんて、我われ々われ健常者の幻想ですからね……」

「シズマも今では、素直に彼女の才能を認められるようになった……。自分より優れた才能もあると、自覚したんだ」

「大きな成長ですね」

「わかってるじゃないか……。今年は彼女が、どんな七宝をくれるか、実は密ひそかに楽しみなんだ」

「わかるような気がします」

「なあ、アキヅキ。こんな素す敵てきな七宝を焼ける障害者と、戦闘機を躍やつ起きになって売り込もうとする健常者……。神様はどちらにより多くの祝しゆく福ふくを与えてくださったのかな？」

「トントンでしょう」

　アキヅキは言った。

「私はそう思いますよ。でも、それがあなたの癒いやしになるなら、彼らの貢こう献けんも大でしょう。宇宙にとって、あなたは必要な人なのですから……」




「あ～ん！　ドナがあたしのイチゴをとったあ～!!」

「ジュースがな～い!!」

「ケーキまだぁ？」

「ケーキならさっき、食べちゃったじゃないかあ！」

　着いてみればパーティー会場は上を下への大騒ぎ。アキヅキは自分の甘さを思い知らされることとなった。彼に要求されていることは、パーティーの出席者ではなく、単なる給きゆう仕じ役に徹てつすることであったからである。いや、『単なる給仕』以上の激務だろう。三十七人の元気な障害者の相手をさせられるということは想像を絶する。

　しかし、文句は言えない。彼の上じよう司しもエプロン姿で、やはり給仕役に徹していたからである。ここではイツマも、完全な奉ほう仕し者しやの一人であった。

「どうだ、癒されるだろう？」

　とイツマ。

「確かに……」

　と、青あお息いき吐と息いきで、アキヅキ。

「勉強になりますよ。これに較くらべたら弁護士なんて、実に楽な仕事です」

「一ひと言こと忠告しておくべきだったな……」

　そんなアキヅキの格かつ好こうを上から下まで見回して、イツマ。

「そんないいスーツを着て来るから、クリームだらけにされて……」

「迂う闊かつでした」

　トホホな表情かおの、アキヅキ。

「この生き地じはお気に入りだったのに、もう染しみ抜きしても手遅れです」

「その分の特別手当ては出そう」

「ありがとうございます。ですが、これはこれで充実していますよ。それに、結けつ構こうなものも見させて頂きましたし……」

「何のことだ？」

「似に合あいますよ、そのエプロン……」

　耳元に口を近付け、そっと言った。確かにイツマのエプロン姿は、妙みように似合っているのだ。

「意外ですな」

「よせ。冗談にも……」

　思わず真顔で拒絶するイツマ。

『スレイの奴が、この場にいなくてよかった……』

　思わずそう思った。彼のことだ、『惚ほれ直したぜ』とか言い出すに決まっている。あまつさえ『やはりおまえには、家庭が似合う。一緒に所しよ帯たいを持とう』などと言われたら、赤せき面めんするくらいでは済すまない。

「何を鳥とり肌はだ立っていらっしゃるんです？」

　訝いぶかるアキヅキ。

「何でもない……」

「お二人とも、喋しやべっている暇ひまがあったら、この子たちにケーキの追加をお願いしますわ」

　この場に三人しかいない健常者の最後の一人が、優しく、しかし毅き然ぜんとして声をかけた。

「大人の言い訳わけは、この子たちには一切通用しませんわよ」

「これは失礼……」

　彼女に向き直るイツマ。

「そうでした。考えようによっては、この世で最も厳しい仕事です」

　その理屈がわかるだけに、イツマは彼女を心から尊敬している。スザンヌ・レオン。通称スージー。25歳、美人。養護学校の教諭で、シズマの『恩師』である。自みずからの仕事に誇ほこりを持ち、天職と心得る。その凜り々りしさに、イツマは惹ひかれる。

「すぐにお持ちします」

「待てな～い!!」

「五秒で持って来い！」

　一いつ斉せいに騒ぎ立てる来賓たち。言わば大きな幼児に、理屈は通用しない。

「困らせては駄だ目めよ、みんな」

　微笑みながらスージーが言う。

「イツマさんは今日のパーティーの主役である、シズマくんのお兄さんなんですからね」

「それがどうしたの？」

「早くケーキ、ケーキ！」

「なるほど、天下のイツマ・ウエキ・タイラーに対しても容よう赦しやがありませんな」

　苦笑するアキヅキ。

「ああ、まったくだ。消費者というものの本質を見るようで、経営者としては勉強になるけどね」

「私が厨ちゆう房ぼうに行って、貰って来ましょう」

「済まんね。敏びん腕わん弁護士にそんな真ま似ねをさせて」

「なんの。ここにいてパイ投げの標的にされるよりは、マシですよ」

「確かに……」

　イツマは微笑んだ。ここにいると本来の自分に戻れるようで、何だかほっとするのだ。

「すみませんね。タイラー家の次期当主に……」

「いいんですよ。ここでは僕は、シズマの兄です。それ以上の肩書きはありません。あなたの手足として、こき使ってください」

　そのイツマの言葉を、試すかのように、

「せんせ～い!!」

　と、来賓の一人が手を挙あげて叫さけんだ。

「ユウジくんが吐いちゃった～!!」

「はいはい……」

　喜き々きとしてダスターを片手に、処理に向かうイツマである。

「ご立りつ派ぱですわ」

　とスージー。

「なんの。僕はせいぜい、一年に一回だけの御ご奉ほう公こうだ。先生は毎日だ。頭が下がります」

「好きなんです」

　と、スージーは言った。

「この子たちが……」

「でしょうね」

　と、テーブルをせっせと拭ふきながら、イツマ。

「でなければ、続くはずがない……」

「申し訳ないですね」

　そこへ、ケーキを山のように抱かかえた、アキヅキが戻って来た。

「何だか結果として、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうした格好になってしまいました……」

「まだ終わってないぞ」

　とイツマ。

「修しゆ羅ら場ばはこれからだ。そこ!!　足あし下もと、気を付けて！」

　忠告したが、遅かった。

「えい！」

　と、悪戯好きの来賓の一人が、アキヅキに足を掛かけたのだ。

「うわっ！」

　倒れた拍ひよう子しに自みずから抱え込んだケーキの山に、頭から突っ込むアキヅキ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「死にはしません」

　クリームだらけになって、イツマを見上げるアキヅキ。

「ですが、このスーツは、もう棄すてて帰るしかありませんな。有能なクリーニング屋を総動員しても、到とう底てい修復不可能です」

「君のプライドも？」

「はは、ははははは……」

　虚うつろに笑う、アキヅキ。

「駄目でしょう、ロバート」

　スージーは叱しかったが。

「だって、最初に『ぶれいこうでいきましょう』と言ったのは、こいつだもん」

　と、ロバート。

「僕だって、『ぶれいこう』って言葉の意味くらいは、知ってるもん！」

「言ったのか？」

　アキヅキに問い質ただす、イツマ。

「言いました…」

　うなだれるアキヅキ。

「君の負けだ」

　とイツマ。

　スージーが、思わずプッと吹き出した。

　そのスージーの笑顔を見て、幸福そうな表情になるイツマを、さすがにアキヅキは見み逃のがさなかった。

「なるほど……」

「何が『なるほど』だ？　アキヅキ」

「クリーム漬けにされた甲か斐いが、あったということですよ」

「何が言いたい」

「あなたのお目当ては、レオン先生……。図ず星ぼしですな」

「な、何を突然……」

「答えたくなければ答えなくて結構です」

「こんなところでいきなり、弁護士口調になるなよ」

　うろたえていた。

『そうだ。確かに僕は、彼女を好ましく思っている。それがどうした？』

　女の体で、女に惚れて悪いか。思わずそう叫びそうになった。

『僕はスージーが好きなんだ』

　言われなくても、わかっている。

「あ、赤くなった」

　容赦ない、ロバートの指摘。彼らの直感は侮あなどるべきではない。それ以上に、誰にも気き兼がねなく思ったことをズケズケと言える立場であることも──。

「イツマさんは、レオン先生が好きなんだ！」

「それで毎年、わざわざパーティーをやるんだな」

「動機が不純だよね～」

「み、みんな、何を言うの！」

　慌あわてて叫ぶスージー。しかし彼女も明らかに狼ろう狽ばいしていた。

「先生とイツマさんとは、何でも──」

「ないの？」

　突っ込むロバート。

「そ、それは……」

「げに恐ろしきは、汚けがれなき心……」

　嘯うそぶくアキヅキ。

「噓うそをつかない者に対して、噓は通用しないんだ。弁護士として、勉強になった……」

　それだけでも大きな収しゆう穫かくであった。

「さあ、イツマさんはどう出るかな？」

「助けてくれ、シズマ！」

　弟に、助けを求めた。心から!!

「今は、おまえだけが頼りだ」

　その通りであった。しかし、そのシズマは主役であるにも関わらず、沈んでいる。

「おあいにくさま。シズマはさっきから、元気ないよ」

　意い地じ悪わるく、ロバートが言った。

「どうして？」

「キミちゃんが、いないんだ」

「来てないのか？」

「うん」

「言われてみれば──」

　用意されたテーブルに、たったひとつの空席がある。キミコ・イノグチの席だった。

「それで、シズマは元気ないのか……」

「シズマはキミちゃんに、惚れてたからね」

「えっ!?　そうだったの？」

「知らなかったのか？　有名だぞ」

「でもシズマは、いつもキミちゃんに意地悪してたぞ。キミちゃんが一生懸命に焼いた、七宝を壊こわしたり……」

「それは、キミちゃんが好きだからだよ。知らないのか？　好きな子ほど、意地悪したくなるもんなんだ」

「じゃあおまえも、僕のことが好きなのか？」

「それはない……」

　経緯はともかく、結果として話題は逸そらせた。胸を撫なで下ろすイツマ。しかし、それはそれで気になる。

「でも、キミちゃんはどうして？」

「ごめんなさい、イツマさん」

　スージーが、謝あやまった。

「彼女だけは、どうしても連絡が取れなかったんです」

「どうしたんですか？」

「キミちゃん、しゅうしょくしたんだよ」

　ロバートが言った。

「就職？」

　イツマは首を傾かしげた。

「七宝焼きの工房か何か？」

「違います」

　首を振るスージー。

「このことは、あなたには黙っているつもりでしたが……」

「何か？」

「キミちゃんは、ＳＩＭ社に就職したんです」

「ＳＩＭ!?　スミハラに──!!」

　イツマよりも重い知的障害を持つキミコと、兵器メーカーであるＳＩＭのイメージとが、どうしてもイツマの頭の中でひとつに結びつかない。

「ＳＩＭがどうして？　あの会社が七宝にも手を広げたとは聞いてない」

「よりにもよって、あなたの会社のライバルメーカーでしたね」

「ええ。煮え湯を飲まされたばかりです」

　彼女の前で口走るべきではなかったかも知れない。

「ＳＩＭ社は……」

　と、スージーは俯うつむいたまま、呟つぶやくように言った。

「福祉事業と称して、手先の器き用ような障害者を大量雇こ用ようしたのです。キミちゃんは七宝焼きの腕を買われて、新型戦闘機の火器管制システムに使うＲＯＭチップの、プリント基盤の焼き付けを──」

「なんだって!?」

「他にも、ラインの溶よう接せつ工こうや、組み立て工として何人か、養護学校から──」

「彼らへの給与は？」

　思わず厳しい口調になる、イツマ。

「無償ただ同然です……」

　スージーの声が小さくなったのは、イツマの勢いに気け圧おされたせいばかりではあるまい。

「ですが、障害を持つ生徒たちを、他に受け入れてくれる企業などもとよりあるはずもなく……。社会的な仕事を与え、少なくとも寝食の保障はしてくれるというので、保護者たちは二つ返事で……」

「その雇用話に、飛び付いた？」

　こくん、と無言で頷うなずくスージー。

　その瞬間に、イツマの中で、バラバラだったパズルのピースが、ひとつに結び付いた。

「なるほど……」

『彼』はアキヅキを見た。表情が険けわしい。

「そういうことだったのか」

「見えましたよ」

　アキヅキも頷く。たとえクリームだらけでも、敏腕弁護士の表情になっている。

「朧おぼろ気げながら、超廉れん価か版ばん戦闘機と、障害者大量雇用とを結ぶ絡から繰くりの糸が、ね」














第十六章　正義と仕事のはざま









「ワシもまったく、うまいことを考えたもんじゃろう？」

　スミハラ・インダストリィ＆マテリアル社の会長であるマーク・スミハラ翁おうは、自分のバーコード頭を指差しつつ、勝ち誇った笑い声を上げた。

「福祉事業として障害者を大量雇こ用ようし、彼らを兵器の生産ラインに携たずさわらせる。その結果として人件費は極限まで削減でき、なおかつ対外的な評価をも獲かく得とくする。おかげで『バルチャー２』は全領域戦闘機としては考えられないほどの廉れん価か生産が可能となり、見事に惑星連合宇宙軍の次期主力戦闘機の座を獲得した。軍の制式兵器は最さい大おお手てメーカーのみという通例を破ってだぞ。あのイツマとかいう、タイラー・アームズ・コーポレーションの若わか造ぞうに、まんまと一ひと泡あわ噴ふかせてやったわい。奴やつは自分のところの製品が採用されるものと思い込んでおったからのう……。ふふ、奴が頭を搔かき毟むしる様さまが、目に浮かぶようじゃわい」

「今までは、ずっとこちらが搔き毟る側でしたからな……」

　と、鷲わしのような容よう貌ぼうをした、背の高い専務が頷うなずいた。ラルフ・ラングレン。根っからの技術畑上がりで、スミハラ会長が小さな町工場の経営者であった頃から、彼とは二人三脚で会社を大きくしてきた間柄である。取とり締しまり役やくとなった今でも、技術本部長を兼けん任にんしている。

「おかげで会長の頭は、今のように薄くなってしまわれた……」

「イツマの頭がこうなるのも、時間の問題だ」

　と、スミハラは呪のろうように呟つぶやいた。

「大だい財ざい閥ばつ間の四社協定の壁に、何度地じ団だん太だを踏んだことか……。しかし、これで立場は逆転したな。ウチのような小さな会社の製品でも、惑星連合宇宙軍に採用されるということになれば、誰がわざわざ好き好んで、高価な大手メーカー製品を買おう。同程度の性能と品質ならば、誰もが安い武器を買いたいに決まっておる」

「そうなれば価格設定で、我がＳＩＭ社に対抗できるメーカーは、ありません」

　経理部長兼任の常務、レットー・ホイッスラーが言った。四十八歳にしては老ふけ込んだ容貌だ。銀河連邦大蔵省からの天あま下くだりというキャリアを持つ彼は、言わばＳＩＭ社の大おお番ばん頭とうである。

「なにしろ夢の、人件費ほとんどゼロ……。限りなく無む償しように近い労働力。他のメーカーにこの真ま似ねは到底できますまい。となれば、いずれ時を措おかずして、全銀河の兵器市場は、我が社の一いつ手て独どく占せんかと……」

「となれば、今度は独占禁止法の心配をせねばならんのう」

「そこはそれ、ホイッスラー常務は官かん僚りよう畑出身ですから……」

　北ほく叟そ笑えみつつ、ホイッスラーを見るラングレン専務。

「いくらでも根回しを……」

「蛇じやの道はヘビかね？」

「参まいりましたなあ、そこまであからさまに、期待されましても……」

　頭を搔きつつも、悪い気はしないホイッスラー。

「まあ、その時は頼むよ、常務」

「お任まかせください。ですが、当面はいかにして増産計画を手早く拡かく張ちようするかということの方が、先決でしょうなあ……」

「なにしろ、惑星連合宇宙軍が採用したことが引ひき金がねとなって、実に七十の惑星国家が『バルチャー２』を制式採用。さらに二百を超す惑星ほしが、一度に打だ診しんしてきましたからな」

　信用ある軍の制式採用とは、それほどの波は及きゆう効果をもたらすものなのだ。今まで最大手の下した請うけしか経験したことのないＳＩＭ社には、理屈ではともかく実感としてそれが理解できなかった。使い古された表現だが、実際にそうなってみて、『嬉うれしい悲ひ鳴めい』というのが実情である。

「増産計画は、どうなっておるのかね？」

「はあ……」

　下しも座ざに控えた工場長が、時代遅れの分厚いファイルの束たばをめくる。

「現在の設備状況では、とても追い付きません。惑星連合宇宙軍への初期発注分の納入だけでも、十六ロット八百機。これは向こう半年間のフル稼か働どうでどうにかなりますが、そのペースでは、最終的に最後の発注国にまで行き渡るのは、実に七百三十六年後……」

「誰がそれだけ待つ？」

「つまりは、造れば造るだけ、売れます。既すでに末まつ端たん業者の間では、プレミアが……」

「プレミアなど、意味はない！　もともと利り鞘ざやの薄い超廉価版戦闘機だ!!」

「業者の間では、『空飛ぶオート三輪』などという有あり難がたくないニックネームも頂ちよう戴だいしておるらしいですからな……」

　ラングレンが思わず呟く。

「ワシは初はつ耳みみだぞ！　誰だ、そんなことをぬかす奴は!?」

「それが、どうも我が社の従業員のようで……」

「見付け出して、馘くびにしろ！」

「とんでもない！」

　工場長がうろたえた。

「猫の手も借りたい、稼かせぎ時のこの時期に……」

「実際、障害者の手まで借りておるからなあ……」

　ぼやくホイッスラー常務。

「とにかく増産だ！」

「しかし、今の状況では……」

「惑星連合宇宙軍向け以外のヴァージョンでは、スペックダウンしろ!!」

「それは当然です」

「ラゴラ宇宙軍向けのタイプなど、『空飛ぶオート三輪』の名に恥じません。あと外はずせる装備といったら、エンジンとキャノピーぐらいです」

　それでは飛ばない。

「ラインを増ふやせ！　工場用地の買ばい収しゆうは!?」

「それは既に……」

「しかし、いかに設備を増設致いたしましても、労働力に限界が……」

「雇用しろ！」

「お忘れですか、会長？　まともな雇用者を増ふやしましても、コストがかさむばかりです」

　ホイッスラーの言葉に、

「そうだった！」

　と、思わず舌打ちしつつ頭を搔くスミハラ。

「一般労働者では、雇やとえば雇うだけ人件費がかさみ、赤字になるばかりだった……」

「雇用拡大するくらいなら、設備投資に金のかかる生産ラインの増設よりも、他社に下した請うけを頼んだ方が手っ取り早く、リスクもずっと小さいです」

　とホイッスラー。

「そうなれば、タイラー・アームズ・コーポレーションに部品の下請けをやらせるという、まさに我が社にとっては夢のような状況も──」

「それが出来るくらいなら、ワシが真っ先に率そつ先せんしてやらせとる!!」

　わめくスミハラ会長。会社をここまで大きくするには、他社の下請けに甘んじた忍にん従じゆうの日々もあった。積年の恨うらみは、深いのだ。

「しかし、タイラー社を始め、まともな会社では同じ部品を製造しても数倍の人件費がかかってしまう……。結果として、大量注文をこなすうちに我が社は累るい積せき赤字で沈む……」

「ではどうすれば……？」

　と、途と方ほうに暮れる工場長に、

「そんなこともわからんのか!?」

　と、スミハラは一いつ喝かつした。

「今現在と同様、無報酬ただ同然の労働力を確保するのだ!!」

「で、では……障害者を拡大雇用せよと……」

「そうだ。働きたがっている障害者は、まだまだおるじゃろう？　この際視覚障害者でも、聴覚障害者でも構わんぞ。こっちは猫の手も借りたいんだ！」

「聴覚障害者は塗と装そう作業に従事させるとして、視覚障害者はどうします？」

「まさか旋せん盤ばん作業をやらせる訳わけにもいかんでしょう……」

「ボルト洗浄くらいなら手て探さぐりでも出来る。彼らは社会で役立っているという働き甲が斐いに飢うえているからな。極端な話、銀河政府から充分な額の障害者手当てを支給されている彼らは、仕事さえあるなら無む報ほう酬しゆうでも構わんのだ。とにかく働きたいのだ、彼らは。そこがこちらの付け目でもある!!」

「さすがは社長……」

「会長と呼べ！」

　意い気き軒けん昂こうなスミハラ。

「とにかく、今以上に障害者の雇用を拡かく大だいしろ!!　そして、今いる障害者たちには、今以上のノルマを課かせ。労働基準法違反スレスレのノルマをな！　怠なまけようとする奴を甘やかすな！　働かせてやるのが、本当の福祉だ。社会事業だ！　障害者を甘やかしてはいかん!!」

「お言葉ですが……」

　そこへ、作業着姿の若い監かん督とく官かんが、おずおずと現れた。

「彼らは、もう限界に来ています」

「誰だおまえは？」

　ホイッスラー常務が、若者をギョロリと睨にらむ。

「誰がここへ入っていいと言った？」

　ラングレン専務も、若者に侮ぶ蔑べつの一いち瞥べつをくれる。

「ここは会長室だぞ。おまえのような下っ端ぱが、入って来れる場所ではないのだ」

「困るね、工場長」

　スミハラ会長に至っては、監督官の方を直接見ることさえしなかった。ただ若者の直属の上司である工場長の方を、ジロリと睨んだだけだった。

「部下の教育は、どうなっておるのかね？」

「申し訳ございません、会長！」

　冷汗をかきながら、平へい身しん低てい頭とうする工場長。

「彼は先月雇ったばかりの、臨時雇いでして──」

「そういうことは、聞いておらん！」

「はっ、はっ！　はい!!　そうですね」

　思い切り卑ひ屈くつに身を屈かがめた後、くるりと若者の方に向き直るや、態度も百八十度変える工場長。

「退さがりなさい！　ええと……」

　臨時雇い工の名まで、いちいち覚えてはいられない。

「ベルファルドです」

　と、若者は言った。凡ぼん庸ような顔立ちだが、どこかに芯しんがある。

「イーサン・ベルファルド」

「おまえの名など、どうでもいい!!　とにかく退がれ、ベルファルド主任！」

「お言葉ですが、退がりませんよ」

　と、ある覚悟を秘めたベルファルドは言った。自分の足で出直すために、タイラーグループとは何の関わりもないどころか、ライバル社であるＳＩＭ社の末まつ端たんに、身分を隠して潜もぐり込んだのである。臨時雇いで、報酬も固定給のみで相場の半額といったところだったが、むしろ彼には好こう都つ合ごうであった。あれこれと身元を詮せん索さくされることもなかった。

「今日は、会長に直じき訴そに来たのです。物言えぬ、彼らに代かわってね」

「君が来た理由は、概おおむねわかる」

　と、ベルファルドに横顔を向けたままでスミハラ会長は言った。第一線の経営者として、労働組合と長年に亘わたる抗こう争そうを繰り広げてきた彼である。まさに海うみ千せん山やま千せんの妖よう怪かいだ。

「労働条件を改善してくれと言うのだろ？」

「はい」

　頷くベルファルド。目が真っ直すぐだ。

「彼らはみんな、疲れ果てています。このままでは、事故が起きるのも時間の問題です。そうなってからでは、遅いのです」

「そんなこと、若造の君に言われるまでもないよ」

　と、スミハラ。

「現場は、ワシの方が、遥はるかに長いのだ。退たい屈くつな会長職などに祭り上げられたのは、それこそつい最近のことじゃよ」

「失礼ですが会長は、その目で現場の様よう子すを御ご覧らんになられましたか？」

　喰くい下がるベルファルド。

「つい先週も、視察したよ。労働基準監督所の査さ察さつ官かんも一緒だった。何も問題はなかったと記憶しているよ」

「でもその時は──」

　ベルファルドは工場長の方を横目で見ながら言った。

「念入りに、襤ぼ褸ろ隠しをした後でしたからね」

「何が言いたい!?」

　工場長が怒ど鳴なった。

「貴き様さま！　恩知らずがッ!!　風ふう来らい坊ぼうの貴様を拾って、使ってやったのは一いつ体たい誰だ!?」

「問題は、僕じゃない。労働者のみんなです。僕は彼らの代理で来ているのです」

「生なま意い気きなッ!!」

「まあまあ、ヤマシタくん……」

　会長がなだめた。

「全部言わせてみたまえ」

　初めてまともに、ベルファルドの方を見た。

「聞こう」

「感謝します」

　ベルファルドは鼠ねずみ色の作業帽を脱ぬいで、続ける。

「一度抜き打ちで、御覧になってください。障害者たちの労働状況は、それはもうひどいものです。劣れつ悪あくと言ってもいい。それと──」

「ベルファルド！　貴様、何の不満があって!?」

　工場長が遮さえぎった。

「ヤマシタくん……」

　おろおろする、ラングレン専務。

「不満はありません。僕としては……」

　ベルファルドはヤマシタ工場長を見た。

「ですが、彼らには大いにあるでしょう。自分たちの置かれた状況の悲ひ惨さんさを、満足に言葉にすることもできない、彼らには……」

「貴様は馘クビだ！」

　絶ぜつ叫きようするヤマシタ。

「馘だ。馘だ！　馘だ──ッ!!」

「いいですよ」

　平然として受け流す、ベルファルド。

「ですがその前に、言うべきことは言わせてください」

「言う前に馘だァ──ッ!!」

「なら、一市民として、言わせて貰もらいます。僕の見たままをね」

「誰が──」

　工場長が一歩前にずいっと出て、ベルファルドの胸むな倉ぐらを引っ摑つかもうとするのを、

「ヤマシタ！」

　社長が激しく、一いつ喝かつした。

　雷かみなりに撃うたれたように、ヤマシタの動きが止まる。一いつ介かいの旋盤工時代から叩き上げた工場長には、スミハラに逆らうことなど夢にも有り得ない。

「親父おやっさん……」

「言わせろ」

　黒縁眼鏡めがねの奥で、スミハラの眸めがギロッと光った。

「は、はい……」

「働きづめの障害者たちにとって、労働基準法を無視した労働条件の劣悪さもさることながら、工場長をも含めた監督官たちの暴力には、筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたいものがあります。特に、ちょっとでも休もうとすると、容よう赦しやなく飛んで来る拳げん固こや蹴けりには、彼らは抗あらがう術すべもない状況です」

「は、ははは……」

　突然、ヤマシタが笑い出した。

「はは……何をたわけたことを！　会長、こ、こやつは障害者たちの戯たわ言ごとを真まに受けて、踊らされているだけですよ。怠けたい一心の、障害者連中の戯言をね……。まったく、馬ば鹿かも休み休みに……」

「本当です」

　と、真っ直ぐな瞳ひとみで、ベルファルド。

「ヤマシタ工場長は、スギタ監督官、ドイル監督官と一緒になって、障害者たちに暴力を振ふるいました。止めようとした僕にも──」

「あ、あれは、ちょっとしたはずみで、手が入っただけじゃないか。す、済まないことをした……。わざとじゃないんだ。わざとじゃ。でも……謝あやまる！」

　手を合わせるヤマシタ。

「だから僕じゃなくて、彼らに謝ってください」

　と、ベルファルド。

「彼らにも、誠意が伝わるように……」

「ふ、ふざけるな！　あいつらは、ただ怠けたいだけなんだ。障害者という連中は、何のかのと理屈をつけて、すぐに怠けたがるものなんだッ!!」

「怠けたくもなるでしょう」

　ベルファルドは言った。

「あれだけ、ひどい仕打ちをされれば──」

「それがどうした!?」

　ヤマシタは開き直った。

「満足に字も書けない奴らを使ってやっている工場が、他に何処どこにある？　雇ってやっているだけでも、有り難く思え！」

「工場長！」

　ベルファルドが、叫んだ。

「彼らだって、彼らだって、五ご体たい満まん足ぞくに生まれて来たかったとは思えませんか!?　だから、せめて、五体満足な僕たちは──」

　ベルファルドは泣いていた。

「青いわ、小こ僧ぞう！　学校と社会は違うぜ。綺き麗れい事ごとを抜かすな！　てめえのようなヒヨッコが、この俺に説教垂たれるなんざ、百年早え！」

「言いますよ。どうせ僕は馘ですから。臨時雇いの主任と叩き上げの工場長じゃ格が違うと言うのなら、市民と市民なら同格だ！」

「貴様、本当に殺されんと──」

「やめい！」

　会長の一喝に、ヤマシタは押し黙った。生理的なリモコンすら、彼はスミハラに握られているのだった。一人の個人が企業の経営者に身も心も捧ささげ尽くすという恐ろしさを、彼はまさに体現していた。

「もういい……」

　それまでベルファルドとヤマシタを交互に見ていた会長の、

「どちらが噓うそつきで、どちらが本当のことを言っているかは、明白じゃ」

　の一言は、重い。

「ヤマシタ」

「は、はい……」

「殴なぐったのか？　障害者を」

「そ、それは……」

「ワシの目を見て、言え」

「や……やりました……」

　がっくりとうなだれる、ヤマシタ。

「殴りました……。あんまり言うこと、聞かんから……」

「わかった。おまえも疲れておったのじゃな……。休め。一週間、自じ宅たく謹きん慎しんじゃ」

「か、会長……それだけは──」

「ワシの言うことが、聞けんのか？」

「は、はい。休ませていただきます」

　それからスミハラ会長は、ベルファルドに向き直った。

「ベルファルド主任……じゃったかな？」

「はい」

　思わず直立不動の姿勢になる、ベルファルド。

「出過ぎたことを、申しました」

「まったく出過ぎたことをしよるわい。一介の主任が、会長に直じか談だん判ぱんか……。ワシの若い頃なら、間ま違ちがいなく馘じゃったな」

「いかような罰ばつでも、覚悟しております」

「だろうな……。そこまで覚悟していなければ、あそこまで真剣にはなれまい……。しかし、最近の若者にしては気き骨こつがある」

「はあ……」

「では罰を与えよう」

　にやっと嗤わらって、スミハラは言い渡した。

「ベルファルド主任の今のポストは？」

「は、はい……」

　ホイッスラーが慌あわてて、社員のファイルを端末で検索する。

「イーサン・ベルファルド……。21歳。６月１日付けで採用……。臨時雇用。工場付き監督課主任。賞罰、なし……となっておりますが──」

「本日付けで正式採用じゃ」

　と、会長。

「え？」

「役職は、監督課長。工場長代理兼任じゃ」

「ほえ!?」

　事実上の、昇進ではないか。しかも、異例の大だい抜ばつ擢てきである。

「それが、罰ですか？」

「ああ、罰じゃよ」

　スミハラは笑って言った。

「ワシは、一いつ旦たん覚悟を決めた人間に、覚悟通りの罰は与えんのじゃ。それが経営者としての、心得じゃよ」

「はあ……」

「一週間で、結果を出せ」

「結果？」

「そうじゃ。彼らのノルマを、目標値まで君のやり方で上げてみろ」

「僕の……やり方で？」

「ああ」

　頷くスミハラ。

「君は、北風のやり方を真っ向から否定した。ならば君自身が太陽であることを示さねばならん。他者のやり方を否定した以上は、必ず代案を提出する。それ以外の在あり方を、ワシは認めん」

「なるほど……理に適かなってますね」















「一週間、一週間でノルマを達成出来ない場合は、君は本当に馘じゃ。その後は、再びヤマシタが工場長に復帰する。何か言いたい事があるかね？」

「でも、それでは……僕の望んでいたことは、ただ彼らを休ませてやりたいというだけで──」

「わかっておらんね」

「は？」

「経営者としてのワシの辞書には、またこうもある。労働者を甘やかすな。労働者は常に怠けたがるものと心得よ、とな」

「信じていないのですか？」

「ああ。信じていないと言うのなら、信じてなどいない。しかし、人間は結局、働きたがる動物なのじゃよ。障害者といえども、それは同じだ。仕事をしたがっている者に、仕事を与えて文句を言われる筋すじ合あいは、あるまい」

「会長は、彼らの心がおわかりですか？」

「わかる！」

　断言した。

「障害者ほど、働きたい!!　金など要いらん。ただ働かせてくれさえすればと、思うものなんじゃよ」

「本当かなあ……」

　半信半疑のベルファルドに、

「証拠は、これじゃ」

　スミハラはやおら背広の袖をめくってみせた。

「会長！」

　仰ぎよう天てんする、ラングレン専務。

「何もそこまで──」

　左手は、かなり粗そ悪あくな義ぎ手しゆだった。

「若い頃、プレスの機械に挟はさまれた……」

　押し殺した声で、スミハラは言った。

「ワシのこの怪け我がのせいで、工場は半年間の操業停止命令を喰くらってのう……。その時につくづく思ったよ。頼む！　働かせてくれ、とな！　現場の労働者にはな、指の一本くらい飛ばされるよりも、仕事が出来なくなることの方が怖こわいのだ。この切せつ羽ぱ詰つまった気持ち、君にはわかるまい……。君も今の若者だからな」

「…………」

　何か、必ひつ殺さつ技わざを出されたような気もする。

「でも、粗悪ですね、それ」

　つい言ってしまった。

「もっといいのが、ありますよ、今は……」

「知っておる」

　と、スミハラは言った。

「しかし、経営者としての初心を忘れぬため、わざとこの安物にしておるのじゃ。日常の生活には、これで充分。この義手をよくするくらいなら、一台でも多くの機械を入れるね、ワシは──」

　それもまた、経営者としての覚悟なのだろう。ベルファルドは、ただただ頷くしかなかった。

「わかったら、ノルマを上げてもらおうか。目標値を達成出来れば、君を正式な工場長に昇格させよう。その後は、君の思うようにやってよい」

「本当ですか？」

「ワシも経営者だ。約束は守る！」

「そ、その時は……私は──」

　床ゆかに這はいつくばったまま、スミハラを見上げるヤマシタ。

「ベルファルドの下で、副工場長をやれい」

　冷たく言い放つ、会長。

「こ、こんな若造の下で働くなら……依い願がん退たい職しよくします！」

「それもよかろう。正直もうおまえに高い給料を払うのも惜おしい。ベルファルド課長がおまえの半分の給料で同じ結果を出してくれるなら、会社にとってはまたとないリストラじゃよ」

「くっ……」

　ヤマシタはベルファルドを睨にらみ付けると、

「うまくいったな。だが、断言しておくが、おまえにゃ連中を扱えねえぜ。あいつらを、無む垢くな天使だと思い込んでいる、おまえにはな……」

　との捨て台詞ぜりふを残して出て行った。

「さて、ベルファルド課長……」

　スミハラはベルファルドを見た。

「そうと決まれば、すぐに工場に戻って、奴らを働かせろ！　反目は赦ゆるさん!!　君は課長で、私は会長……。対等ではない」

「な、なるほど……」

　ベルファルドには、ようやくスミハラの真意がわかったような気がした。

「そのための、『昇進』だったんですね」

「文句はあるまい」

　ホイッスラー常務が言った。

「臨時雇いから、正式な部下に昇格したんだ。君も、部品のひとつだよ」

「な、なんだか……」

　ベルファルドが呟つぶやいた。

「うまいこと組織の歯車に、組み込まれてしまったみたいだなあ……」














第十七章　ゴドーを待ちながら









「ゴドーは遅おせえなあ……」

　と、ヨナタンが呟つぶやいた。

「毎度のことながら──」

「俺たちが早過ぎるのさ、いつも」

　ウェポンスキーが、ぼやき半分に突っ込む。

「いつも集合時間の三十分前に来ちまう。だから実力があるにも関わらず、軽く見られる」

「俺はともかく、おまえのどこに実力があるってんだ？」

　ヨナタンが切り返した。

「おまえが誇ほこれるものといったら、その図ずう体たいだけじゃねえか」

「そうだ」

　と、頷うなずくウェポンスキー。

「誰にも真ま似ねのできねえ、このビルドアップされた肉体だけはな……」

　ウェポンスキーは巨きよ漢かんである。いや、巨人と言ってもいい体たい軀くの持主だ。二メートル七センチで、体重は百八十キロばかりあった。それでいて、常人以上に敏びん捷しようなのである。他にこれといった取とり柄えがなくても、それだけで既すでに侮あなどれない。しかも、金髪でなかなかのハンサムなのだった。仕事は専もつぱら酒場の用心棒、たまに気が向けば地下プロレスのリングにも上がる。百八十戦して無敗。しかも相手を儘ことごとく殺している。

「知ってるよ、おまえが強えのはよ」

　と、ヨナタン。

「だが、所しよ詮せんは前座の強さなんだよなあ……」

「おまえに言われたかねえ」

　と、ヨナタンを見下ろすウェポンスキー。ヨナタンは小こ兵ひようだった。身長は百五十センチそこそこ。ウェポンスキーと並ぶと、まったく遠近感というものが喪そう失しつしてしまう。このデカチビコンビは、決まって真っ先に待ち合わせ場所に現れる。

「俺たち、もうちょっと遅れて現れるべきなんだろうなあ……」

　とヨナタン。

「しょうがねえさ。そういう性分なんだから……」

　とウェポンスキー。両腕を剝むき出しにしたバックスキンのチョッキに、テンガロンハットといういつもながらの出いで立たちは、その巨体と相あい俟まって、雑ざつ踏とうの中でも死ぬほど目立つ。それに対し、小男のヨナタンはその貧ひん弱じやくな体に、ごく一部の業界関係者しか着ないようなデザインのスリーピースをピチッと着込んでいる。だから二人が並ぶと、嫌いやでも人目を引いてしまうのだ。現に、待ち合わせ場所である駅前は相当な混雑であるにも関わらず、二人のいる周辺には半径五メートルの空白地帯が出来ていた。誰も敢あえて、その中に入ろうかという勇気はない。

「確かに、ギリギリになって現れるほど、役者が上って思われちまうわなあ……」

　とヨナタン。

「だからって、ゴドーは遅過ぎるぜ」

　ウェポンスキーが、頭を搔かいた。

「結局、いつも俺とおまえが最初に顔を合わせちまう。おまえと一ひと括くくりに扱われて、俺まで前座に見られちまう。えらい迷惑だぜ……」

「それは俺の台詞せりふよ」

　と、スーツの懐ふところに忍ばせたナイフをちらつかせながら、ヨナタンが毒づいた。

「タワーの連中が、俺たちのことを何て呼んでると思ってる？　ＴＴＢの凸でこ凹ぼこコンビだとよ」

「当たってるじゃねえか……」

　思わず口元が綻ほころぶウェポンスキー。

「まんまだぜ」

「だから、迷惑だってえのよ!!」

　思わずムキになるヨナタン。

「やるか!?」

　ナイフを抜きかける。火の玉のように、カッカし易やすい性格なのだ。

「よそうや」

　と、やんわり制するウェポンスキー。

「俺とおまえがやり合えば、殺し合いになる」

　巨体に比例して、彼の方は比較的温おん和わな性質だ。その小こ柄がら故ゆえにどうしても人から舐なめられるヨナタンのように、常に自分をアピールする必要は彼にはない。しかし、ここ一番の彼の強さは、やはり尋じん常じようではない。言わば巨大な草そう食しよく恐きよう竜りゆうを思わせる余裕であった。

「ここでこれ以上目立っても、仕方がねえや」

「うまく逃げたな、ウェポンスキー」

　ナイフを収おさめながら、ヨナタンは勝ち誇りの笑み。ウェポンスキーが『逃げた』ことは事実で、体格で圧倒的に劣おとる彼にとっては、これは勝ちに等しい。瘦やせ狐ぎつねが、巨象に道を譲らせたのである。

「今日のところは、それで勘かん弁べんしてやる」

　ヨナタンのプライドは満たされた。一方のウェポンスキーは、気にも留とめない。端はなから本気で相手にする必要もない相手だと思っている。

「なんでみんなが、なかなか集まらないか、教えてあげましょうか？」

　と、突然人込みの中から現れた美女が言った。デフォルメされたような理想的体型。サングラスにショートカット。スーパーモデルと言っても通用しそうな肉体を必要以上に誇こ示じするファッションは、３Ｄモード誌から抜け出したようだ。

「あなたたちと一いつ緒しよにされるのが、厭いやなのよ、みんな。同じに見られたくないのよね」

「言ってくれるぜ」

　と、舌打ちするヨナタン。

「そういうおまえはどうなんだ、レダ」

　ウェポンスキーが尋ねる。

「俺たちと一緒にされてもいいのか？」

「あたしはいいのよ」

　と、レダと呼ばれた美女が言う。

「あなたたちとは、一緒に見えないから。こうして三人並ぶと、どうしたってあたしが主役で、あなたたち二人はあたしの下げ僕ぼくでしょう？　違う？」

「言ってろよ……」

　ニヤニヤするヨナタン。同じ台詞を他の奴に言われたなら、間ま違ちがいなくヨナタンはそいつを殺していただろう。しかし、レダに対してはそうしないどころか、へつらうような嗤わらいを浮かべただけである。どうやら彼女は別格扱いらしい。

　実際、この三人が並ぶと誰がどう見ても、レダは『女王様』だった。言わば三角形の頂点である。

「みんな、来てない訳わけじゃないのよ」

　と、サングラスをちょっと動かして紺こん碧ぺきの瞳ひとみを覗のぞかせながら、レダは言った。

「少し離れた場所に、ちゃんといるわ」

「そうなのか？」

「ええ。ウェポンスキーの巨体は、どこにいてもいいランドマークですもの。みんな、目立たない場所に、ちゃんといる……」

「だったら出て来ればいい」

　ヨナタンが言った。

「あたしたちみたく、自じ己こ顕けん示じ欲よくの強いのばかりじゃないのよ、ＴＴＢは……」

「嫌な呼び方だ」

　ウェポンスキーが舌打ちした。

「ＴＴＢ……テストチューブ・ベイビーズなんてな……」

「事実だからしょうがないじゃない」

　冷たい笑みを浮かべるレダ。

「あたしたちみんな、試験官育ちよ。スレイも入れてね」

「あいつのことは、言うな！」

　ヨナタンの形ぎよう相そうが変わった。

「あいつは俺たち兄きよう弟だいの、裏切り者だぜ!!」

「そうだな……」

　珍しくウェポンスキーが、ヨナタンに同調した。

「確かにあいつは赦ゆるせねえ。俺と腕うで相撲ずもうで互ご角かくに闘たたかえる、唯ゆい一いつの相手ではあったが……」

「聞いたか？」

　と、ヨナタン。

「アルフレートが、死んだぜ」

「ああ、知っている」

　とウェポンスキー。

「スレイに殺されたようなもんだぜ」

「あんなに仲のよかった、スレイにね」

　とレダ。

「あたしたちって、何なのかしらね？」

「兄弟だろ」

　ヨナタンの口調には、含みがある。

「違うか？」

「世間一般の兄弟とは、随ずい分ぶんと違うけどね……」

「羨うらやましいとも、思わん」

　呟くヨナタンは、二十一歳。レダも、ウェポンスキーも、彼らは皆みな二十一歳である。死なない限りは、一緒に歳としを取ってゆく。

「これで、俺たち兄弟で生きているのは、スレイを除いて、七人か……」

　と、ウェポンスキーが空を見上げて呟いた。

「ＴＴＢも少なくなったもんだ……。内うち輪わで殺し合いもしておいて、言えた義理じゃないが……」

「その代かわり、精せい鋭えいが生き残ったぜ」

　とヨナタン。

「性格の悪いのが、とも言うわね」

　レダが言えば、

「おまえがそう言うのなら、本当だ」

　とウェポンスキーが相あい槌づちを打つ。

「確かに生き残った俺たちは皆、一ひと筋すじ縄なわではいかない」

「特に、あたしはね」

「七人のうち、目立ちたがりが三人で、目立つのが嫌いなのが三人か……。バランスはいいな」

　ヨナタンが言えば、

「そう。そして、滅めつ多たに現あらわれないゴドーが七人目……」

　と、レダが頷く。

「ゴドーは来るのか、今日？」

「そりゃ来るでしょ。全員集合をかけたもの」

「怪あやしいもんだ。前にも来なかったし……」

「あの時は遅れたけどちゃんと来たって、本人は言ってたわよ」

「三日も遅れてな」

　とウェポンスキー。

「とにかく奴は、あてにならん。あれで能力が抜ばつ群ぐんでなかったら、とうにスレイ同様、仲間から弾はじき出されているとこだ」

「へえ～。じゃあウェポンスキーは、ゴドーを買ってるんだ」

　意外そうに、レダ。

「そういうおまえは、どうなんだ？」

「そりゃ評価してるわよ。少なくとも七人の中では、最強ね」

「スレイと、どっちが上かな？」

「互角じゃない？　顔は文句なく、ゴドーの勝ちだけど……」

「腕わん力りよくなら、俺だぜ」

　と、プライドを刺激されてウェポンスキー。

「頭じゃ勝負にならんよ」

　とヨナタン。

「何と言ってもゴドーは策さく士しだからな……。頭脳で奴に匹ひつ敵てきするのは、俺くらいのもんだ」

「その代わり身長と体力では論外ね」

「殺すぞ！」

　コンプレックスの塊かたまりのような、ヨナタン。それが彼のパワーの源みなもとでもある。

「いくらおまえでも、言い過ぎだぜ、レダ」

「あたしは正直なのよ」

「その割には顔が一定しないぜ」

「今日の顔は、どう？」

「まあまあだ」

　と、ウェポンスキー。

「俺の好みじゃないがね」

「今は小こ顔がおが、流行はやりなのよ」

「一度思い切りブスに化ばけてみないか？」

「それはあたしのプライドが赦ゆるさないの！」

「そんなことより──」

　ヨナタンが言った。

「ゴドーはともかくとして、他の三人は、ちゃんと来ているんだろうな？」

「いるぜ」

　背後から声がした。

「ランディ……」

「相変わらず気け配はいを殺すのが巧うまい奴だ……」

　いつの間にか影のように現れたランディ。中肉中背の、どこといって特徴のない男である。いや、特徴が何もないことが際きわ立だった『特徴』であった。とにかく何もかもが平均点。尋常ならざる『平凡』であり、容易に群衆の中に埋まい没ぼつしてしまう。そして確実に、音もなく他人のバックを取る。

「よう。ヨナタン、相変わらず背、低いな」

「殺すぞ！」

「殺せるものならな……。俺はどこにでも、溶とけ込むぜ。風景のように──」

「確かにおまえだけは、敵に回したくないよ」

　ウェポンスキーが呟いた。

「歩く保護色だ。目の前にいても、声をかけられるまでは存在に気付かん……」

「俺はさっきから、ずっとここにいたんだぜ」

　嗤いながら、ランディ。

「影のランディとは、よく言ったもんだよなあ……」

　その手で暗殺した要よう人じんの数が、ＴＴＢの中ではダントツなのも頷ける。

「兄弟たちの中におまえがいてくれるのは、心強い」

「よく言うよ、しょっちゅう俺の存在を忘れるくせに──」

「それだけおまえの隠いん蔽ぺい能力が、抜群という証拠さ」

「別に好きで、目立たなくしている訳じゃないんだけどな……」

　ランディはぼやいた。卒業して一年で、クラスメイトにも、その存在自体を完かん璧ぺきに忘れられてしまう奴がいる。ランディはまさにその典型だった。パーティーで彼の分だけ名札がなかったりということは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。開き直ってその存在感の稀き薄はくさ自体を武器にしようと決意した時、彼は非ひ凡ぼんなテロリストとなったのである。

「しかし、逆におまえらには感謝しているところもあるよ」

　と、ランディは言った。

「おまえらが人の数倍目立ってくれるお陰で、俺はますます人目につかずに済すむ……」

「これで、四人か……」

「あと、二人ね。ゴドーを除いて……」

「一人よ」

　五人目は、女だった。しかし、レダとは対称的に、目立たないこと夥おびただしい。いかにお世せ辞じ上じよう手ずでも、彼女を美人と呼ぶことには抵抗があろう。ヨナタンと同じくらいの身長で、しかも小こ肥ぶとりである。化け粧しようっ気のない、そばかすだらけの顔に、寝ね床どこからそのまま抜け出して来たようなボサボサの髪。ロングでなく、ショートでもない、言わんやセミロングですらない。ただただ中ちゆう途と半はん端ぱな長さの、手入れを怠おこたった髪の毛としか言い様ようがない。トレーナーにジーンズ履ばきで、しかも足はサンダル──『つっかけ』と言った方が、より近いかも知れない──で、ご丁てい寧ねいにコンビニのビニール袋まで提さげている。要するに、女を捨てた女の、典型的な寝起きのまま『ちょっとそこまで買い物に出ました』スタイルなのである。

「チヒロか……」

「相変わらずだな、おまえ。仕事見付かったか？」

「ええ、まあね」

　まるで色気のない暗い声で、チヒロは言った。そこだけ空気が重く澱よどんでいる。

「今度は時給、いいんだ」

「またバイトか？」

「いい加減、定職に就つけよ」

　他人ひと事ごとながら心配するヨナタンに、

「いいの。どうせ面接で撥はねられて、傷付くだけだから……」

　とチヒロは俯うつむいて言った。そんな彼女を、レダは殊こと更さらに無視している。自分からは絶対に口をきかない。無視しているのではなく、同じ空気を呼吸していることさえ嫌なのである。

　まあ気持ちは、わからないでもない。

「でもいいの…。裏の仕事で、潤うるおってるから──」

　と、聞き取りにくい声でチヒロは言った。

「どうせ表の仕事は、世間の目を欺あざむくためのカモフラージュだし……」

「だから全然カモフラージュに、なってねえぞ」

　ウェポンスキーが言った。

「見るからに怪しい人だぞ、おまえ」

「あ、バカ……!!」

　ヨナタンが慌あわててウェポンスキーを小こ突づいた。

「チヒロを落ち込ますなっての！　こっちまで暗さが伝染するだろが!!」

　しかし、もう遅い。

「いいんだ……」

　と、その場にしゃがみ込むチヒロ。

「どうせあたしは、怪しいわよ。ええ、怪しいわよ……。思いっ切り、怪しいですよ……」

　背中を向け、誰に言うともなく、ブツブツと呟くチヒロ。

「暗いわよ……。おまけに何の取り柄えもない女だわよ……。そんなあたしだって、都会の片隅で生きていたっていいじゃない……。生きていても──」

「早く死んで欲しいわね」

　聞こえよがしに、レダが言った。

「鬱うつ陶とうしいったら、ありゃしない！」

「始まったぜ……」

　いたたまれない表情で、ランディ。

「この二人が揃そろうと、いつもこれだ……」

「気を取り直せ、チヒロ……」

　ヨナタンがなだめた。

「広い銀河にはな、一人くらいはおまえみたいな女でも、いいと言う男がいるぞ」

「じゃあ、あんた──」

　振り向き様ざまに、チヒロは訊きいた。

「貰もらってくれるの？」

「いや、それとこれとは別問題で……」

　途と端たんにしどろもどろになるヨナタン。

「やっぱし……」

　再び重い瘴しよう気きを発散させ始めるチヒロ。

「どうせあたしなんか──」

「死ねばいいのよねえ……」

「レダ……それはねえだろ」

「いいのよ。死ねばあ。いっそ死んじゃえばあ。あんたに限っては、その方が花実が咲くかもよ。少なくとも、あたしは助かるなあ……」

「それはあんまり……」

　板いた挟ばさみになりおろおろする男三人。

　チヒロはキッとなって、レダを睨にらんだ。

「あ・ま・り・と・い・え・ば・あ・ま・り・の・し・う・ち……」

　スタッカートで、一語一語に独特の抑よく揚ようをつけて言う。不ぶ気き味みである。

「い・か・で・う・ら・み・は・ら・さ・で・か」

「始まった……」

「誰かチヒロを止めろ！」

「いいのよ」

　涼しい表情かおで、レダは言った。

「みんなチヒロの本質をわかってない！　チヒロみたいな性格はね、下手へたに慰なぐさめるより、少々叩たたいてやった方がいいのよ。本人のためよ！　その方が生きる気力が、湧わいてくるんだから──」

「理屈はわかるが……」

「だからと言って、今のが『少々』か？」

「見なさい。とにかく元気になったじゃないの」

「ちょっと違うような気も……」

「レダ……黒星三つ……」

　コンビニ袋から取り出した呪のろいのタロットカードに、レダの名前を薄うす墨ずみで書き込むチヒロ。確かにさっきまでとは別人のように、その表情は活いきいきとしている。

「あ～っ！」

　思わず悲ひ鳴めいを上げる、レダ。

「買ったばかりのストッキングに、伝線が!!」

「いいじゃねえか……」

　とランディ。

「たかがストッキングだろ」

「五十万ギガタイラスもしたのよ、これ……」

「ひひひ……」

　と、勝ち誇った表情で、チヒロ。

「今日のところは、これで勘かん弁べんしてあげるわ」

「これって超能力の、無む駄だ遣づかいだよなあ……」

　と、ウェポンスキーが言った。

「しかし、使いようによっては、怖こわい……」

　とランディ。

「これでざっと百名は、呪い殺している訳だからなあ、チヒロは……」

「確かに凄すごい」

　と、ヨナタン。

「しかし、楽しいか？　チヒロ？」

「すっごく楽しい！」

　暗い声なりに、叫ぶチヒロ。

「みなさん、お集まりのようですな」

　その場の重い空気をいくらかでも救すくった六人目は、ラテンの血の入った若者だった。色黒で、背が高い。

「セルジオか……」

　ランディが振り向く。

「いつもいつも、修しゆ羅ら場ばに現れるんだなあ、おまえは……」

「人呼んで、『修羅場のセルジオ』ですから」

　飄ひよう々ひようとした表情かおで、セルジオは言った。卵らん子し提供母がラテン系──おそらくメキシカン──ということを勘かん定じように入れても、たぶんＴＴＢの兄弟たちの間では、彼が最も『父親似』であった。底抜けに明るいというのではないが、とにかく軽いのだ。その場にいるだけで、修羅場の空気を和なごませるだけのものは、確かにある。

「まあまあ、みんな。ここはひとつ穏おだやかに……」

　ニコニコしながら、セルジオは言った。

「この僕の顔に免めんじてね」

「こいつ、このまんまの顔で人を殺すから怖いよ」

　ヨナタンが言った。

「穏やかな表情かおのままで、キレた時のおまえと、互角だものなあ……」

　とランディ。

「これで、ゴドー以外は全員揃った訳ね」

　レダが言った。

「ああ」

　頷く、ウェポンスキー。

「ヨナタン、レダ、チヒロ、セルジオ、俺……あと一人、誰だっけ？」

「俺だ」

　挙きよ手しゆするランディ。

「あ、いたのか……」

　それほどまでに、彼の影は薄い。

「しかしいつもながら、ゴドーは遅い」

　ヨナタンが言った。

「忘れてたりして……」

　どこまでも軽いノリで、セルジオ。

「奴に限って、それはないだろう」

　ウェポンスキーが否定した。

「だが、遅いことに変わりはない」

「遅刻よね」

　とレダ。

「同じことを誰かさんがやったら、絶対に赦ゆるされないわ」

　横目でチヒロを見る。

「レダ……さらに黒星ひとつ……」

　レダの肩パットが、弾はじけ飛んだ。考えようによっては、恐ろしい特殊能力だ。

「やだ！　シャネルなのよ、これ!!」

「どうせバーゲン品だろ」

　嗤わらいながら、ウェポンスキー。

「チヒロ……おまえの黒魔術で、ゴドーが何処どこにいるか探さぐれないのか？」

　ランディが尋ねる。

「無理よ」

　と、素そっ気けなくチヒロ。

「あたしの能力ちからは、人を呪うことにしか使えないって……」

「使えねえ奴！」

　思い切り毒づく、レダ。

「まあいいさ」

　ヨナタンが懐のナイフをちらつかせながら言った。

「この六人だけでも、充じゆう分ぶんってもんさ」

「そうね」

　頷くレダ。

「スレイ一人を始末するには、充分以上よね。誰かさんが足さえ引っ張らなけりゃ……」

「レダ……死にたい？」

「ま、まあ。そう険悪にならずに──」

　笑顔でなだめるセルジオ。しかし彼とても冷汗をかいている。

「俺たちだけで、始めるか」

「ま、しゃあねえやな」

「遅れて来る奴が悪い。タワーの命令は、絶対だ。スレイも可か哀わい相そうになあ……。血を分けた兄弟姉妹に総掛かりでやられるなんて──」

「明日は我わが身よ、ヨナタン」

　レダが冷たく言い放った。

「次は誰が、弾かれるんでしょうね？」

「いずれにせよ、言えることは──」

　ウェポンスキーの言葉は、重かった。

「スレイを殪たおした奴、それが俺たちの間で、一いつ頭とう抜きん出る！」

「言えるな」

　とランディ。

「こればっかりは、譲ゆずれないかも……」

　にこやかな表情を崩くずさず、セルジオは言った。

「負けないわよ」

　と、レダ。

「特に、誰かさんには──」

「あたしも……」

　控え目に、どこまでも暗く、チヒロ。この場合はターゲットに同情したくなる。

「負けない」

「とにかく、手て加か減げんはなしだ」

「最初から、そのつもりだっつ～の!!」

「それにしてもゴドーは、来るのか来ないのか？」

「さあ……」

「もう、どうでもよくなってきちゃった……」

「確かに──」

　やがて、遅過ぎるゴドーの到着を待つこともなく、彼らは三々五々、その場から散った。

　誰よりも早く、血を分けた兄弟姉妹たちを出し抜くために──。














第十八章　小さな大だい惨さん事じ









「ハルミさん……君なら一いつ体たい、どうしろと言っただろうね？」

　工場長代理の重じゆう責せきに押し潰つぶされそうになりながら、ベルファルドは呟つぶやいてみる。

「たったの一週間で、どうやって結果を出せっていうんだい？　僕にはとてもできないよ。できっこない……」

　ベルファルドはどちらかと言えば楽天家ではあるのだが、自信過か剰じよう型ではないから、こんな時には途と方ほうに暮れるしかない。経験も実績もなければ、あとは不安材料だらけ。こんな状況の中でも『黙って俺について来い！』と笑って言えるような神経を、彼は持ち合わせてはいない。その点が、彼が『オリジナル』である老人の若い頃とは、決定的に違うところであった。しかし、またそれが彼の魅み力りよくでもあるのだが──。

『できますよ』

　と、ハルミⅢの声が聞こえたような気がした。否いな、確かに聞こえた。

『ベルファルドさんなら、きっと見事にやってみせます。何と言っても、あなたは、あの偉大な──』

「よしてくれ」

　と、ベルファルドは虚こ空くうに向けて呟いた。

「僕はただの、名もない風ふう来らい坊ぼうさ」

『今はそうです』

　と、ハルミⅢの声は言った。

『でも、あの方も、あなたくらいの時は、そうだったんですよ……』

「状況が、違うよ。違い過ぎる」

　ベルファルドは否定的にならざるを得ない。

「主任……」

　背後で本物の声がした。

「おっと、今は工場長代理に昇進したんでしたね。おめでとうございます」

「一週間だけさ」

　振り向いて精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべる、ベルファルド。

「いずれ馘クビになる、運命さ」

「その時は、私も一いつ緒しよに辞やめます」

　チッコリーナという、そのアルバイトの少女が言った。現場では数少ない健常者である。そして、今のところこの工場でほとんど唯ゆい一いつ、彼の味方である健常者でもあった。

「でも、私、諦あきらめませんから。今は精一杯、この職場を良くしていく方向に向かって、努力しましょう」

「君もハルミさんと同じことを言うんだな……」

「ハルミさん？　誰です、それ？」

「何でもない……」

　寂さびしく笑う、ベルファルド。

「ま、強しいて言えば辛つらくなると、思わず頼りたくなる女性ひと……かな」

「当然ですよね」

　チッコリーナは一瞬、『私って、馬ば鹿かですよね』という表情かおをした。

「ベルファルド工場長代理……素す敵てきですから」

「そうかなあ？」

「素敵です。いつも一生懸命なの、私知ってます。とにかく、そういう人がいても、当然ですよね」

「勘かん違ちがいしないでくれよ」

　ベルファルドが言った。

「彼女は、ハルミさんは……もう君とは張り合えないんだよ」

「じゃあ私、希望を持ってもいいんですね!?」

　チッコリーナは庶民的だが、どうにか美人の範はん疇ちゆうに含めてもよい。とにかく気立てだけは最高に宜よろしい。貧しい家庭の長女で、弟てい妹まいが八人もいる。今時珍めずらしい環境だ。ＳＩＭ社にとっては、まさに安い給料でこき使える『金の卵』であった。

「私、毎日工場長代理のお弁当、作ります！　だから、頑がん張ばりましょう！」

　手を取って、言った。

「工場長代理と言われるのは、どうにも慣れないなあ……」

　頭を搔かく、ベルファルド。

「今まで通り、主任でいいよ」

「じゃあ主任！　頑張りましょう」

「君に笑顔でそう言われると──」

　ベルファルドは、ひたすら照れた。

「な、何だか根こん拠きよもないのに、やけに張り切っちゃうなあ……」

「へっ、こんな時に清く正しい男女交際ですか？」

　副工場長のヒラマツが、そんな二人を目め敏ざとく見付け、嫌いや味みたっぷりに声をかけてきた。

「余裕ですなあ……。さすがに大だい抜ばつ擢てきされるだけのことはあります。ま、せいぜい頑張ってくださいよ、ベルファルド工場長代理」

　作業帽をあみだに被かぶり直し、自分からすれば息子ほどの若わか造ぞうを睨にらみ付けた。

「お手並みは、拝はい見けんさせていただきます。ろくすっぽ経験もなく、勤つとめて一ひと月つき足らずのあなたの手しゆ腕わんに、得るところがあれば、の話ですがね──。おい、帰るぞ！」

　ヒラマツは古こ参さんの監かん督とく官かん数名と連れ立って、さっさと飲みに行ってしまった。

「へっ！」

　監督官の一人が、唾つばを吐きながら棄すて台詞ぜりふを残していった。いつもヤマシタ工場長と一緒になって、障害者に暴力を振るっていた男である。

「障害者とバイトにだけは、もてるんだな……」

「もてて当然でしょう！」

　ベルファルドも驚くほどの激しさで、チッコリーナが、猛烈に反はん駁ばくした。

「あなたたちとは、違うのよ！　ベルファルド主任は、いつだって弱い者の味方なんだから!!　障害者たちのことも、真剣に考えているわ！」

「どう違うかは、結果で出しな」















　鼻はな白じらんだ様よう子すで、監督官はくるりと踵きびすを返した。

「じきにわかるぜ。この社会は、そんなに甘いもんじゃねえってな。障害者に言うことを聞かすには、時には鞭むちも必要なんだってことを──」

「間違ってる……」

　と、唸うなるようにベルファルドは、言った。

「絶対に、間違ってる……」

　握った拳こぶしが、小刻みに震えている。

「そうですよ、主任……」

　チッコリーナは頷うなずく。

「主任は正しいんです。いつだって、正義の味方なんです。私たちの、希望の星なんです、ベルファルド主任は──」

「ま、せいぜい頑張ってくれや、正義の味方さん」

「それにしちゃ、給料が安いぜ」

　ゲラゲラ笑いながら、ヒラマツたちは去った。

「連中、サボタージュを決め込む肚はらですね」

　彼らの背中をキッと睨みつつ、チッコリーナ。

「そうかな？」

「決まってます。彼らは全員、ヤマシタ工場長の子こ飼がいですから──。工場長に早く戻って来て貰もらうためには、主任に結果を出されちゃ困るんです」

「そうなれば、また……」

「ええ、前と寸すん分ぶん変わらない。いいえ、障害者たちの労働条件は、もっと悲ひ惨さんなものになります」

「それだけは、避さけなきゃ……」

「頼りになるのは、私と主任と、障害者たちだけです」

「難むずかしいなあ……」

　頭を搔かくベルファルド。

「正義の味方になるのは易やさしいが、僕だって現実がそう一ひと筋すじ縄なわじゃいかないことはわかってる……」

　工場の片隅にあった梱こん包ぽう用の木箱に腰こし掛かけ、頭を搔き回してみてもいい解決案は浮かばない。

「とにかく、やるしかないんです。やるだけやってみましょう」

「そうだね……」

　顔を上げるベルファルド。

「ベルファルド主任……」

　振り向くと、いくつもの瞳ひとみがベルファルドに注がれている。

「みんな……」

「主任……」

「やりましょう」

「僕たち、頑張ります。主任は、僕たちのために頑張って、あの社長に掛け合ってくれたじゃありませんか」

「今度は、僕たちが頑張る番です」

「障害者は、半人前だなんて、もう言わせないぞ」

「頑張れば、健常者よりもいい仕事ができるって、証明してやるんだ」

「みんな……」

　ベルファルドは今日ほど彼らに勇気づけられたことはなかった。

「主任……」

　中でもひときわ輝かがやく瞳があった。小柄な少女の、真まっ直すぐな視線である。

「これ──」

　おずおずとその少女が、ベルファルドに両手でそれを差し出した。

「あげる」

「え？」

　ベルファルドは少女の貌かおと、その掌たなごころの中にあるものとを、交互に見た。

「キミちゃん……。これを、僕に？」

　それは、七しつ宝ぽうのブローチだった。

「主任のために……焼いたの……」

「綺き麗れいだ……」

　テントウムシの形をしたそのブローチを、ベルファルドは震える指先で摘つまみ上げた。

「あの忙いそがしい作業の合あい間まに……」

「主任が……好きだから……」

　キミコは、はにかむように、しかし精一杯の好意で言った。

「キミちゃんは、私のライバルね」

　と、チッコリーナが微笑ほほえんだ。

「マジで、最大の強敵かも知れないな……」

「大事にするよ」

　ベルファルドは微笑んで、そのブローチを作業服の胸に飾った。

「これは、僕の勲くん章しようだ」




「結果が出ていると？」

　小さからぬ驚きをもって、スミハラは工場の操業成績を示すバーグラフを見た。

「まさか……本当にやるとは。あの若造……」

「私もまさかベルファルド工場長代理がここまでやるとは、思ってもみませんでした」

　完全に脱だつ帽ぼうの、ホイッスラー常務。

「ヤマシタ工場長の時より、確実に業績が上がっています。このままでは約束の一週間を待たずに、本日中にも当初のノルマを達成しかねない勢いです」

「まさか彼に、これほどの人じん望ぼうがあろうとは……。障害者たちの心を、完全に掌しよう握あくしています」

　ラングレン専務の当とう惑わくしたような台詞に、

「当然じゃろう」

　と、スミハラ会長は動じることなく言ってのけた。

「あの漢おとこ、とにもかくにも一生懸命じゃ。それも、あやつにはまったくと言うてよいほど私し心しんというものがない。他人のためにあそこまで一生懸命になれる漢おとこに対して、他人が何かしてやりたいと思うのは当然のことじゃ。それだけじゃ」

「はあ……」

「困った誤算と言うべきですな」

　ホイッスラーが苦く汁じゆうに満ちた表情かおで言った。

「これでヤマシタ工場長を現場復帰させる手立ては、なくなりましたぞ」

「嬉うれしい誤算と言わんかい」

　睨むスミハラ。

「ヤマシタの半分の給料で、ベルファルド工場長は倍の働きをしておる。企業として、これを利用せぬ手はない」

「工場長代理です」

　ラングレンがおずおずと訂正する。

「いや、彼は正式に工場長になってもらう」

　会長の肚はらは決まった。

「明日付けで、辞じ令れいを用意しておけ」

「ヤマシタくんはどうなります？」

「倉庫番……かな」

　役立たずに対しては、全く容よう赦しやのない手て練だれの経営者であった。

「ついでにサボタージュに荷か担たんしておる連中も、まとめて解かい雇こしておけ」

「そ、そこまで御ご覧らんになっていたのですか……」

「決まっておろう！」

　スミハラは大だい喝かつした。

「ワシは、創業者社長じゃぞ。そこまで見えなくて、どうする!!」

「はあ……」

　顔がん面めん蒼そう白はくになる、ホイッスラー専務。

「ヤマシタくんは、倉庫番に左さ遷せんですか……」

「馘にしないだけでも、温おん情じよう人じん事じと言うて貰おうか。ほう……そうか、君はヤマシタくんの結婚式の仲人なこうどを務つとめたんじゃったな」

「はい……」

　俯うつむくホイッスラー。

「ついでに言えば、副工場長のヒラマツくんは、妹の娘むすめ婿むこでして──」

「同族会社の、限界か……」

　窓の外を眺ながめて、スミハラは呟いた。

「会社がここまで大きくなった以上は、古い膿うみは出さねばなるまい……」




「おのれ、ベルファルドめ……」

　明日は約束の一週間目という深夜、風ふ呂ろ敷しき包みを抱かかえたヤマシタは、憑つかれたような形ぎよう相そうで、自みずからの職場に忍び込んだ。『順当』にいけば、明日にも追い出されるであろう職場に──。

「貴き様さまの思い通りには、させん。何が何でも、ノルマを達成させてなるものか……」

　風呂敷包みに、ちらりと目をやる。

「今に……見ていろよ」

　ヤマシタの表情は、既すでに常じよう人じんのものではなかった。ただただ、逆さか恨うらみにも等しい復ふく讐しゆう心しんに駆かられた、偏執狂パラノイアのそれであった。

「このプラスチック爆弾で、ラインを吹き飛ばしてしまえば、どう足あ搔がいてもノルマは達成出来まいに。くっくっく……」

　見苦しい足搔きは、自分である。

　とは言え勝手知ったる自分の職場、合あい鍵かぎを使って易やす々やすと深夜の工場に『潜せん入にゆう』したヤマシタは、最も大きなベルトコンベアの動力部分に、そのプラスチック爆弾を仕掛けようと目もく論ろんだ。こうなってみると彼に愛社精神などというものがあったのかどうかさえ、端はなから疑わしい。しかし、つまるところ人間とは既き得とく権けんを守るためには、ここまでなりふり構かまわぬ所業にも走れるものなのである。

「ひひひ……明日になって驚くなよ、正せい義ぎ漢かん面づらの、若造めが──」

「だれ？」

　と、彼の背後で、不意に声がした。

　一瞬ぎょっとなり、抱えた包みを落しそうになったヤマシタであったが、相手が重度の障害者であることを知ると、その表情に安あん堵どと侮ぶ蔑べつの色とが同時に浮かんだ。

「なんだ、おまえか……。脅おどかすな」

　その口調には、万が一の場合にも障害者の証言は、決定的証拠とはならないはずだという侮あなどりがなかったとは言い切れない。否いな、確信犯的にそうであった。

「何してるの？　工場長」

　と、その少女──キミコは尋ねた。その表情には、微み塵じんも他人ひとを疑うという気け配はいがない。他人を疑うという能力が、初めから欠けつ如じよしているのであった。

「おまえこそ、何をしていた!?」

　逆に尋たずねる。咎とがめると言うよりは、脅かすと言った方が近い口調である。

「こんな夜中に……」

「ブローチ焼いてた」

　と、キミコは正直に白状した。

「ベルファルド主任にあげるの。こないだテントウムシのあげたから、今度はカブトムシのブローチ焼いてあげるの」

「会社の設備を、勝手に使っていいと思っているのか!?」

　自分のことは棚に上げて、ヤマシタは怒ど鳴なった。勢いで押し切ってしまえば、勝ちだと思った。

「電気代だって、無料タダじゃないんだぞ!!」

「ごめんなさい……」

　人を疑うということを知らないキミコは、素直に謝あやまった。だから、ヤマシタの抱えた風呂敷包みを見み咎とがめて、

「それ、何？」

　と尋ねたのも、訝いぶかったのではなく、純粋な興味からである。しかし、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているヤマシタは、裏があるはずもないその言葉を邪じや推すいした。

「こ、これは……」

「何なに？」

　近寄るキミコ。

「おまえなどに、関係ない!!」

　それはかえって、キミコの好奇心を煽あおったに過ぎなかった。

「見せて～」

「馬鹿、やめろ！」

　思わず寄って来たキミコを突き飛ばすヤマシタ。

「触さわるな!!」

　が、意外に俊しゆん敏びんなキミコの手は、既に風呂敷の端はしにかかっていた。キミコが転ころげた拍子に、包みはパラリと解とけて落ちた。

「う……」

　ここでヤマシタが冷静なら、悲劇は起きなかった。よく考えてみれば、幼児も同然のキミコに、プラスチック爆弾を一目でそれと見破れるはずもない。何とでも、言いくるめればよかったのだ。その後、再び風呂敷包みを抱えて立ち去ればよかったのだ。一晩もすれば、キミコは忘れたであろう。ヤマシタにとっても、間ま違ちがいなくその方がいい。むしろ、悪事を押し止とどめた彼女に感謝してもいいくらいだった。

　しかし──、

　ヤマシタは、そんな事もわからないまでに狼ろう狽ばいし、冷静な判断力を欠いていた。

「見たな～」

　キミコを見下ろす彼の瞳には、邪じや悪あくな輝きが宿っていた。




「どうして……」

　と、泣き崩くずれるチッコリーナ。

「どうして、こんなことに──」

　粛しゆく々しゆくとそぼ降る小こ雨さめ模様の中、キミコの葬そう儀ぎは工場の敷地の片隅で、しめやかに行われた。

「プレスマシンにねえ……」

「ええ、プレスマシンに、挟はさまれて……」

　葬儀場の片隅で、黒こく衣いの婦人たち──おそらく、障害者たちの誰かの、保護者であろう──が、小声で囁ささやいている。

「どうして、あんな危険な場所に立ち寄ったのかしら……」

「それが、夜中にトイレに立って、迷い込むうちにはずみでスイッチが入ったんでしょうって……」

「可か哀わい相そうに……」

「障害者を一人であんな危険な場所に寝泊まりさせていたなんて、会社側の安全責任を問われてしかるべきですわよねえ……」

『聞いたようなことを言うな』

　と、ベルファルドは思った。

『キミちゃんにだって、それくらいの判断力はあるぞ。危険な機械類には絶対に近付くなって、くどいほど言ってあったんだ。それに、可哀相の一ひと言ことで彼女の死が報むくわれてたまるものか……』

　誰に対しても──自分をも含めて──猛もう烈れつに腹が立つ。

「せめて、起きていれば──。あんなに綿のように眠っていなければ……」

「自分を責めないで、ベルファルド主任」

　泣きながらチッコリーナが言う。

「あなたは悪くない。昼間、あんなに働きづめだったんですもの。熟じゆく睡すいして当然よ」

「守ってやれなかった……」

　拳を握って、ベルファルドは遺い影えいを見上げる。

「正義の味方だとか偉えらそうなことを言っておきながら、僕はいざという時に、いちばん弱い者を、守ってやれなかった……」

『人間は万ばん能のうではありません』

　と、ハルミⅢの声が聞こえたような気がした。

『そこまで自分のせいにするのは、奢おごりです』

「そうだけど──」

「とんだことになったな、ベルファルド工場長」

　背広に黒ネクタイと喪も章しようを付けただけのスミハラ会長が現れ、声をかけた。

「しかし、あまり深く気にすることはない。あれは仕方のない事故だ。障害者を雇こ用ようする以上、覚悟はしていた。あまり落ち込まず、明日からは新たな気持ちで職場に向かって欲しい。新任工場長として、君には期待している」

「会長……喪服はお召しにならないのですか？」

　ベルファルドは尋ねた。

「会長は、御ご多た忙ぼうなのだ」

　咎とがめるように、ラングレン専務が言った。

「午後から、経団連の役員会がある。たかが臨時雇用の社員が一人死んだくらいで、いちいち喪服に着替えてなどいられるか」

「喪服は、せめてもの誠意だと思います……」

　ベルファルドは言った。

「僕が会長なら、たとえアルバイトの家族が老ろう衰すいで亡なくなっても、喪服で焼しよう香こうしますよ。そんな会長なら、社員は身を粉こにしてついていくと思うんです」

「おまえが会長？」

　ホイッスラー常務が目を白黒させた。

「まったく……これだから。たかが工場長になったくらいで、そこまで出世するつもりかね、ベルファルドくん？」

「いや……」

　スミハラが制した。

「彼の言うことは、正論じゃ」

「しかし……」

「社員の死は、そこまで真しん摯しに受け止めるべきだと思うんです……。まして、キミコちゃんの場合は、不ふ慮りよの事故なんですよ。すいません！　生なま意い気き言いましたッ!!」

　涙を払う。

「ベルファルドじゃないか」

　不意に、聞き覚えのある声。

「どうしてこんな所に？」

　イツマであった。こちらは、きちんとオーダーメイドの喪服を着ている。白い蘭らんの花束を片手に持つ姿は、憎にくいほど絵になっていた。

「タイラー会長じゃないか!?」

　仰ぎよう天てんしたのは、スミハラである。

「君が、わざわざ来るほどの葬そう式しきかね？」

「ええ」

　髪の毛を手て櫛ぐしで梳すき上げ、イツマ・ウエキ・タイラーは頷いた。

「弟の……ガールフレンドでした」

「そうか。君の弟さんも、障害を持つ身だったな……」

「違いますよ」

　と、イツマは真顔で反論した。

「シズマは、常人以上です。彼女もそうでした。立りつ派ぱな、芸術家でした……」

「あ──」

　そのイツマの胸に輝かやがく七宝焼きを、ベルファルドは目め敏ざとく気付いた。

「同じだ……」

　イツマの胸にも、同じキミコの手になるブローチがある。

「そうなんだ……」

　と、寂さびしく微笑みながら、イツマ。

「彼女に貰ったのさ。本当はループタイの止め具だったんだけど、まさか葬式にループタイって訳にもいかないだろう……。ブローチに直してみた」

「君がやったの？」

「まさか……」

　イツマは苦笑した。

「シズマにやって貰った。このコレクション、まだまだ増ふえると思っていたのになあ……。君も、キミちゃんに貰ったのかい？」

「ええ」

　頷くベルファルド。

「じゃあ君も、キミちゃんに認められたんだね。こんな時だけど、同じ仲間になれたようで、嬉しいよ」















「タイラーくん……」

　あまりにも馴なれ々なれしいイツマとベルファルドを見て、訝いぶかったスミハラ会長が尋ねた。

「ウチの工場長と、知り合いかね？」

「知り合いも何も……」

　肩を竦すくめ、イツマは言う。

「僕の一族ですよ。イーサン・ベルファルド゠タイラーは……」

「なにっ!?」

　仰天したのは、ホイッスラー常務である。

「君はタイラー家の人間だったのか!?」

「タイラーの姓せいは、捨てました」

　ベルファルドはけろっとした表情で言った。

「心しん機き一いつ転てん、やり直すつもりで……。何か問題がありますか？」

「身分を偽いつわってライバル社に入社だと!!」

「臨時雇いです。入った時は……」

「そういう問題ではない！」

　ラングレン専務が嚙かみ付く。

「どうして黙っていたのかね!?」

「僕にとって、タイラー家の名は、何の意味もないからですよ」

「そっちになくても、こっちには大いにある！」

「驚いたなあ……」

　イツマが笑った。

「まさか君が、我わが社にとっては不ふ倶ぐ戴たい天てんのＳＩＭ社にいたとは──」

「まさかで済すむか！」

　ホイッスラーは動転している。

「さては貴様、産業スパイだな!?」

「違いますよ」

「産業スパイが、『はいそうです』などと言うか!?」

「確かに……」

「貴様は馘クビだ！」

「まあ待て……」

　スミハラが制した。

「ではタイラー会長は、このことを知らんのだね？」

「ええ」

　頷くイツマ。

「信用できるものか！」

　とラングレン。

「参まいったなあ……」

　頭を搔く。

「これはもう、信じて貰うしかないですよ」

　確かにそうだ。

「ベルファルドくんは……いや、ベルファルド課長は……」

　と、スミハラは言った。

「今や我が社にとって、必要な人間なんだよ」

「会長!?」

「お気は確かですか？」

「黙れ！　ワシは本気じゃ。人を見る目はあるぞ」

「でしょうね……」

　イツマも頷く。

「ベルファルドなら、僕が保証しますよ。実を言うと、我が社に欲しいくらいでして……」

「騙だまされてはいけません、会長……」

「こいつらは、次期主力戦闘機を取られた腹はら癒いせに、一族ぐるみでＭ＆Ａ（乗っ取り）を──」

「お言葉ですが、僕はＳＩＭ社などに興味はないなあ……。でも、ベルファルドの新天地としては、いいんじゃないか？　頑張りたまえ」

　どこまでいっても、スマートなイツマである。

「そうするよ」

　微笑むベルファルド。

「ひどいよ……みんな……」

　群衆の中から、声がした。

「キミちゃんの、お葬式なのに──」

「シズマ……」

「シズマくん……」

　喪服姿のシズマが、傘かさも差さず、よろけるように現れる。

「キミちゃんが、可哀相だよ。キミちゃんは死んだのに、仕事の話ばかりして──」

「そうだった……」

　頭こうべを垂たれる、イツマ。

「キミちゃんに、お別れを言うんだ……」

　棺ひつぎに近付こうとするシズマに、

「駄だ目めだ！　シズマくんに見せちゃあ!!」

　不意に叫さけんだのは、ベルファルドである。

「どうしたんだ？」

　イツマが尋ねる。

「プレスマシーンの下敷きになって──。とても見せられたものじゃないんだ！」

「キミちゃん……」

　なおも近寄るシズマを、

「駄目よ」

　背後から羽は交がい絞じめにしたのは、スージーである。

「離して、先生！　キミちゃんにサヨナラを言うんだ！」















「駄目よ、駄目よ！」

　泣きながら引き止めるスージー。

「駄目なのよ、シズマくん……」

「先生……」

　シズマは号ごう泣きゆうした。

「かなしいよ……」

「なあ──」

　イツマが、ベルファルドを見た。

「僕たちの誰が、誰でもいい、誰かのためにあんなに悲しんであげることが出来るだろうね？」

　不意に激しさを増した雨の中、ベルファルドは黙って、首を振った。














第十九章　ベルファルドの闘たたかい









　翌日から、スミハラ・インダストリィ＆マテリアル社本社工場の操そう業ぎようは、以前通りの過か酷こくなスケジュールに戻った。表面的には何も変わらない。ただ違うのは、イーサン・ベルファルドが正式な工場長に任命されたくらいである。ヤマシタ前工場長は何故なぜか葬そう儀ぎにも姿を見せず、それに対し会社からは『自宅療養中』との説明があっただけだった。

　そしてその翌日、つまり葬儀の翌々日の午後には、ベルファルドは会長直じき々じきに新しい辞じ令れいを手渡されていた。

「製造開発部次長……。僕がですか？」

　一週間前までは、臨時雇こ用ようの契約社員だった若者が、である。これが理由わけ在ありでなければ破格の出世だった。

「受け取っておきたまえ」

　と、掌てのひらで払うようにラングレン専務は言った。

「黙ってな。その方がお互いのためだ」

「謹つつしんで拝はい命めい致いたします……と言いたいところですが──」

　ベルファルドの表情は、煮え切らない。

「説明していただけませんか？　僕が納なつ得とくできるように……」

「理由はない」

　と、ホイッスラー常務。

「人じん事じの決定だ。強しいて言うならば君への正式な評価だよ」

「評価というのは、実績だけですか？」

「将来性も、加か味みした」

　苦にが笑わらいしながら、常務。

「僕が、タイラー家の人間だからですか？」

「いちいち説明を求める奴やつだな」

「理由もわからずに昇進するのは、納得できませんから──」

「君は本来なら、絶対に組織の中では出世しないタイプだよ」

　と、ラングレンが言った。

「しかし、君の素す姓じようが判明してなお、我わが社にとどまるという以上は、我われ々われも君を今までのように扱う訳わけにはいかんのだ。たとえ傍ぼう流りゆうでも、養子でも、タイラー家の人間を徒あだや疎おろそかにはできまい……」

「僕のことを、色々調べたようですね」

「当然だろう。イーサン・ベルファルド゠タイラーくん」

「僕をその名で呼ぶのですか？」

「そうだ。今日きようからは君を、タイラー次長と呼ばせてもらう」

　スミハラ会長が、デスクに身を乗り出した。

「嫌いやですね……正直言って」

「君の感情など、企業ここでは大した意味がないと心得てもらおうか。我々にとって、あのタイラー家の人間が社員としている、というのは実に大きな意味を持つのだ。これほど大きな宣伝効果はない」

「なるほど……。それを考慮しての、昇進という訳ですね」

　ようやく納得のいく、ベルファルド。

「君の給与には、多額の広告料が含まれていると心得てもらおう。それと──」

　ホイッスラー常務はさらに、こうも言った。

「その辞令と一緒に今、肚はらに溜たまっているものも、呑のみ込むように、ということだ」

「例の件ですね」

　と、ベルファルド。

「そうだ」

「お言葉ですが、僕はあの件を、うやむやにはしませんよ。必ず真相を、暴あばいてみせます。たとえそれが、会社の利益を損そこなうことになっても──」

「私は君が、正直羨うらやましい……」

　スミハラは顔の前で手を組み、上うわ目め遣づかいに言った。

「私にも、君のような時代があった。しかし、君ほど純粋ではなかったよ」

「僕はどんな理り不ふ尽じんな相手とでも闘たたかう！」

　ベルファルドは、宣言した。

「どんな圧力にも、屈くつしない!!　僕には、僕に頼るしかない、大勢の人たちの後ろ盾だてがあるんだ。あらゆる基準は、僕自身の内側にある。それを誰にも、決めさせない……。たとえ、それが会長、あなたでもです」

「君は正しい。しかし、総すべて間ま違ちがっておる」

　スミハラは言った。

「企業というのはね、君の知らないもうひとつの『正義』で動いているのだ」

　ラングレンが言った。

「会社には、会社の内と、外という基準しかないのだよ。あらゆる正義を、そのラインの内側と外側とで、切る。それ以外の正義は、あり得ない」

「どのみち君と、正義論を戦わすつもりはない」

　ホイッスラー常務は言った。

「人事課は、さらに三百名の障害者の雇用を決定した」

「この時期にですか？」

「むろん、安全対策には今以上の万ばん全ぜんを期す。働きたいという障害者は、我々の予想を超えて多かったということだ」

「いいことではないかね？」

　専務が言った。

「これで君の職場も交こう替たい制せいになり、少しは楽になるよ」

「あなたたちの考えていることが、わからない……」

　ベルファルドは言った。

「それって、誰が幸せになるシステムなんです？　障害者を無償タダ同然でこき使い、武器を造って──」

「社会の需要と供給を、満たすためだ」

　スミハラは言った。

「一方に、無む償しようでもいいから働きたい障害者がいて、一方に少しでも安く武器を買いたい惑星国家がある。我々は、その橋渡しをするだけだ」

「悲劇は、また起きますよ」

「起こさないよう、努力したまえ」

　ラングレンは言った。

「もっとも君は、言われなくてもそうするだろうがね──。そのための手て間ま賃ちんも、君の給料には含まれているよ。タイラー次長……。嫌いやなら辞やめろ、だ」

「君は辞めたりはしないだろう」

　ベルファルドの返事を見越して、スミハラは言った。

「君が辞めたら、障害者たちには頼る者がいなくなる。君は彼らを見捨てたりはしない。そういう漢おとこだ」

「うまく絡め取りましたね」

　皮ひ相そうな笑いを浮かべる、ベルファルド。

「僕などどうにでもコントロールできる……という訳ですか」

「君を評価すればこそだ。君のような社員を敢あえて飼うのも、経営者としての器き量りようじゃよ」

「はあ、そんなもんですか……。でも、ありがとうございます」

「わかったら、仕事に戻りたまえ」

　ラングレンは追い払うようにして、役員室のドアを閉しめた。

「こうなったら、重役にでもなるしかないな……」

　と、廊ろう下かを歩きながら新任次長は呟つぶやいた。

「いっそ会長にでもなって、内部改革するか……。僕のオリジナルだった人が、かつて軍でやったように──」

　オリジナルが断だん行こうした大事業の、スケールダウンというところが哀かなしい。

「工場長!!」

　チッコリーナが、彼の顔を見るなり飛んで来た。

「やあチッコリーナ」

　微笑ほほえむベルファルド。

「君をライン監督官の主任にしてあげよう。社宅に家族を呼びたまえ」

「え!?」

　目を白黒させる、チッコリーナ。

「たった今、次長になったから、僕にもそれくらいの任命権はあるんだよ」

「それどころじゃありません！」

　深刻な顔で、今やベルファルドの右腕たるチッコリーナは言った。

「ノボルくんが……」

「ノボルくん？」

「塗と装そう工の、ノボルくんです。あの事故のあった前の晩、ヤマシタ工場長が工場から出て来るのを、見たと言うんです。それも、すごくうろたえた様よう子すで──」

「本当かい？」

「本当……だと思います」

　チッコリーナはベルファルドの目を見ながら頷うなずいた。

「噓うそを言っているようには見えませんでした。ただ、その証言を皆みなが信じるかと言われれば──」

「そうだよなあ……」

　ベルファルドは髪を搔かき毟むしった。

　ノボルはダウン症である。障害の程度はさほどでもないし、言葉も明めい瞭りようであるのだが、ただ彼には空想的虚きよ言げん癖へきがあった。

『今日、クジラが空を飛んでいるのを見たよ』

　だとか、

『この裏の空あき地には、時価数百ギガタイラスの金きん塊かいが眠っているんだ』

　とかの、他た愛あいもない噓ではあるのだが──。

「そうでなくても、障害者の証言に証しよう拠こ能力があるかと言われればそれまでだし、ノボルくんには前ぜん科かがあるから──」

「でも、今回に限っては……」

「もちろん、僕もそう信じている。ノボルくんは、キミちゃんとも仲がよかった。たとえ決定的証拠にはならなくても、真実を追つい及きゆうする手掛かりとしては充じゆう分ぶんだよ」

「なんとか、キミちゃんの無念を晴らしてあげたいわ」

　と、チッコリーナは声を震わせた。

「あんないい子を、殺すなんて──」

「しっ！」

　と、制するベルファルド。

「声が大きいよ」

「でも、でも……事実でしょ？」

「僕もそう思う。けど、いいかい、このことは、ギリギリまで隠しておくんだ。決定的な、動かぬ証拠を摑つかんで、奴らの前に突き付けるまでは……」

「万全を、期すんですね」

「そうだ。僕はなんとしても、キミちゃんの無念を晴らしたい。だからこそ、軽けい率そつな挙きよ動どうは慎つつしむんだ。ギリギリまで極ごく秘ひ裏りに、いいね」

「……わかりました」

「それに──」

　と、ベルファルドは言った。

「こちらが何喰くわぬ顔でいれば、うまくすると、向こうの方からボロを出してくれるかも知れない」

「不自然過ぎますものね。一連の、会社側の対応……」

「ああ。絶対に、何かを隠している。それも、会社ぐるみでね。僕は人間として、絶対に赦ゆるす訳わけにはいかない」

「なあるほど……」

　ドア一枚隔へだてた向こうで、声がした。

「やっぱりあの事故は、単なる事故じゃなかったか……。してみると、俺の嗅きゆう覚かくも、どうやら本物だわな」

　はっとなって、身を寄せる二人。

「誰だ!?」

「いや、これは失礼。別に立ち聞きするつもりじゃなかったんだが──」

　ヨレヨレの背広にショルダーバッグを掛けた、若い男が現れた。どことなくエキゾチックな顔立ちで、なかなかのハンサムだが、ボサボサの頭と不ぶ精しよう髭ひげが目立つ。

「ただ、怪あやしいと踏んだ事件の急所には、磁石のように吸い寄せられるこの俺の、トップ屋としての天才的勘かんの為なせる業わざなんでね。非礼は平に赦してくれたまえ」

「君は？」

「別に怪しいモンじゃない……って自己紹介は説得力ね～か。こういうモンだ」

　名めい刺しを差し出す。

「『東和新報』嘱しよく託たく記者、アンリ・Ｇ・ナンジェッセー……ブン屋さんか」

「それほど立りつ派ぱなモンじゃ、ねえけどな──」

　自じ嘲ちようめいた笑みからして、謙けん遜そんではないらしい。

「『東和新報』なんて、聞いたことないわ」

「三流紙……いや、四流ゴシップ紙かな？　発行部数は三十万そこそこ。俺はそのまた下した請うけの下請け。いっそフリーと名乗った方が、潔いさぎよいかも」

「今の話、聞いたわね」

　チッコリーナはアンリを睨にらんだ。

「どうも、俺のアンテナは鋭えい敏びん過ぎるようでね」

　アンリは言った。黒髪と肌の色はモンゴロイド系だが、淡いグレーの瞳ひとみと顔立ちは、コーカソイド寄りである。見るからに胡う散さん臭くさいが、しかしどこか憎めない漢おとこであることも確かだ。そう、ぞんざいな口のきき方は、どこかあのスレイを彷ほう彿ふつとさせるのだ。歳としも、スレイと同じくらいだろう。

「トップ屋としては重ちよう宝ほうすることもあるんだが、敵も多くてね……。しかし、安心してくれ、俺もあんたらの味方だ。正義の味方だ」

「とても信じられないわ」

「それを言われると、辛つれえなあ……」

　アンリは頭を搔かいて、ばつが悪そうに煙草たばこに火を点つけた。その仕し種ぐさは、それなりに絵になっている。

「俺って、確かに社会的信用ねえからなあ……。燃え盛る正義の炎ほのおは、この胸に渦巻いているんだが──」















「あまり嗅かぎ回らないでちょうだい。あなたみたいな人に、この事件に介かい入にゆうして欲しくないわ！」

　どうやらチッコリーナにとっては、こういうタイプは嫌けん悪お感かんの方が先に立つらしい。それだけ彼女は純粋なのだ。しかし、ベルファルドの印象は少し違う。彼はこういう、『見てくれで損をしているタイプ』が嫌いではない。と言うか、潜在的な好意を抱いだいている。例たとえばスレイがそうだった。このアンリとかいう記者に、彼と同じ匂においを感じたのだ。

「出てって……」

「待つんだ、チッコリーナ」

　と、ベルファルド。

「彼は使えるよ。使い方にもよるけど──」

「さすがそちらの工場長さんは、若いけれどもわかってらっしゃる!!」

「私は信じられないわ……」

「あなたもあと二、三年すれば、俺みたいな漢のよさが、わかるようになるさ。お嬢ちゃん」

「賛同しかねるわ……」

「彼はマスコミだ。まがりなりにもね」

「その『まがりなりにも』ってのは、引っ掛かるな」

　アンリはプライドを傷付けられたらしい。

「ま、その通りだがよ……。でも、ペンは剣よりも強しってのは、本当だぜ。俺の記事の匙さじ加か減げんひとつで、あんたらの共感者は、数百万人にも増ふえるぜ」

「三十万部の、三流紙で？」

「おっと、こいつは一本取られた！　論理的矛む盾じゆんってやつを突かれちまったぜ!!」

　ピシャッと額ひたいを叩たたきながら、アンリ。確かにこいつは憎めない。胡散臭さも本物だが、根っからの悪人ではないだろう。強いて言うなら屈折しまくった善人である。

「ま、言葉のあやってやつだ。でも、波及効果ってモンは、確かにあるんだぜえ。俺の記事が、その火付け役になるかも知れねえってこった」

「私、嫌いやです」

　チッコリーナとアンリの相あい性しようは、最悪であった。

「たとえ、あなたが本当はいい人でも、こんないい加減な人の書いたいい加減な記事で、キミコちゃんの無念を晴らしてもらいたくなんて、ありません！」

　きっぱり言った。

「おご……」

　アンリの顎あごが外はずれた。どうやら相当なショックを受けたらしい。

「そりゃないぜお嬢ちゃん。しかし、今度は俺があんたの論理的矛盾を指摘してやろう。確かに俺はいい加減な漢だ。しかし、いい加減な漢の書いた記事がいい加減とは、限るめえ」

「そうかなあ……」

　首を傾かしげる、ベルファルド。いまいちこの漢の全ぜん貌ぼうが、摑つかめない。

「ひとたびワープロに向かうと、俺は人格すら、変わるぜえ。そりゃ、今の姿からは想像もできないほど、高こう潔けつな人格によ」

「ホントに想像できないわ……」

「うん。よく言われる」

「僕は彼を信じようと思うんだよ、チッコリーナ」

　ベルファルドは言った。

「悪人としては、彼は穴だらけだ。全然緻ち密みつじゃないよ。きっと悪事には向いていないんだ」

「褒ほめられてるって、気がしねえな……」

「けなしたつもりも、ない」

「よし！　手を組もう。俺は記事のネタが欲しい。そっちは俺の持つ、社会的影響力ってやつが欲しい。商談成立だ」

　手を差し延べる、アンリ。

　が、ベルファルドはすぐにはその差し出された手を握らなかった。

「ただし、ひとつだけ条件があるんだよなあ……」

「何だよ、勿もつ体たいぶりやがって」

「こっちがいいと言うまで、この事件を記事にしないで欲しいんだ」

「難むずかしい注文だな」

　当とう惑わくした表情かおで、アンリ。

「もちろん、必要な情報は提供するし、真相を究明するための協力は惜おしまない。でも、さっきも立ち聞きしたように、この件はあくまでも、極ごく秘ひ裏りに進めたい。勝手に記事にされるのは、迷惑だよ」

「主導権を握ろうってのか？」

　アンリの眼めが、鋭するどさを増した。

「なかなかどうして、おまえ、結けつ構こうなタマだな」

「あんたもね」

「こんな奴と手を組むことはないわ！」

　と、どこまでも感情的なチッコリーナ。彼女は第一印象が全すべてというタイプだ。

「無視しましょう、工場長……」

「もう遅いよ」

　と、ベルファルド。

「彼に立ち聞きされてしまった以上はね。ここで協力を拒否したら、彼はきっとあることないこと、書き立てるだろう。そうなれば僕たちの計画は、否いや応おうもなく頓とん挫ざだ。それは困るだろ。むしろここで手を組んで、彼を我々のコントロール下に置いた方がいい……」

「わかってるじゃねえか……」

　ニヤリとする、アンリ。

「いいだろう。しかるべき時が来るまで、迂う闊かつに記事にしないと約束しよう」

　アンリは言った。

「だが、俺はそう簡単には、あんたらにコントロールされたりはしないぜ」

「わかってる……」

　ベルファルドはアンリと握手した。

『なんて力だ──!?』

　握ってくる手の強さに、ベルファルドは心しん中ちゆう驚いた。

『こりゃ、ひょっとするとスレイ並みだぞ……』

　つまり、無む双そうの怪かい力りきということだ。優やさ男おとこに見えて、侮あなどれない。

「これで、一応マスコミのパイプは繫つながった」

「マスコミと認めてくれるとは、嬉しいね」

　白い歯を見せる、アンリ。

「だけどまだ、味方は必要だな」

　ベルファルドは呟いた。

「そう、専門家の手を借りないと、ここから先はどうしようもない……」




「それで、俺の手を借りたいと？」

　思わぬベルファルドの来らい訪ほうに、ゴメス警けい視しは目を丸くした。

「警視がイサーンから、このＳＩＭ社のあるイスカリオテに移られたと聞いて、思わず小こ躍おどりしちゃいました」

　ベルファルドはそう言って、小こ脇わきに抱かかえていた菓か子し折おりをそっと手渡した。

「これ、ＳＩＭ社の購買部で売ってる『戦闘機羊よう羹かん』です。見てくれはともかく、美味おいしいですよ」

「『バルチャー２』制式採用記念……か。戦闘機の形をした羊羹なんざ、貰もらってもなあ……」

「既にマニアの間では、お宝グッズです。いい仕事してます」

「俺にはそういう趣味は、ねえんだよ」

　典型的な刑事気質かたぎであるゴメス警視は、苦笑いして言った。

「このイスカリオテに配置変えになったのだって、実はスレイの奴が、この惑星ほしに潜せん伏ぷくしている可能性が、濃厚だからよ」

「スレイが……この惑星にいる！」

　ベルファルドの瞳が、一瞬輝いた。

「しっ!!」

　口に手を当て、ゴメス。

「あくまで未確認情報だ。ちっ、門もん外がい不ふ出しゆつの情報を、民間人に漏もらしちまったぜ……」

「僕の口は、必要とあらば固いですよ」

「だがおまえさんは、スレイの親友だ。違うか？」

「ま、そうですね……」

「俺より早くスレイを見付けたら、逃がすだろ？」

「ま、そうでしょうね……」

　ベルファルドは正直に言った。

「そいつを咎とがめるつもりはねえけどな。だが逃がした後で、こっそり俺にも通報してくんな」

「そうします……」

「それと、おまえさんが今回持ち込んだ件に関してだが──」

　警視は本職の顔に戻って、言った。

「立りつ件けんは、正直難むずかしいだろうなあ……」

　書類をめくりながら、言った。

「既に、事故として処理されちまってる……。俺の仕事はスレイを追い掛けることだから、所しよ轄かつの仕事にはあんまり嘴くちばしを突っ込めねえんだ。まだ来たばっかしで、現場の連中ともしっくりいってねえしな……。わざわざ訪ねて来てくれて悪いが、そういうことだ。諒りよう解かいしてくんな」

「いえ……。ご無理を言いました。お会いできただけで、嬉うれしいです」

「だいぶ元気そうじゃねえか。一時は心配したぜ。ハルミさんが、あんなことになってな……。アンドロイドとはいえ、あんたにとっては、人間と同じだったんだろ？」

「人間以上ですよ」

「今のおまえを見れば、ハルミさんも安心するだろ。輝いてるぞ」

「なんか、生き甲が斐いを見付けちゃって……」

　ベルファルドは言った。

「僕じゃないと、出来ないこともあるんだなあって──」

「頑張れ！　俺も陰ながら応援する。しっかし、聞けば聞くほど警察官以前に、人間として赦せねえ話だよなあ……。障害者をタダ同然の給料でこき使って、揚あげ句に不ふ可か解かいな事故死かよ」

「あれは殺されたんです！」

　と、ベルファルドにしては珍めずらしく、断言した。

「証拠がなくとも、僕はそう確信しています!!」

「ふむ……。しかし、会社ぐるみで隠いん蔽ぺい工作をしているとなりゃ、おまえの前ぜん途とは多た難なんだぞ。内部告発なんて、肩身が狭せまかろう」

「いいんですよ」

　と、ベルファルドは微笑んだ。

「僕は、いつ馘くびになったっていいんです。ただ、彼らの代弁者になってやらなければ……」

「いいなあ、いつでも組織をスッパリ辞やめられる奴は……。正直羨うらやましいぜ」

　ぼやくゴメス警視。

「俺なんざ、柵しがらみだらけでよう……」

「警視はずっと警察にいてくださいね。あなたみたいな人は、組織にこそ必要ですから」

　頭を下げた。

「せったく来たんだ。コーヒーでも飲んでいかんか？　不味まずいけどな……。積もる話もあるし──」

「いえ、これで失礼します。他に回るところもありますし……」

「まさか、スレイの所に行くんじゃねえだろうな」

「いえ。実はイツマが、ホテルカールトンに滞在しているんですよ」

「イツマもこの惑星ほしに？」

「ええ」

「ふうん……。おまえたち三人って、妙みように縁があるんだな」

「いやだなあ……。僕なんか、彼らと較くらべたら小こ物ものもいいところですよ。一いつ緒しよにしたら怒られますよ」

「今はな」

　警視は言った。

『だが俺は、おまえこそ実はキーパーソンじゃねえかって、気がしてるんだ。こいつは俺の、全くの個人的な意見だがよ……』

　とは、さすがに言いこそしなかったものの──。




「シズマくんはどうしてる？」

　と、ロイヤルスイートに通されたベルファルドは開かい口こう一いち番ばん、イツマに尋ねた。

「まだショックから、立ち直れていないんだ」

　と、こちらもいくらか沈み込んだ表情で、イツマ。ただし、彼の場合は憂ゆう欝うつさがより一層、その佇たたずまいの端たん正せいさを際きわ立だたせている。ベルファルドとは違って、どんな時にも絵になる『男』である。

「絵筆を執とる気力も、ないらしい……」

「無理もないよ」

「後で、勇気づけてやってくれたまえ」

　ベルファルドは無言で頷いた。

「キミちゃんのために、あれこれ動いてくれているそうだね。激務の合あい間まを縫って……」

「君から『激務』だなんて言われると、照れるよ」

　本当に照れながら、ベルファルド。

「確かに僕の人生で、今が最も忙いそがしいかな……。でも、考えようによったら、最も充実している時期かも知れないよ」

「そのようだね。今の君と違って、僕はいつでも暇ひまになれる。現にこうして、予定を変更してこの惑星ほしに滞在している訳わけだ」

「会社には、大打撃じゃない？」

「僕がいなくても、グループには支し障しようはない。時たま次期主力戦闘機をさらわれたりもする程度だよ」

　どこまでが皮肉か、わからない。

「でも、君は違う。ＳＩＭ社は君を必要としているし、それ以上に障害者たちから、君は必要とされている。正直に言おう。今の僕は、君が羨ましい」

「本人は、それどころじゃなかったりして……」

「僕も協力を惜しまない。そのためにこそ、ここに長なが逗とう留りゆうしている。シズマの療りよう養ようというのは、表向きの理由かも知れない、僕の中では──」

「実は、その協力を仰あおぎに来たのさ」

　と、ベルファルド。

「そうだと思った」

　微笑むイツマ。

「さあ、何でも言ってくれたまえ。遠慮は要いらない」

「それが、実は──」

　何故なぜか頭を搔かく、ベルファルド。

「君にじゃないんだ。お目当ては、アキヅキさんなんだ……」

「アキヅキに？」

「うん。どうやら最終的には、訴そ訟しようを起こすことになりそうなのでね」

「なるほど」

「僕が知っている限りで、いちばん有能な弁護士といったら──」

「同感だ」

　頷くシズマ。

「君はまったく、いいところに目を付けたよ。ただ……」

「無理でしょうね」

　主に問われる前に、その傍かたわらに立っていたキリヒト・アキヅキは背中を向けたままで難しい表情かおをした。

「私は、いつでも暇になれる雇やとい主ぬしとは違って、その分多た事じ多た端たんですから……」

「済すまん……」

　手を合わせるイツマ。筆ひつ頭とう顧こ問もん弁護士でありながら、その実は側そつ近きんであり秘書であり、ありとあらゆるアドバイザーであり、懐ふところ刀がたなである。場合によっては、執しつ事じでさえあった。

「とても、そちらの裁判にまで、逐ちく一いちかかずり合っている余裕などございません。とはいえ──」

　彼も基本的には、善意の人である。彼一流の照れからか、たっぷりと悪意のオブラートに包まれてはいたが、それでも基本的には正せい義ぎ漢かんであることは間違いない。

「道義的にも、雇こ用よう主ぬしの商売上ライバルとしても、スミハラのやり方は赦せんと思っていたところです。義ぎ憤ふんは感じています」

「なあ、アキヅキ」

　イツマが尋ねた。

「君が知っている限り、最も有能な弁護士は、誰だ？」

「私です」

　間かん髪はつを入れず、涼すずしい表情を変えもせず、アキヅキはしゃあしゃあと言ってのけた。

「それから、だいぶ落ちますが、二番手はプラティープです。法学部時代には、私に肉薄したこともありました。今でも、奴の方では一方的に、私をライバルと思っているでしょうな」

「スレイの腹ふく心しんか……」

　イツマは頷うなずいた。

「確かに、あの漢おとこは切れそうだ」

「実際、キレてますからね」

「でも、連絡を取るのは難しそうだな……」

　ベルファルドは唸うなった。

「それに彼は、確か正式の弁護士免状を、持っていない……」

「一度持っていたが、取り消されたんですよ。悪事に荷か担たんし過ぎてね」

　アキヅキは苦笑しながら言った。

「ですが、そんじょそこらの現げん役えき弁護士などより、よほど有能です。彼なら、確実に訴訟を勝利に導けるでしょう。なにしろ、エグゾゼカンパニーの中ちゆう核かくにいた頃には、どう見ても勝ち目のなさそうな悪党どもでさえ、悉ことごとく勝しよう訴そに持ち込んでいましたからね」

「うまい手があるぞ」

　イツマが言った。

「僕なら、彼に失しつ効こうした弁護士免状を、再び与えてやることができる」

「可能でしょうね……」

　アキヅキは頷いた。

「ま、私はあんまりお薦すすめはしませんがね。それに、第一、彼がすんなりと協力するでしょうか？」

「させるさ」

　と、イツマが言った。

「スレイの義ぎ俠きよう心しんを、利用してやる」

「どういうこと？」

「スレイは、あれでなかなか、涙もろいところがあるし、根っこは正義漢だ。だから事情を説明すれば、絶対我々に共きよう鳴めいしてくれる。プラティープは、スレイがその気になりさえすれば、敢あえて協力を渋りはしないだろう」

「うまい手です！」

　と、アキヅキ。

「それどころか、スレイが決断したことなら、喜き々きとしてやるでしょう。彼はスレイに心しん酔すいしていますからね。それに連中、金もないし……この仕事には飛び付きますよ」

「そこが狙ねらいだ」

「でも──」

　ベルファルドが言った。

「スレイに連絡を取ることは、難しそうだよね。ゴメス警視の話だと、この惑星ほしにはいるらしいけど……」

「それも、問題ない」

　微笑みを浮かべ、イツマ。

「彼の居場所は、把は握あくしているさ」

「え──!?」

　はっとなる、ベルファルド。イサーンで別れて以来の友人の近況に、思わず心が動いた。

「知ってるの？」

「知ってる」

　と、イツマ。

「彼は、このイスカリオテにいる」

「何処どこ？」

「ここだ」

　出し抜けにドアが開いて、奥の間からスレイが姿を現した。

「スレイ！」

　ベルファルドが狂喜した。別れた時と寸分違わぬドン・レオ・スレイが、そこにいた。

「まさか、ここにいたなんて──」

「一時は決裂とか抜かしていた俺が、言えた義理じゃねえよな。イツマに、匿かくまってもらってたなんてよ……」

　頭を搔く、スレイ。

「いやいや、金がねえ上に、組織に追われる身は辛つれえや」

「生きてたんだね！　嬉しいよ!!」

　ほとんど抱だき付かんばかりの、ベルファルド。

「冗談抜かせ!!」

　スレイは熊のような腕でベルファルドの突進を受け止めた。

「それはこっちの台詞せりふだぜ。おめえが失意のあまり、首を括くくっちまうんじゃねえかと、そればっかり心配してたんだぜ。だが、もう大だい丈じよう夫ぶなようだな」

「うん。君がいてくれるなら、百人力だ」

　ベルファルドの、笑顔。

「ここに来て、よかったよ！」




「こっちも、尾び行こうした甲斐があったってもんよ……」

　ベルファルドのジャケットに付けておいた盗とう聴ちようマイクから漏れ聞こえてくる会話を傍ぼう受じゆしながら、アンリ・Ｇ・ナンジェッセーはニヤリ、北ほく叟そ笑えんだ。

「まったく俺の、あらゆる事件の核心を嗅かぎ当て、決定的瞬間に最良のポジションにいるという能力は、大したもんだよな」

　様さま々ざまな特殊能力を身に付けた兄弟たちの間にあっても、彼のこの嗅覚は卓たく抜ばつしていた。だからこそ、どうでもいい平常時には遅刻の常習犯であっても、リーダーシップを握っていられる。

「やっと見付けたぜ、スレイ。いや、兄あに貴き……」

　彼はポンコツ車の窓からホテルカールトンの最上階を見上げ、そして呟いた。

「やっぱりあんたに引いん導どうを渡すのは、この俺だよなあ。この、アンリ・ゴドー・ナンジェッセー様よ」






















第二十章　最強の弱者









「恩知らずとは、このことですな」

　と、ホイッスラー常務は苦く渋じゆうに満ちた表情かおで言った。

「ベルファルドめ、次長という重責にありながら、よもや我われ々われを告こく訴そしようとは……」

「そうとも!!」

　ラングレン専務も、憤ふん懣まんやる方かたなしといった調子で相あい槌づちを打つ。

「どこの馬の骨とも知らぬ奴をお情けで採用してやった恩も忘れて！」

「ワシの考えは、少し違う」

　さすがに一代で財を成した大おお立だて者ものである。スミハラ会長の声は、少なくとも表面上は穏おだやかそのものであった。

「あの若者は、未いまだ企業の論理に絡め取られていない、純粋な善意の塊かたまりなのだ。おそらくこれからも、我々の考えに染まることはないじゃろう。彼はどのみち、我々を相手に闘たたかうしかなかった。それがあの漢おとこの、生き方なんじゃよ。むしろ、彼との正面対決を避け得なかった我々の側に、非はある。無論、その非を非として、認めるつもりは毛もう頭とうないがね……」

「そうですとも、会長……」

　ホイッスラーが頷うなずく。

「企業の利益と存続は、あらゆる価値観に優先する。たとえ、それが人命であっても……というのが、我々の生き方ですから。変えようがありません」

「ワシも、一企業の代表である以上は、敵かたき役やくという役回りを、否いや応おうもなく演じる外ほかない訳わけじゃが……」

「会長一人を、極ごく悪あく人にんには致いたしませんぞ」

　悲ひ壮そうに、しかし力強く、ラングレンが握った拳こぶしを震わせた。

「我ら、一いち蓮れん托たく生しようですからな。たとえ、極悪人のレッテルを貼はられようとも──」

「しかし、民事と刑事の二重告訴とは……」

「あの若者も、思い切った手段に訴えたものじゃわい……」

　スミハラは苦笑した。

「ヤマシタ元工場長による殺人容疑の立りつ件けんと、労働基準法による違い法ほう就しゆう労ろう並びに搾さく取しゆの二本立てとは──。よほど有能な弁護士が付いたに違いない……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすラングレン。

「ヤマシタは口を割るかな？」

　スミハラが尋ねる。

「強制的に入院させました」

　と、会長に答えてラングレンが言った。

「事実上の、隔かく離りですな。下手へたに口を割らないように……。もっとも、あの『事故』以来、精神に相当の変調を来きたしていることは事実でしょうから、仮かりに殺人罪が成立したとしても──」

「今度は、責任能力がない……か。皮肉なものだな。証言能力のない原告側に、罪を負う能力の乏とぼしい被告側か……」

「会長！　そんな悠ゆう長ちように構えている余裕はございませんぞ!!」

　ホイッスラーが、険けわしい口調で窘たしなめた。

「問題は、二つの同時告訴が及ぼす相そう乗じよう波は及きゆう効こう果かです。仮にどちらもこちらが勝訴できたとして、我が社のイメージは──」

「地に堕おちる……か」

　自じ嘲ちようするスミハラ。

「構うことはない。どうせ初めから、死の商人じゃ……」

「こうなればいっそ、ヤマシタ個人に、どれくらい世間の非難を集中出来るかが、むしろ鍵かぎになりそうだな」

　会長に訴えても埒らちが開かないとみてか、ホイッスラーはラングレン専務の方に向き直った。あくまでも事務レベルで、どこまでダメージを回避できるかということが焦点になる。

「会社としては、ヤマシタという人間を世紀の極悪人に仕立て、あくまで彼個人の独断でやったこととして世論の矛ほこ先さきを回避するのが、この際得策のように思われる」

「同感だ」

　頷うなずくラングレン。

「彼を見殺しにはしたくなかったが、会社の存続を考えれば、それもやむなし……」

　それこそ人類が集団生活を営いとなむようになって以来、無数に繰り返されてきた姑こ息そくな対たい処しよ法ほうであった。誰か一人を蜥蜴とかげの尻しつ尾ぽにして、切り捨てるというやり方である。

「ヤマシタは障害者を搾さく取しゆし、暴行を加え、あまつさえ事故死に追い込んだ極悪人……しかし、それはあくまで彼という個人がやったこと……。この基本方針で、今後の裁判を切り抜ける」

「うむ、異存はない。と言うより、それしかあるまい……」

「ダメージを、最小限に抑おさえるには──」

「甘いな」

　突然そう言ったのは、スミハラ会長ではない。その部屋にいた、四人目の人物だ。他の三人の誰よりも若い。飛び抜けて若い。三人の孫まごくらいの若者であった。しかし、態度は他の三人を全部併あわせたよりも大きい。

「甘いぞ。おまえたち」

「フロイ様……」

　ラングレンがぎょっとなって、若者を見た。

「御不満で？」

「超不満だ！」

　いかにも若者らしい物言いで、フロイは言った。イツマに負けない端たん正せいな容よう貌ぼうだが、その口元には悪魔が張り付いている。

「私にも一ひと言こと言わせろ！」

「はあ……」

　当とう惑わくした表情で、ホイッスラー。

「一言とおっしゃらず、いかようにも──」

「おまえたちは、甘い!!」

　頭ごなしに決め付ける、フロイ。

「なにが企業の論理だ。結局、なんのかんのと言って、自分たちに非があると、頭から認めてしまっているではないか。そんなもので悪党ぶるなど、笑しよう止し！」

「で、では──」

　スミハラ会長が、若者を見た。

「この老人らにどうせいと、おっしゃられるか!?」

「突っ撥ぱねろ！」

　と、フロイ。

「自分らの非を、一片たりとも認めるな！　シラを切れ。切り通せ!!　たとえ足が炎ほのおの上に乗っていようとも涼すずしい顔でいろ。ＳＩＭ社は少しも悪くない。ただ、障害者どもに踊らされた愚おろか者に、根も葉もない言い掛かりをつけられているだけなのだ。信じてその通りに振る舞え！　そう肝きもに銘めいぜよ!!　それが筆ひつ頭とう株かぶ主ぬしの、意向だとな……」

「苛か烈れつなお方だ……」

　スミハラは唸うなるように言った。

「あなたが我が社に来られてから、我々は戸と惑まどうことばかりです。変化の早さに、正直ついていけません……」

「慣れろ」

　とだけ、フロイは言った。

「慣れてもらわねば、困る。これからまだまだ、おまえらの想像もつかぬくらい激しい局面になるぞ。私のやりたいことは、まだ十分の一も達成されてはいないのだ」

「確かに、あなたのお力で、これまでの我が社の力では夢のまた夢であった軍の次期主力戦闘機は獲かく得とくできた。多額の融資も、出しゆつ所しよ不鮮明ながら潤じゆん沢たくです。しかし、我々にはあなたの正体が、今ひとつ摑つかめない。ただ、気付いたら我が社の株の四分の三を握っていたというだけで──」

　ラングレン専務は、不思議そうにフロイを見た。

「フロイ様……あなたは一いつ体たい、誰なのです？」

「言っただろう」

　と、フロイ。

「私が筆頭株主になった最初の株主総会で、言ったはずだ。私は銀河で最高の権力者になるはずの人物の、天敵だとな──」

「ですから、それを……」

「頭の固いおまえたちにも、わかる言葉で語って欲しいと言うのだな」

　三人の老人は、期せずして同時に肯こう是ぜした。

「それと、あなたが事実上の決定権を持ちながら、敢あえて経営に参さん画かくしない理由も……」

　おずおずと、ホイッスラーが言った。

「少なくとも私には、わからない……」

「では、もうひとつだけヒントを与えてやろう。役立たずの賢者メイジヤイども……」

　フロイは悪魔の冷笑を浮かべ、言った。

「私は、ジュダだ。イスカリオテのジュダだ」

「は──!?」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、目を丸くする老人たち。それを委い細さい気にすることなく、フロイは続けた。

「俺の最終目標は、銀河の最終支配者の、生せい殺さつ与よ奪だつの権をこの手に握り、なおかつ掌たなごころの上で弄もてあそぶことなのだ。だから、こんなちっぽけな会社の経営なんぞに、いちいちかかずり合っている暇ひまはない。ただ、おまえらのやり方があまりにも拙せつ劣れつで腑ふ甲が斐い無いので、思わず口出ししたくなっただけだ。説明は以上だ」

「はあ……」

　しかし、フロイの言葉が、老人たちにどれほど通じたかは疑わしい。フロイ自身、そのことを知っている。

『それでよいのだ』

　と、フロイは思った。

『わからない方がいいのだ。俺自身にしたところが、突然与えられた強大な権力ちからを持て余し気味で、なおかつこの俺の最終的な身の振り方を、決めかねているのだからな……』




「いよいよ第一回公判だな」

　と、裁判所の階段踊り場で不意に背中を叩たたかれ、振り向いたベルファルドの目に、白い歯が飛び込んできた。

「やあ……」

「もっと元気そうな声を出せ」

　と、アンリは言った。彼のもうひとつの顔、ＴＴＢのリーダー格であるゴドーという正体を、ベルファルドはまだ知らない。

「でないと、勝てる裁判も負けちまうぜ。そうなったら俺も、記事にし甲斐がないからよ。せいぜいおまえには頑がん張ばってもらわねえと……」

「あなた。ベルファルドとの約束、忘れた訳わけじゃないでしょうね」

　すかさず突っ込む、チッコリーナ。

「わかってるよ。あんたらのゴーサインが出るまで、どこにも発表する気はねえ。だが、俺もブン屋の端はしくれだからな。記者魂だましいまで忘れた訳じゃねえ。こうしてあんたらに張り付いて、集められるだけの情報を集める。目め障ざわりかも知れねえが、勘かん弁べんしてくれ」

「本当に、約束は守ってくれるんでしょうね」

　念には念を入れて、釘を刺すチッコリーナ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、チッコリーナ」

　ベルファルドは苦笑した。彼のこの笑顔は、無条件で多くの人を虜とりこにする。だが、その魔力は弱者か、弱者の心がわかる者にしか通じないという限界もあった。またベルファルド自身、この能力に気付いている様よう子すはない。むしろ意識した瞬間に、その魔力は消え失うせてしまう。そういう類たぐいのものだ。

「アンリは大丈夫だ。彼は約束を破るような漢おとこじゃないよ」

「私、工場長の言うことは大たい概がい、無条件で信じますけど、こればっかりはどこまでいっても譲れないなあ……」

　アンリを胡う散さん臭くさそうに睨にらみながら、チッコリーナ。

「とてもこの人が約束を守るとは信じられないし、なんだか得え体たいの知れない人のような気がする」

　殊ことにその言葉の後半に関する限り、彼女の直感はとても正しかった訳である。

「ベルファルドさんにとって、害になる人じゃなきゃいいけど……」

「言ってくれるぜ」

　苦笑するアンリ。

「邪じや魔まにならないところから、見ていてね」

　チッコリーナはアンリの垂たれ流す──そう彼女は信じて疑わない──害毒からベルファルドを庇かばうように、二人の間に割って入った。そして、心から敬愛する上司を促うながす。

「さ、行きましょ」

「ちょいと待った!!」

「まだ何か？」

「いや……」

　アンリは、二人を眩まぶしそうに見ながら、

「お嬢さん。あんたの人を見る眼めは、確かだぜ」

　と、微笑ほほえみすら浮かべて言った。その態度は、様さま々ざまな紆う余よ曲きよく折せつを経へてきた大人のものである。ただ、まだチッコリーナにはわかるまい。

「もうちょっと、大人になって他人に対する思いやりってもんが加われば、完かん璧ぺきだ」

「たとえそうなっても、あなたにあげる思いやりなんて、ないわ」

「それでいい……今はな。ベルファルド」

「ん？」

「その子を、大たい切せつにしな。もう、手を離すんじゃないぞ。ハルミも、そう願っているはずだ」

「ありがとう……」

　微笑んで別れ、階段を昇り切ったところで、

「ん？」

　と、首を傾かしげるベルファルドであった。

『アンリに、ハルミさんとのことを、話したっけかなあ……』

　それから、そっと横目で、チッコリーナを見た。

『僕は、独ひとりじゃない！』




　ベルファルドの姿がその視界から消えた瞬間、アンリはゴドーに変へん貌ぼうした。

「よう、ゴドー」

　と、物陰に隠れていた若い男が、彼に声をかける。

「探したぜ」

「ランディか……」

「俺の名前をすぐに思い出してくれるとは嬉うれしいぜ。兄きよう弟だいの中でも、おまえくらいかな……」

「そうかな？　おまえのにおい、さっきからプンプンしてたぜ」

「さすが──」

　目立たないことと気け配はいを殺すことにかけては掛かけ値ね無しの天才であるランディである。そこにいるのは目に入るのだが、まるで意識に投影されないのだ。しかし、ゴドーだけは例外中の例外であるらしい。

「いつまで俺たちを、手持ち無ぶ沙さ汰たにしておくつもりだ。自分の方から、全員集合をかけておいて……」

「もう少し、待て」

　ランディの方を振り向きもせずに、ゴドーは言った。

「これから面おも白しろくなってくるところだ」

「俺には全然、面白くねえ」

　吐き棄すてるように、ランディ。

「言っとくが今回ばかりは他の連中も、俺と同じ意見だぜ」

「わかってる」

　頷くゴドー。

「だが、この裁判の決着が付くまでは、動くんじゃない。スレイが重要な働きをするであろう以上、手出しは控えるんだ」

「わからねえな……」

　ランディは首を傾かしげた。

「こんなちっぽけな裁判の一体何が、そんなにもおまえを惹ひき付けるんだ？」

「わからん、俺も」

　ゴドーは言下に言った。

「しかし、俺はイーサン・ベルファルド゠タイラーという漢おとこがどういう奴やつなのか、この目で見届けたいのさ」

「取るに足らん漢さ」

　とランディ。

「俺と同じくらいに──。おまえがわざわざ、肩入れする理由がわからん」

「そうかな……」

「ま、俺はおまえがそう言うなら、裁判の決着が見えるまでスレイに手出しはしない。しかし、俺には他の連中のことまでは責任持てねえぜ。特にヨナタンやウェポンスキーのような血の気けの多い連中が殺やると言い出せば、はっきり言って俺には奴らを抑おさえておく自信がねえ」

「おまえがそれを気にすることはない！」

　分ぶんを弁わきまえろとでも言いたげに、ゴドーは言った。

「それを考えるのは、俺の役目だ」

「そうだった……」

　やはりゴドーとランディとでは、同じ兄きよう弟だいでも格が違うのである。

「ヨナタンたちは、俺が抑える。俺の意向に逆らった時の怖こわさは、あいつらだってわかっているはずだからな」

「そう信じたいね、俺も……」

「ところで、おまえも裁判を傍ぼう聴ちようしに来たのか？」

「ああ」

　頷くランディ。

「なんのかんの言って、少しは興味があるようだな」

「裁判そのものに関しては、ない。ただ俺は、おまえが心を惹かれるベルファルドという奴に、俄にわかに興味が湧わいてきたんだ」

「目立たないところで、傍聴してろ」

「俺にはそんな気き遣づかいは、無用だぜ」

　苦笑するランディ。

「だが、もう一人、裁判を覗のぞき見したいとかいう奴が、いるんだよなあ……」

「そいつは？」

　尋ねようとしたゴドーだが、すぐにその人物の気配に気付いた。

「ふむ……レダか」

「そうよ」

　レダが現れた。今日は裁判所の傍聴席に相応ふさわしく、地味なスーツこそ着てはいたが、ランディとは対照的に、その存在感の濃厚さは覆おおうべくもない。むしろ服装の地味さが、余計に容貌の派は手でさを引き立てていた。

「あたしも、裁判が見たいわ」

「その貌かおでは、無理だ」

　素そっ気けなく、ゴドーは言った。

「せめて、もっと地味な貌にしてもらおうか。そのスーツに相応しくな……。でないと同じ傍聴席にスレイがいた場合、あっという間に気付かれるぞ」

「あたしなら、初めからそのつもりよ」

　ちょっと傷付いたなあ……とでも言いたげな表情で、レダ。

「見てて」

　レダがちょっと顔をいじると、その容貌が瞬時にして一変した。今まで目鼻立ちのはっきりしたラテン系の貌であったものが、和風の地味な顔立ちになったのである。まるで別人のような……否いな、別人になりおおせたのだ。ただ共通しているのは、どちらも若い美人であるということ。美人から、別の美人になる。それ以外の変身もやろうと思えば可能なのだろうが、レダのプライドはそれを赦ゆるさない。

「どう？」

「まあお見事……と言ってよかろうな」

　いついかなる場合でも、他人を手放しでは褒ほめないのが、ゴドーのゴドーたる所以ゆえんであった。

「しかし、おまえの変身には、特定パターンがあるな。俺は見切ったぜ」

「偉そうに……」

　不満そうにゴドーを睨にらむレダ。その声も、さっきまでとは別人のものである。これがアニメなら、声優が変わったろう。ついでに肌の色指定も変わった。

「そんな……声まで変わって──」

　ランディはただ感心している。

「いつもながら、レダの変身能力は凄すごい」

「そうでしょ？」

　勝ち誇るレダ。

「いかに姿形や声が変わろうとも、不変のものもある……」

　とゴドー。

「俺は、たとえ何百人の中にいようともレダ、おまえを見付けてみせるぞ」

「その根こん拠きよは何？」

「自分で考えろ。でないと、おまえのためにならん」

「てなこと言って、実はあたしの変身能力を、やっかんでいるんじゃない？」

「勝手にそう思ってろ。少なくとも俺には通用せん。もう一人、通用しない奴を俺は知っている……」

「誰？」

「そいつも自分で考えろ。おまえもその性格とお頭つむの程度までは、変えられんのだなあ……」

　大きくため息を漏もらし、ゴドー。

「そんな奴でも、自分の手足として使わねばならんとは──」

「言っとくけどあたしは、いつまでもあんたなんかに、使われている気はないからね。ヨナタンやウェポンスキーだって、そう思ってるはずだよ」

「それくらいにしておけ」

　ゴドーはピシャリと遮さえぎった。

「公こう判はんが、始まるぞ」




「とにかく、今回の仕事は任まかせてくれ」

　と、久しぶりに弁護士バッジを付けたプラティープは控え室で胸を張ってみせた。

「絶対、完全勝訴に持ち込んでみせる！」

「豪ごう語ごしたぜ」

　スレイが笑って、そんな右腕を頼もしげに見る。

「ベルファルド、言げん質ちはこの俺が取ったぞ。だから、約束を守れなかった時は、遠慮なく責任追及してやれ。俺が赦す！」

「あなたの前で何ですが、今回ばかりは私にも自信があります」

　大たい言げん壮そう語ごする、プラティープ。

「負けはしませんよ。今まで分ぶのない裁判も、この私の巧たくみな弁舌ひとつで悉ことごとく勝ってきたんです。ましてや、今回正義は我々の側にあるんです」

「それが心配なんだよ」

　とスレイ。

「確かに悪徳弁護士としては、罷ひ免めんされる前のプラティープは思い切り優秀だった」

「それ……褒ほめてるんですか？」

「ああ。褒めてるんだよ。だがな、正義の弁護士としては、こいつの実力は未知数だ。そこに一いち抹まつの不安、なきにしもあらず……」

「悪に強きは善にも、だよ」

　イツマは静かに微笑んでいる。

「大丈夫、プラティープに限っては、負けはしないさ。何と言ってもこの僕が全ぜん幅ぷくの信頼を置く、アキヅキの推すい薦せんだ」

「キリヒトの推薦ってとこが、ちょっと引っ掛かるんですがね──」

　とプラティープ。

「あの野や郎ろう、私のことを何と言いました？　ま、大だい体たい想像はつきますけどね……。どうせろくなことは、言っちゃいまい」

「いや」

　と、首を振るイツマ。

「彼にしては、最大限の絶賛だと思うよ。銀河で自分の次に優秀な弁護士だとまで言ったからね」

「それはそれで、また薄気味悪いな」

　と、プラティープ。

「あいつが他人のことをそこまで持ち上げたとなると、絶対下心があるに決まっているんだ。自分以外はゴミだと断言して憚はばからないあいつが──」

　お互いを知り尽くしていなければ、言えない台詞せりふであろう。

「僕の目には、君たちとはとても仲がよかったようにしか見えないんだが……」

　微笑みながら、イツマは言った。

「とにかく、期待しているよ。アキヅキが多た忙ぼうで、ここに来られなかったのは残念だ」

「私は心底、ほっとしています」

　プラティープは正直に言った。

「アキヅキの前では、どんな小さなミスも見せたくない……」

　本ほん音ねであろう。

「プラティープさんは──」

　ベルファルドが尋ねた。

「民事訴訟と刑事訴訟と、どちらが得意なんですか？」

「わかりません」

　と、涼すずしい表情かおでプラティープ。

「どちらも負けたことがありませんからね。苦にが手ても得意もないんです。ただ、民事は七つしか争ったことはないんですが、刑事は十八回も闘いましたから、どちらかと言えば刑事訴訟のプロだと言えるでしょうね」

「しかも、こいつの場合、そのほとんどが殺人、暴行、傷しよう害がい致ち死し、恐きよう喝かつの弁護だ」

　スレイが笑って言った。

「高い報ほう酬しゆうを貰もらっていたとはいえ、そいつを悉く無罪に持ち込んでいるんだから、やはりこいつは根っからの悪徳弁護士よ。裁判の表も裏も、知り尽くしてやがる。大船に乗った気でいても、いいんじゃねえか？」

「ふうん……」

「ま、いざとなればどんな汚きたない手でも使ってみせる」

　過去の罪状を暴あばかれたプラティープは、ただ苦笑した。

「しかし、今回に限っては、ま、そんな必要もありますまい。普通に闘って、負けるはずのない裁判ですよ」

「だといいけど……」

　ベルファルドはどこか、落ち着かない。

「スレイ、さっきから君の持っている鞍かばんだけど──」

　鞄など、普段は決して持ち歩かないスレイを知っているベルファルドは、目敏めざとく気付いた。

「何が入ってるの？」

「これか？」

　スレイは歯を見せて、笑った。

『おや？』

　その笑顔を見た瞬間、ベルファルドの脳のう裏りを電光のように駆け抜けるものがあった。

『今の笑顔……誰かに──』

　それがアンリのものであると気付いたのは、裁判が始まってからだった。

「さすがはベルファルドだ。よくぞ訊きいてくれたぜ。これはな……」

　と、鞄を開けて、中に入っていた幕を見せるスレイ。

　白い布に、

『全面勝訴』

　と自筆で認したためてあった。

「判決が出たら、こいつを持って表に走るのよ」

　笑う。

「一度やって、みたかったんだ」

「子供だ……」

　プラティープが苦笑した。

　無論、『全面勝訴』以外の幕は用意していない。

「必要ねえだろ」

　というのが、彼の言い分である。異論を挟はさむ者はいなかった。















「そろそろ時間です」

　時計を見ながら、プラティープは言った。

「行きましょうか」

「ええ……」

　立ち上がったベルファルドに、

「ベルファルド」

　声をかけたのは、シズマである。

「シズマくん……」

「勝ってよね」

　と、彼は言った。

「絶対に、勝ってよね」

「ああ」

　ベルファルドは、頷いた。

「勝つさ、絶対！」

　銀河開かい闢びやく以来最強の弱者は、力強く頷いた。














第二十一章　裁かれる善意









「起訴内容は、全く根も葉もない、事実無根の中ちゆう傷しようなのであります」

　と、被告側代表であるマーク・スミハラ翁おうが開かい口こう一いち番ばん、そのふくよかな口元に笑みさえ浮かべて述べた時、法廷内は騒然たる怒ど声せいに包まれた。

　傍ぼう聴ちよう席せきの大半を占しめる、障害者たちの怒りのざわめきである。

「全面否定できたか……」

　傍聴席の最前列中央で、手を組んだまま低く呟つぶやいたのは、イツマである。

「企業人として、僕が彼の立場でもそうしたかも知れないが、かと言って、あそこまでの開き直りは買えないな……」

「往おう生じよう際ぎわが悪いのは、悪党の常だぜ」

　と、その隣となりでスレイが唸うなった。

「しかし、それを笑って言うか、あいつは──」

　拳こぶしが震えた。

「ちっくしょうめ！　とてつもなく、闘たたかい甲が斐いのある相手だぜ。プラティープ、負けんなよ!!　そんな下の下の、悪党によ」

「静せい粛しゆくに！」

　裁判長が糺ただした。

「被告人は、陳ちん述じゆつを続けなさい」

「天に懸かけて、私共に疚やましいところはございません。障害者を虐ぎやく待たいし、酷こく使しし、言わんや搾さく取しゆしたなど、一方的な事実の捏ねつ造ぞうに過ぎないのであります」

　再び騒然となる傍聴席。罵ば声せいが、怒ど号ごうが飛び交かう。

「静粛に!!」

　重ねて言う裁判長の声にも、効果がない。

「静粛にしない場合は、退廷を命じます！」

　という、その女性裁判長の声で、ようやく表面的な静けさを取り戻す。火山に蓋ふたはされたが、噴出する溶岩の勢いは抑おさえきれるものではない。法廷内は早くも険悪な雰囲気に包まれる。

「ベルファルドはどう出るかな？」

　とイツマ。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　とスレイ。

「野郎、初めてとは思えねえくれえに、落ち着いてやがるぜ。俺も顔負けだな」

　実は刑事事件の被告として何度も、裁判を経験しているスレイである。その彼にしても傍聴席は初めての経験だった。自分が当事者の時よりよほど興奮する。それほどまでに行方ゆくえが気になる。

「表面的には、確かに落ち着いて見える」

　とイツマ。

「しかし、心しん中ちゆう穏おだやかではないはずだ……」

「あいつを聞かされて穏やかでいられる奴なら、共に語るに値あたいしねえ」

「プラティープの反撃を見よう」

「裁判長……」

　敢あえて冷静に、プラティープは発言を求めた。彼とても腸はらわたは煮え繰り返っているはずだが、そんな素そ振ぶりはおくびにも見せない。さすがはプロである。

「原告側弁護人」

　裁判長が発言を許可した。

「原告側弁護人だってよ……」

　苦笑するスレイ。

「もしかしてあいつ、原告側に立つのは、初めてじゃねえのか？」

「弁護士バッジ、様さまになってるな」

　とイツマ。

「敢えて冷静に振る舞うことで、裁判官の心証を良くしている。いいぞ……」

　実はイツマも心の中では、結けつ構こう熱くなっている。ついつい感情移入してしまう自分をどうしようもない。

「証しよう人にん喚かん問もんを、要よう請せいします」

「証人喚問を、許可します」

「ありがとうございます。では、最初の証人は、スミハラ・インダストリィ＆マテリアル社の従業員で、原告団の一員であるハッサン・アブディール氏です」

　二十八歳のハッサンは、クラインフェルター症しよう候こう群ぐんの若者で、言語はいささか不ふ明めい瞭りようである。彼が証人台に立つと、会場から軽いどよめきが起こった。

「頑がん張ばって……ハッサン……」

　原告席で祈るように、手を合わせるチッコリーナ。

「異議あり！」

　すかさず被告人側の弁護人が、挙きよ手しゆして発言を求めた。

「原告側は、法廷を侮ぶ辱じよくしています!!」

　瞬間、物もの凄すごい怒声が津波のように起こった。

「静粛に！」

　ついに裁判長も、伝でん家かの宝ほう刀とうであるハンマーを使わねばならなかった。あまりにもドラマじみているので、心ある裁判官としては出来れば使わずに済すませたい代しろ物ものである。

「法廷を侮辱しているのは、どっちだ！」

　スレイが、吼ほえた。

「あんな奴が弁護士で、いいのか!?」

「傍聴席は、私的な発言を控えるように……」

　やんわりという裁判長。気持ちはわかる、といったところだ。しぶしぶ着席する、スレイ。

「相変わらず目立ってるな……」

　メモを取りながら、ゴドーが言った。

「ホント、何処どこにいても、目立つのよねえ、彼」

　その隣となりで、貌かおを変えたばかりのレダが呟つぶやく。

「相変わらず、熱いんだから──。なんだか妙みように、懐なつかしくなっちゃったわ」

「何もかも、俺とは対照的な奴だ……」

　呟いたのは、ランディである。相変わらず、傍聴席の雰囲気に完かん璧ぺきと言っていいほど埋まい没ぼつしている。

「ここまで熱い展開になってくれたのは、我われ々われにとって好こう都つ合ごうだな……」

　と、ゴドー。

「スレイの奴、裁判に夢中になって、俺たちに気付くどころじゃないぜ」

　三百人入る傍聴席が、満席である。この種の裁判としては異例な、抽選まで行われた。

「ちょうどいい。しばし、ゆっくりと彼を観察させてもらおうか……」

「結構面おも白しろい裁判で、よかったわ」

　レダが微笑ほほえんだ。

「あたし、退屈な裁判だったらどうしよって、思ってたのよ」

「スレイの奴が一枚嚙かんでるんだ。面白くならないはずがない」

「それもそうね……」

「二人とも、お喋しやべりはいい加減にしろ」

　珍しくも、ランディが制した。

「せっかくのやり取りが、聞こえないだろうが──」

「原告側証人に、証人としての発言能力があるのかどうか、非常に疑わしい！」

　反感を買うのは敢あえて承知した上で──むしろ原告側の神経を逆さか撫なでするのが目的でもあるかのように──被告側弁護人は拳こぶしを振り上げて裁判長にアピールした。

「これは単に、情じよう緒しよ的に法廷を煽あおって、同情を買おうという原告側の法廷戦術です！　私はそれを指さして、法廷侮辱罪と言った」

　被告側弁護人は三十代半なかばの大柄な黒人の男であり、見るからに気き鋭えいだった。弁護士バッジを付けてはいるが、プロボクサーと言っても通用しそうだった。ウエイトはクルーザー級といったところだ。

「あの弁護士は誰だ？」

　と、スレイがイツマに尋ねた。

「さあ……。僕は法ほう曹そう界かいの連中とまでは、あまり付き合いが深くないから──」

　イツマは首を振った。

「まだ、それほど法廷のお世話になったことがないからね。むしろ君の方が詳くわしいんじゃないのか？」

「悪かったな！」

「ブディラ・カールソンです」

　背後で声がした。

「アキヅキ!!」

　振り返ったイツマが、歓かん喜きの表情を見せる。

「間に合ったか！」

「契約の調ちよう印いんを、超特急で済ませて来ましたよ。もちろん、仕事の内容に手抜かりはありません」

「信じてるよ。それより、よく来てくれた」

「プラティープの弁護士としてのカムバック戦を見み逃のがしたとあっては、後のち々のち後悔することは目に見えていますからね」

　やはり気になって仕方がなかったらしい。

「勝つにしても負けるにしても、今後の私の仕事の参考になる」

　コートを腕にかけ、軽く息を弾はずませながら、イツマの隣──スレイの反対側──の空席に着席するキリヒト・アキヅキ弁護士。

「それに、もしプラティープが醜しゆう態たいを晒さらすようなら、思い切り笑ってやれますからね……」

「本当は叱しつ咤た激げき励れいしに来たんじゃないのか？」

　とイツマ。

「まさか！　でも、来て正解でしたね。まさか向こうの弁護士が、ブディラ・カールソンとはね……」

「有名なのか？」

　とスレイ。

「売り出し中の、敏びん腕わん弁護士ですよ」

「おまえが同業者を『敏腕』と呼ぶのを、初めて聞いたよ」

「将来、私の地位を脅おびやかす奴がいるとしたら、プラティープか、奴かだったんです」

　アキヅキは真顔で言った。

「ほう……じゃ、この法廷には期せずして銀河でトップ３の弁護士が会したという訳か……」

　微笑みながら、イツマ。

「そうなりますね。正確には、横綱一人と大関二人ですがね……関脇かな？」

「しょってやがら」

　とスレイ。

「しかし、あのケチで有名なＳＩＭ社に、よくカールソンを雇やとうだけの金があったな……」

　腕組みして首を傾かしげるアキヅキ。

「彼は、金に汚きたないことでも法曹界では有名なんですよ」

「そんな金があったら、きちんと社員に給料を払えばいいんだ」

　とスレイ。

「そうすりゃ、初めから訴えられなくても済んだのに……」

「スミハラ会長の経営哲学は、たっぷりと拝はい聴ちようさせていただくさ」

　とイツマ。

「まずは、プラティープの、いや、チュリアカーン弁護士の、お手並み拝見といこうじゃないか……」

「アブディール氏には、証言能力は充分にあります」

　と、怒りを抑え淡たん々たんとした口調で、プラティープは言った。

「必要とあれば、医師の証明書を提示しますが──」

「その必要はありません」

　と裁判長。

「原告側弁護人は証人喚問を始めてください」

「アブディールさん……いや、ハッサンくん」

　証人喚問台に肘ひじを突き、まるでごく親しい友人にでも話し掛けるかのような口調で、プラティープはかれこれ三年ぶりの証人喚問を始めた。

「うまい……」

　と、イツマが思わず唸うなった。

「証人の気持ちを、巧みにほぐしている。あれで緊張していたハッサンも、かなり話し易やすくなった」

「あれがあいつの、いつもの手なんですよ」

　苦笑するアキヅキ。

「ま、私に言わせれば、邪じや道どうです」

「事実に基もとづいて、ありのままに証言することを、神様に誓ちかいますか？」

「ち、誓います……」

　些いささか不明瞭ながら、はっきりとした口調でハッサンは言った。

「じゃあ始めるよ、ハッサン」

　微笑みながら、プラティープは喚問を開始した。

「君は、ＳＩＭ社の社員だね」

「はい……」

「ＳＩＭ社での地位は？」

「た、たぶん……バイト……」

「正式社員だ！」

　被告人席から思わず叫さけんでしまう、ホイッスラー常務。

　それを見て、プラティープはニヤリと笑った。

「社員だよね、君は」

「そう……かも知れない……」

「社員なんだ」

　と、念を押すように、プラティープは言った。

「君はＳＩＭ社の、正式社員だったんだよ。バイトじゃない」

　カールソンが被告側弁護人席から、見上げるようにプラティープを睨にらんだ。

「質問を続けよう。君の、ＳＩＭ社での仕事内容は？」

「た、タイヤ……。タイヤのボルト止め……」

「ベルトコンベアの？」

「うん」

　頷うなずくハッサン。

「けっこうきつい……」

「かなりハードな仕事なんだね」

　念押しする、プラティープ。そのことを陪ばい審しん員いんたちに強く印象付けることに成功した。

「うん……いや、はい」

「そうよ、その調子よ」

　チッコリーナが、呟いた。

「打ち合わせ通りだ」

　と、微笑むベルファルド。

「ハッサンくん、落ち着いているぞ……」

「頑張るのよ！」

　祈るように、証人喚問台を見る。

「では、ここからが肝かん心じんだ……」

　と、プラティープ。

「君は、一日に何時間くらい、そのきつい作業に従事……いや、そのタイヤのボルト止めの仕事に就ついていたのかな？」

「じゅ、十六時間……」

　陪審員席から、軽いどよめき。

「事実無根だ！」

　ラングレン専務が叫んだ。

「静粛に！」

　と、裁判長。

「続けて──」

「十六時間……それはまた」

　演技派のプラティープは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせ、それから眉まゆをしかめてみせた。

「ひどい。で、その十六時間労働は、毎日だったのかい？」

「毎日……」

　とハッサン。

「ずっと──」

「裁判長！」

　カールソン弁護士がすかさずさっと挙きよ手しゆし、発言を求めた。

「原告側証人の証言は、具体的期日の明確さに欠けます。まことに主観的で、証拠としての信しん憑ぴよう性せいに乏とぼしいと言わざるを得ません!!」

「原告側弁護人は、具体的期日を明確にするように」

　裁判長は異議を認めた。

「まずいな……」

　と、ベルファルド。

「ハッサンくん、何月何日なんて、覚えているかな？」

「大丈夫です」

　と、チッコリーナ。

「ハッサンくんは、日付はわからなくても、曜日はわかるんです」

「ではハッサンくん」

　と、プラティープは笑顔で喚問を続けた。

「君が十六時間労働を続けていた間、休みはあったのかな？」

「なかった……」

　と、ハッサン。

「なかった、です。日曜日も、土曜日もなくて、ずっと、働いてました。日曜日が、二回つぶれました……」

　再び軽いざわめき。

「十六時間労働を、最低でも二週間以上ぶっ続けで？　その間、休きゆう憩けい時間は？」

「ええと……三時間半働いて、十五分休憩……。それを一日二回。昼食に、三十分くらい……」

「食事の内容は？　充じゆう分ぶんだったかな？」

「おいしくなかった……」

　と、正直にハッサン。

「りょ、量も、少なかった……」

「そう。それで、その労働時間は、守られていたのかな？」

「ううん」

　激しく頭かぶりを振るハッサン。

「ほとんど毎日、伸びてた。よくわからないけど、毎日だんだん伸びていって、終りごろには、一日十八時間近く、は、働かされていました……」

「本当かい？」

「本当です」

「終り頃というのは？」

「ヤマシタ工場長から、ベルファルド工場長に……交こう替たいする、その終りごろという意味です」

「そんなハードスケジュールで働いていて、よく事故が起こらなかったね」

「起こりました」

「起こった!?」

　大袈裟に、プラティープ。アキヅキが『またか』という表情かおで苦笑した。どうやら弁護士としての彼の、常じよう套とう手しゆ段だんらしい。

「事故が起こったと、いうのかい？」

「テツくんが……足を骨折しました。それから、キャンディスが、もうちょっとで小指を飛ばすところでした……」

「噓うそだ！」

　ラングレンが叫んだ。

「出で鱈たら目めだ!!　可か哀わい相そうだと思って雇やとってやりゃ、この恩知らずめが！」

　一瞬びくっとなる、ハッサンに、

「大丈夫……」

　と、微笑みながらプラティープは言った。

「雑音は、無視しようね。君は本当のことを正直に話せばいいんだよ。ここでは誰も、君を苛いじめたりはしない！」

　最初はあくまで優しく、最後は力強く締めた。それで怯おびえていたハッサンが、どれほど勇気づけられたことか──。

「なんだ、あいつ優しいじゃねえか」

　と、側そつ近きんである彼をよく知っているはずのスレイが、実に意外そうに呟いた。

「あんなに善人だったのか、あいつ……」

「奴は搾取されている弱者に対しては、妙みように善人なんですよ」

　とアキヅキ。

「あれに騙だまされちゃいけません。その分、搾しぼり取れるところからは容よう赦しやなく取る奴ですから──」

　とは言えアキヅキの表情も、妙に優しい。

「ヤマシタ工場長の時は、厳しかったのかね？」

「厳しかった……」

　被告人席をしきりと気にしながらも、ハッサン。

「たとえばどういう風に？」

「殴なぐられた……」

　とハッサン。

「殴るだけ？」

「蹴けられた子もいる……」

「殴るのは、ヤマシタ工場長だけ？」

「何人も……」

「具体例を！」

　と、カールソンが要求した。

「実名抜きでは、信憑性に欠ける」

「酷だぜ」

　と、スレイが舌打ちした。

「俺も施設にいた頃、経験がある。殴った奴の実名を言うのに、どれほどの勇気が必要なことか……頑張れ！」

「ハッサン……」

　力づけるように、プラティープは言った。

「無理をしなくていいよ。言いたくなければ、言わなくてもいい。殴ったことが、事実なら、それでいいんだ……」

「言います……」

　うなだれたまま、精せい一いつ杯ぱいの勇気でもってハッサンは言った。

「ヤマシタ工場長と、ほとんどの監かん督とく官かんたちが、僕たちを殴りました。スパナで殴られたこともあります。束たばねたケーブルコードで、殴られたこともあります……」

　ハッサンは、泣き出した。

「鬼め！」

　イツマが怒りの表情を露あらわにして、唸うなった。

「い、一度も殴らなかったのは、ベルファルド工場長と、チッコリーナさんだけです……」

「それは──」

　訊ききにくいことを敢えて訊くという態度で、プラティープはさらにハッサンの顔を下から覗のぞき込んだ。

「どういう時に？」

「し、仕事をさぼったり、横になろうとしたり、手を休めたりするたびに……」

「殴る蹴るの暴ぼう行こうを、繰り返し加えたのですね？」

　涙をぼろぼろこぼしながら、無言で頷く、ハッサン。傍聴席の中には──事件と直接には無関係の者でさえ──貰もらい泣きしている者も多い。ハンカチの数を視界の片隅に確認しながら、プラティープは何度も何度も、陪審員たちの共感を誘うかのように頷いてみせるのだった。

「プラティープが情緒に訴えるとは、珍しいな」

　とは、アキヅキの感想である。

「どちらかと言えば、彼は理詰めで論破していくタイプだったんだが──」

「こっちが『悪』ならな」

　とスレイ。

「しかし、今回に限っては明らかにこちらが『善』であり、しかも『被害者』だ。情緒に訴えた方が効率的だろうぜ」

　そう言いながらも、自らハンカチを出して、思い切り鼻をかんだ。

「その通りだ。それに、裁判官や陪審員への心証もいい。何よりアピール度が高い」

　とイツマ。

「私なら、もっとスマートな手を考えるところですがね……」

　アキヅキにそう言わせたのは、あくまでも職業上のプライドである。

「ま、効果的なことは、確かでしょうな」

　しぶしぶ、認める。

「つまり、ヤマシタ工場長を含めた監督官のほとんど全員が、あなたたち障害を持つ労働者を、殴ったり、蹴ったりしたのですね。少しでもなまけようとする度たびに──」

「はい……」

　頷くハッサン。

「でも、しまいには何もしなくても、殴るようになりました。テツヤくんは、立てなくなるくらい、殴られました……」

「裁判長！」

　両手を広げて、アピールするプラティープ。

「お聞きの通りです。かかる非道が、ＳＩＭ社の工場では日にち常じよう茶さ飯はん事じ的に行われていたのです」

「異議あり！」

　と、カールソンが叫んだ。















「これは、障害者の語ご彙いの少なさ、表現能力の欠けつ如じよを逆さか手てに取った、ほとんど作さく為い的な誘導尋問です!!」

「異議を却きやつ下かします」

　と裁判長。

　カールソンは凄すさまじい形ぎよう相そうで、プラティープを睨んだ。拳が震えている。

「こうなるとカールソンは、ほとんどボクサーだな……」

　と、アキヅキ。

「実際彼はハイスクール時代、三惑星統合学生チャンピオンだったらしい」

「本当に摑つかみかからなきゃ、いいけど……」

　とイツマが言えば。

「そうなればプラティープも、得意のムエタイを出すまでのことだ」

　スレイが嘯うそぶく。

「手数の多さじゃ、負けないと思う。ああ見えてあいつの肘ひじは、なかなかの凶器なんだ」

「カールソンは、どう出るかな？」

「蹴りのあるムエタイの方が、断然有利に決まってる」

「格闘じゃなくて、裁判の話」

「それこそ圧勝だろ」

　と、スレイは楽観的だった。

「裁判長すら、明らかにこっちに靡なびいてるぜ」

「今のところは──」

　とアキヅキ。

「しかし、カールソンのあの自信は、気になる。普通なら、彼ほどの弁護士なら、こんな端はなっから勝ち目のない裁判、絶対に弁護を引き受けたりはしない……」

「捨て鉢なんじゃないのか？」

「そんなはずはない……。彼は勝てると踏んだ裁判しか、引き受けないことでも有名なんです」

「しかし、相手はプラティープだぞ」

　自みずからの腹心に絶対の信頼を置く、スレイ。

「もう、ぐうの音ねも出めえ……。よほどの切きり札ふだでも、ねえ限りはよ。その点、こっちにはまだまだ、攻撃材料はあるぜ。多過ぎて、出し切れねえくらいな」

「さらに、裁判長！」

　両手を広げ、プラティープはアピールを続ける。

「芝しば居いっ気けたっぷりだな……」

　アキヅキは苦笑した。

「私にはとてもあそこまで、臆おく面めんもなく下品にはやれない……」

「素直に認めろよ」

　スレイは笑った。

「プラティープの芸域の広さには、勝てませんとな」

「かかる過酷なノルマを課し、なおかつ殴る蹴るの暴行を常習的に加えながら、彼らに与えられた報ほう酬しゆうは──」

　手にしたファイルを、示す。

「別表のとおりです。彼らはほとんど、給与というものを与えられてはいないのであります!!」

「違う！」

　それまでは尊そん大だいに構えていたスミハラ会長も、さすがにこれには声を荒げて反はん駁ばくした。

「彼らには、ちゃんと払ってる！　ただ、諸手当てや経費、保険金、宿泊費、食費、さらには彼らの身の回り世話代を差し引くと、ほとんど残らないだけだ。ちゃんと、給与は出ているんだ、搾取なんて、とんでもない!!」

「書類の上ではね」

　せせら笑う、プラティープ。自作自演の演出効果に、いよいよノッてきた。

「諸手当て？　経費？　保険金？　宿泊費って何です？　タコ部屋に詰め込み、何日も洗濯していない毛布で雑ざ魚こ寝ねさせることが宿泊ですか？　栄養価の乏しい、残ざん飯ぱんも同然の食事を、それすら満足に与えないのに食費云々うんぬんですか？　彼らを獣けもの同然に扱い、殴る蹴るの暴行を加えることを称して、あくまで『世話』と言い張るのでしょうか!?　……以上、証人喚問を終ります」

　盛り上げるだけ盛り上げておいて、最後は冷静に締めた。

　役者である。

「着地まで、決まったな……」

　メモを取る手を休めて、ゴドーは微笑んだ。

「スレイの奴も、どうしてどうして、なかなか有能なブレーンを抱かかえているじゃないか」

「あたし……なんだか感動しちゃったわ……」

　ハンカチを絞りながら、レダ。

「俄が然ぜん、原告側に感情移入しちゃうわよね」

「これで法廷の大半は、心情的にはあらかた原告側の味方だ」

　ランディが呟いた。

「しかし、ここからどう巻き返すかが、被告側の弁護人の腕の見せどころって訳だ」

「無理じゃない？」

　レダはランディを見た。

「いくらなんでも……」

「あの黒人弁護士の、不敵な笑みを見ろ」

　と、ランディ。

「さすがだな」

　と、ゴドー。

「見るところは見ているな、ランディも……」

「それと、被告連中もだ」

　ランディは低い声で、スミハラ会長ら三人を見た。

「傍聴席からの予想以上の非ひ難なん轟ごう々ごうに狼ろう狽ばいしちゃいるが、打ちのめされた様よう子すは微み塵じんもねえ。今に見てろって表情かおだ」

「なあるほど……」

　とレダ。

「二人とも、頭いいんだね」

「おまえを基準にするな」

　苦笑するゴドー。

「何か、切札があると見た。それが何なのか……」

「では──」

　裁判長が、ブディラ・カールソン弁護士を見た。

「被告側弁護人は、反対陳述を──」

「裁判長！」

　待ってましたとばかりに、カールソンは手を挙あげた。

「こちらも、証人喚問を行いたいと思いますが……」

「許可します」

　プラティープに向けられたカールソンの渇かわいた笑いが、ベルファルドには見えた。

「何だ？」

　と、思わず呟くベルファルド。

「どうしましたの？」

　チッコリーナが心配そうに、ベルファルドを見た。

「あの自信の源みなもとは、いったい何なんだ？」

「根拠のない、強がりですよ」

「とてもそうは、思えない……」

　と、ベルファルド。

「まるで、こちらがロイヤルストレートフラッシュを出したのに、ジョーカー入りのファイブカードを隠しているような──」

「そんな……」

　チッコリーナは、不安を打ち消すかのように無理に微笑んだ。

「考え過ぎです、工場長の……」

「だといいが──」

「では、証人として──」

　カールソンは、わざと勿もつ体たいぶった口調で、裁判長に向けて、それから傍聴席に向けて、さらには御ご丁てい寧ねいに原告側席に向けて順番に一礼してみせた。これから鳩はとを出す手品師よろしく、といったところだ。

「元ＳＩＭ社の工場長である、ノボル・ヤマシタ氏を喚問します」

「な──!?」

　ベルファルドは一瞬、質たちの悪い冗談かと思った。

「正気か!?」

　スレイも、開いた口が塞ふさがらない。

「悪の御ご本ほん尊ぞんを引っ張り出して、どんな証言をやらせようってんだ!?」

　法廷内は、騒然となる。

「鬼！」

「悪魔!!」

　と、口々に罵ののしる声が止やまない。

「静粛に、静粛に！」

　裁判長はハンマーを連打したが、ほとんど効果はない。

「こいつは面白え……」

　思わず落してしまったシャープペンシルを拾い上げながら、ゴドーは呟いた。

「どういう証言が飛び出すか、見ものだぜ」

　記者根性を、奮ふるい立たせられる。年に何度もあることではない。

「今日ほど、ブン屋稼か業ぎように身を投じてよかったと思ったことは、なかったぜ……」

　ようやく──、

　裁判長の懸命の呼び掛けが功を奏したと言うよりも、熱くなるだけ熱くなって自然に冷めたかのように静けさを取り戻した法廷で、

「では──」

　と、おもむろにネクタイを直した巨漢のブディラ・カールソン弁護士は、今や渦か中ちゆうの人物であるヤマシタ工場長に向き直った。

「私の質問に正直に答えてください。ヤマシタ元・工場長……」

　ニッと嗤わらった口元から、異様に白い歯が覗のぞいた。














第二十二章　敗やぶれざる者









　継ぎ接はぎと染しみだらけの作業着に、とかした気け配はいもないボサボサの頭という格かつ好こうのヤマシタ元工場長の姿は、法廷の中でも完かん璧ぺきに浮いていた。まるで、以前に勤めていた工場からこの場に、そのままタイムスリップしてきたかのようだ。実際、被告側は明らかにその効果を狙ねらっていた。おそらく、カールソン弁護士の作戦であろう。

「ヤマシタさん」

　と、巨漢のカールソンは身を屈かがめ、ヤマシタと向き合った。

「あなたはかつて工場で働いていた労働者を殴なぐったり、その他の暴行を加えたりしたことがありますか？」

「ありません……」

　と、焦点の定まらない目で、ヤマシタは言った。その口調には、抑よく揚ようというものがまるでない。

「一度たりとも、ありません」

　法廷内が再度騒然となったことは、改めてここに記しるすまでもないだろう。

「本当に、ないのですね」

「はい」

　無表情に頷うなずく、ヤマシタ。

「神懸けて……」

「噓うそつき！」

　立ち上がって叫さけんだのは、チッコリーナである。

「この大噓つき!!　キミちゃんを殺しておいて、よくもぬけぬけと──！」

「着席なさい」

　裁判長が、やんわりと言った。

「原告人は着席なさい。退廷させますよ……」

　ヤマシタを睨にらんだまま、無言で座すわるチッコリーナ。

「あいつが……」

　イツマの肩越しに、シズマが尋ねた。

「あいつが、キミちゃんを殺したの？」

「ま、まだ、そうと決まった訳わけでは──」















　アキヅキが言いかけたが、それを遮さえぎるように、イツマは、

「そうだ」

　と、頷いた。

「イツマさん……」

　戸と惑まどうアキヅキに、イツマは黙って首を振る。ただならぬ気配に、アキヅキも折れた。

「そ、そうですね……」

「あいつが、キミちゃんを殺した」

　イツマは重ねて言う。

「あいつの顔を、ようく覚えておくんだ」

「うん」

　頷くシズマ。

「忘れないよ」

　ヤマシタの顔を、瞳ひとみに焼き付けるシズマ。

「ぜったい忘れない……」

「さ、シズマくん……」

　シズマの肩を、スージーがそっと抱だいた。

「裁判の続き、見ようね」

「では、あなたの部下の誰かが、従業員を殴おう打だしたり、暴行を加えたりしたということはありましたか？」

　重ねて尋ねる、カールソン。

「ありません」

　ヤマシタの返事は、変わらない。

「一度たりとも、ありません。ただ……」

「ただ？」

　カールソンの眉まゆが、ピクンと動いた。

「ただ、何がありましたか？」

「従業員同士の諍いさかいは、絶えませんでした」

　抑揚のない口調で、ヤマシタは淡たん々たんと述じゆつ懐かいする。

「障害者が、別の障害者に暴行を加えるということは、日にち常じよう茶さ飯はん事じでした」

　一瞬、収しゆう拾しゆうがつかなくなる、傍ぼう聴ちよう席せき。

「噓だ！」

「ひどい!!」

「あんまりだ！」

　と、口々に叫ぶ障害者たち。裁判長はついに、警備員に実力行こう使しを命じねばならなかった。

「そうきたか……」

　と、唸うなるイツマ。

「なるほどね……。これはうまい手だ。こちらを怒らせ、挑ちよう発はつし、裁判の進行を妨害する手か──」

「連中にしてみたら、これしかないでしょう」

　とアキヅキ。

「私がもし、彼らの弁護を引き受けざるを得なくなったとすれば、やはりそうするでしょうからね」

　吐き棄すてるように言った。

「作戦としては下げの下げだが、それだけに有効です」

「困ったことになったぜ」

　とスレイ。

「こっちの怒りが、まるきり裏目に出やがった……」

「退廷！　退廷を命じます!!」

　ついに裁判長は、ハンマーを連打し、そう叫んだ。

「退廷しなさい」

　警備員たちが、泣き叫ぶ障害者たちを、力ずくで排除し始めた。

「手荒な真ま似ねはするな！」

　スレイは警備員たちに向かって、叫んだ。

「何も悪い事してねえだろが!?　そいつらはよ!!」

「スレイ、よせ……」

　イツマが制した。

「君まで退廷させられる」

「構うかよ！」

　怒りに拳こぶしを震わせ、スレイはわめく。

「こんなやり方の、何処どこに正義が、あるってんだよ！」

「君には──」

　と、イツマはスレイを見た。

「ここに、いて欲しいんだ……」

「イツマ……」

「裁判を、見届けて欲しい」

「……わかったぜ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、着席するスレイ。

「おめえがそこまで、頼むならよ……」

　傍聴席にいた障害者たちは、あらかた退廷させられてしまった。残っているのはシズマを含めて数えるほどだ。

「どうやら連中の本当の狙ねらいは、これだったようですね」

　アキヅキが言った。

「ああ」

　頷くイツマ。

「迂う闊かつだった……。これで味方は、大幅に減ったな。向こうはやり易やすくなったはずだ」

「気に入らねえ」

　とスレイ。

「俺はどうやら本気で、ＳＩＭ社が嫌いになった。金こん輪りん際ざい、ＳＩＭ社の製品は買わねえ！」

「戦車や戦闘機しか、扱ってませんよ」

　アキヅキが苦笑した。

「だから──」

　と、スレイ。

「将来、そういう物で手広く商売するようになった時にはよ」

「法廷を再開！」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で、裁判長は宣言した。

「従業員同士の、諍いさかいはあったと言いましたね」

「はい」

「具体的には？」

「体の大きい障害者が、弱い障害者を殴なぐったり、蹴けったりするのを、我われ々われは何度も見ました……」

「何てことを……」

　あまりのことに、チッコリーナは言葉もない。

「正義はどこにあるの!?」

「ここに──」

　と、ベルファルドは自分の胸を指差した。

「それから、ここに……」

　チッコリーナの胸を、指差す。

「え、ええ……。ええ！」

　頷くチッコリーナ。

「我々というのは？」

　カールソンが尋ねる。

「私と、他の監かん督とく官かんたちです」

「障害を持つ従業員が、他の障害者に対して暴行を加えていたというのですね？」

「はい。かなり激しい、正視に耐えないほどの暴行でした」

「あなたや他の監督官たちは、その様よう子すを、拱きよう手しゆ傍ぼう観かんしていましたか？」

「いいえ。もちろん止めようとしました」

　ほとんど空からになった傍聴席からの反論がないことをいいことに、ヤマシタは澱よどみのない口調で饒じよう舌ぜつに語る。ただし、その口調には相変わらず抑揚というものがまるでなく、さながら台本を棒読みにしているかのようであった。

「下手へたな芝しば居いだ。脚本も最低だ」

　とアキヅキ。

「私が監督なら、破り捨てたい！」

「それだけじゃないな」

　とイツマ。

「どうやらヤマシタ元工場長は、強いマインドコントロールを施ほどこされているようだ……」

「でしょうね」

　頷くアキヅキ。

「でなきゃ、いくら恥知らずでも、あそこまでいけしゃあしゃあとは──」

「私どもは、必死で制止しようとしたんであります。ですが──みなさん障害者というと弱者という先入観を抱いだかれるようですが──障害者たちの中には並外はずれて力の強い者も多く……止めようとした私たちは、逆に殴られるということもありました。私どもは、いつもそれで、痣あざだらけになったもんです」

「よく言う……」

　と、プラティープが低く唸った。

「そうかい、カールソンさんよ。それが、あんたの、奥の手って訳わけかい」

「では──」

　カールソンはさらに突っ込む。

「あなたを含めて、全すべての監督官が、障害者同士の諍いを、止めようと最大限の努力を惜しまなかった……というのですね？」

「はい」

　頷くヤマシタ。

「ですが……」

「ですが？」

「なかには、例外もおりました」

「その例外というのは？」

「そこにいる──」

　と、ヤマシタの指先が、原告席を指差す。

「ベルファルド主任です」

「な──!?」

　チッコリーナが、絶句した。イツマの眉まゆが、ピッと跳はね上がった。

「なんてこと……言うに事欠いて──!?」

「ベルファルド……現工場長ですね」

　カールソンが念を押す。

「はい……。そうですか、彼が工場長……彼がねえ……」

　ヤマシタは、さも軽けい蔑べつしたかのように、嗤わらっている。

「障害者たちも、気の毒に……」

「ベルファルド工場長……事件当時のベルファルド主任は、障害者たちを止めようとはしなかったんですね」

「はい」

「噓！」

　チッコリーナが叫ぶ。

「静粛に!!」

　と裁判長。

「被告側弁護人は、証人喚問を続けて……」

「はい」

　恭うやうやしく一礼して、カールソン。

「やるな……」

　と、アキヅキが小声で呟いた。

「踏ん張れ、プラティープ……」

「では、力の強い障害者たちが弱い障害者たちに暴行を加えている間、ベルファルド氏は、どんな様よう子すでしたか？」

「はい……」

　ヤマシタは頷いて、言った。

「力のある障害者たちが弱い連中に殴る蹴るの暴行を加えている間、彼は何もしようとはしませんでした」

「自みずから行動を、起こさなかった……ということですね」

「はい」

「噓よ……」

　チッコリーナが啜すすり泣きを始めた。

「噓よ、噓よ、噓よ、噓よ！　全部噓!!」

「確かに彼は、行動と呼べるものは何も起こしませんでした。弱い障害者たちが傷付き、泣き叫ぶ様さまを、ただ、へらへらと嗤いながら見ていました」

「おい……」

　スレイが思わず立ち上がりかけた。

「馬ば鹿かも、いい加減に──」

　が──、

　そのスレイを、ぐいと強い力が、椅い子すに引き戻したのだ。

　余よ人じんを制したのではない。他ほかならぬ、怪かい力りき無む双そうの、ドン・レオ・スレイをだ。信じられない程ほどの力である。

　イツマだった。

「え……？」

　信じられないという形ぎよう相そうで、スレイはイツマを見上げた。イツマはそこに、仁に王おう立だちになっていたからだ。

「おい！」

　と、証人台のヤマシタを睨にらみつけ、一いつ喝かつした。

　ヤマシタが気け圧おされるのが、手に取るようにわかる。

「相手を見て、物を言うんだな！」

「…………」

「今までは、我が慢まんしたが、もう限界だ！」

「控えなさい……」

　裁判長が、小声で言った。

「でないと──」

「よくも僕の友人を、侮ぶ辱じよくしたな!!」

　イツマは叫さけんだ。

「貴き様さまは、ろくな死に方はしないぞ！　ようく覚えておけ!!」

「ひ……」

　ヤマシタは、へなへなと床ゆかにへたり込んだ。

「退廷！」

　裁判長が叫んだ。

「退廷を命じる!!」

　さっと駆け付けた警備員たちに、

「必要ない」

　と、瞬時にして穏おだやかな表情に戻ったイツマは、微笑ほほえみながら言った。

「自分の足で、退場する」

　警備員たちも、相手があのタイラー家の、次期当主だということは知っている。反射的に、さっと敬礼した。















　その列の中を、イツマは颯さつ爽そうと歩いて退場する。

　途中、スレイの方を振り向いた。

「スレイ……」

「イツマ……」

「済すまないな。君を止めておいて──」

　微笑む。

「いいってことよ」

　スレイも微笑んだ。

「俺の代かわりに、言ってくれたんだろ？」

「そんな余裕は、なかったさ」

　苦笑する、イツマ。

「気が付いたら、叫んでいた。我われながら醜しゆう態たいだった。お恥ずかしい……」

「そんなこたあねえ」

　と、スレイ。

「最高に、カッコよかったぜえ」

「どうも──。ベルファルドのことを、見届けてやってくれ」

「ああ……」

　親指を立てて、頷くイツマ。

「いい漢おとこ振ぶりだな」

　そんなイツマを見て、微笑む者がもう一人いた。ゴドーであった。

「あれがイツマ・ウエキ・タイラーか……なるほどなあ」

「スレイが興味を持つのも、わかるわね」

　とレダ。

「なんか、いいわ」

「そうか？」

　ランディが言った。

「俺の、いちばん嫌いなタイプだぜ。ああいう派は手でなのは──」

　イツマは威厳を示して法廷を去った。

「ありがとう……イツマ……」

　その背中を、ベルファルドは見送る。

「闘たたかうよ、僕は──」

「やっとわかったぜ」

　と、原告側弁護人席で、プラティープも頷く。

「キリヒト、人を見限るのが異様に早いおまえが、あの主人に飽きもせず、仕つかえているその訳がな……」

「被告側弁護人は、証人喚問を再開するように」

　裁判長が命じたが、ヤマシタは証言を続けられるような状態ではなかった。腰が立たないのだ。ただ、何かぶつぶつと、呟き続けるのが精せい一いつ杯ぱいである。

「やれやれ……」

　スレイが笑った。

「小便まで漏もらしてやがら、大荒れ続きの本日の裁判でも、いちばんの法廷侮辱罪だな」

　ヤマシタは二人の係員に、抱かかえられるようにして法廷を去った。

「証人喚問を、終わります……」

　苦にが々にがしげな表情で、カールソン弁護士は言った。

「休きゆう憩けい」

　と、裁判長が宣言した。




「こちらが有利なことに、変わりはない」

　と、アキヅキ弁護士は言った。

「陪ばい審しん員いんたちがどちらの証言をより真実と思うかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう」

「一時はどうなることかと、思ったがよ」

　とスレイ。

「まったくです。しかし、あそこでイツマさんが怒ど鳴なってみせたのは正解でした」

　アキヅキは言う。

「イツマさんは超有名人だ。その温厚な人柄は、銀河に知れ渡っている。そのイツマさんが、あそこまで激げき怒どした。被告側はよほど悪あく逆ぎやく非ひ道どうな連中に違いないと、陪審員たちには、印象付けられたはずです」

「実際、悪逆非道だがよ」

　スレイは苦笑した。

「言わばイツマさんは、身を挺ていして向こう側に傾きかけた裁判の流れをこちら側に引き戻した。咄とつ嗟さとはいえ、絶妙の判断でした」

「違うな」

　と、スレイは首を振る。

「イツマは、咄嗟の判断なんかじゃねえ。あそこで、ああ叫ばずにはいられなかったんだぜ。ベルファルドを侮辱されてよ」

「そうでしょうか？」

「おめえ、あれほど長くイツマに仕つかえていて、わからねえのかよ……。俺は、イツマのそういうところが──。あ、いや、何でもねえ……」

「いずれにせよ、作戦はよかったが、イツマさんを本気で怒らせたのは連中の誤算でしたね」

「午後の法廷では、連中、どんな巻き返しに出てくるかな？」

「さあ……。いずれにせよ、こちらの負けはないと思いますが」

「あったりめえよ！」

　スレイは、叫んだ。

「あんな連中に、負けてたまるかってんだ！」

　その言葉に刺激されたかのように、被告席の三人が、スレイの方を睨にらんだ。

　が、スレイに睨み返されて、慌あわてて視線を逸そらす。さすがにスミハラ会長だけが、スレイと視線を合わせ続けることができた。

「先生、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ラングレン専務が心細げに、カールソン弁護士に尋ねた。

「まさか、敗訴するなんてことは、ないでしょうな……」

「大丈夫です」

　と、ブディラ・カールソンはその分厚い胸を張って豪語した。

「まだこちらには、奥の手があります。午後の公判では、その奥の手を出します」

「本当に、大丈夫かね？」

　と、ホイッスラー常務も心配そうに首を傾げる。

「私の力を、お疑いか？」

「いや……。しかし、先生には高額の弁護料をお支払いしてるのですから──」

「お言葉ながら──」

　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで、カールソン。

「私が報ほう酬しゆうを頂いただいておるのは、フロイ様からであって、スミハラからではありません」

「ああ、あのジュダ様からね……」

　畏い怖ふと侮ぶ蔑べつとが複雑に入り交まじった表情かおで、ホイッスラー。

「しかし、筆頭株主からの依頼は、つまるところ会社からの依頼……」

「わかっています」

　それ以上、議論を続けるつもりはないといった表情で、カールソン。

「とにかく、餅もちは餅屋……。黙って見ていただけると、有り難がたいですな」

「しかし、考えてみれば、不思議な漢おとこだ。あのフロイとかいう若者」

　スミハラ会長は首を傾げるばかり。

「そもそも我が社の筆頭株主でありながら、会長である私が、彼のフルネームすら知らん……。ただ、ジュダ、あるいはフロイとしか──」

「本当に、何者でしょう？」

　とラングレン。

「君、フロイの正体について、何か知らんかね？」

　ホイッスラーがカールソンに尋ねる。

「知りませんな」

　と、素そっ気けなく首を振るばかりのカールソン。

「彼が何者であろうと、私には関係ない。興味もありませんな。ただ、きちんと指定期日までに、私の口座に指定の額を振り込んでくれる。遅れることも、こちらの言い値を値切ることもない……。私には、それだけで充じゆう分ぶんなのです」

「そんなものかね……」

「ええ。私は経営者ではない。腕に自信と誇りとを持つ、弁護士ですから」




　その誇り高き弁護士・カールソンは、午後の法廷再開から、明らかに作戦を変えてきた。

「裁判長」

　と、開口一番に、彼は申し出た。

「原告側と被告側の主張が、ここまで食い違う以上、私は直接、イーサン・ベルファルド゠タイラー氏に対する喚問を要請したいと思いますが、許可願えるでしょうか？」

「む……」

　プラティープが唸った。アキヅキも唸った。

「なるほど──」

　傍聴席の隅では、ゴドーが微笑んで頷く。

「やはり、そうきたか……」

「えらいことになったな」

　と、スレイも事態の重大さを把は握あくしている。

「ベルファルド、受けて立つか？」

「拒否するべきです」

　と、アキヅキが言った。

「なんで？」

　とスレイ。

「相手はプロです」

　とアキヅキ。

「しかも、悪意を持ったプロなんですよ。対するベルファルドさんは、善意の素人しろうとだ。誠実であろうとすればするほど、海うみ千せん山やま千せんのプロの手て管くだに、翻ほん弄ろうされるだけです」

「しかし、これを拒否すれば、逃げたと思われるだろ」

「それなんです……。さすがにカールソンはプロ中のプロだ」

　アキヅキは居ても立ってもいられないという表情で頭を搔かいた。

「ああ、こんなことなら私が初めから弁護を引き受けておくんだった！　あとはプラティープのサポートに、期待するだけです!!」

「原告側代表は、被告側弁護人の喚問に応じますか？」

　裁判長が、ベルファルドを見た。

「主任……」

　チッコリーナが、心配そうにベルファルドの肩に手をやる。本当は今の彼は工場長であり、次長であるのだが、やはり彼女の中では馴なれ親しんだ『主任』という肩書きがしっくりくるのである。ベルファルド自身、そう思っているはずだった。

「受けることなんか、ありませんよ。これは罠わなです」

「わかってる……」

　と、微笑んで頷くベルファルド。

「でも、僕は逃げないよ」

　ベルファルドはプラティープを見た。

　プラティープは、ベルファルドの目を見たまま、黙って頷く。

『お受けなさい』

　と、その目は語っていた。

『私が、可能な限りサポートしますから──』

「喚問に、応じます……」

　ベルファルドは挙きよ手しゆして言った。

　軽いざわめき。

「なかなかどうして……」

　と、メモを取る手を休めて、ゴドーは言った。

「あのベルファルドってえのも、面おも白しれえ奴だ。最初は、スレイに近付くために、軽い気持ちで利用しただけなんだけどな。なんか、この俺に感情移入させるだけのものが、あいつにはあるんだよなあ……」

「あんたがそこまで言うのって、珍めずらしいよね」

　レダが言った。

「ランディは、どう？」

「面白いんじゃねえか……」

　ランディは呟つぶやくように言った。

「軽いしソフトだけど、本物の眼めをしてやがるんだよな、あいつ……」

「では──」

　裁判長は、言った。

「原告側代表は、証人台へ──」

　ベルファルドは、おそらく生まれて初めて、スポットの当たる場所へ出た。

「ちっくしょう！」

　文字通り手に汗握り、スレイは応援する。

「自分の時より、興奮するぜ！」

「あの時は確か──」

　アキヅキは思い出してみる。

「被告が、あなた、弁護人がプラティープ……。そして私は、原告側でしたね」

　その裁判でアキヅキは、エグゾゼカンパニーの刺し客かく数十名を『惨ざん殺さつ』しながら『正当防衛』で無罪になったスレイを、タイラー家の公きん達だちに暴行を加えたという廉かどで懲ちよう役えき三か月ながら実刑判決に追い込んだのである。弁護士としてのプラティープとアキヅキ、双方の手腕が光った裁判であった。

「そんなことも、あったっけか……」

　今は昔と、微笑むスレイ。今ではそのアキヅキと、仲なか好よく呉ご越えつ同どう舟しゆうだ。

「そんなことも、ありました……」

「ま、そんなことはどうでもいいや」

　身を乗り出すように、ベルファルドにだけ注目する、スレイ。

「踏ん張れ、ベルファルド……」

　ふと、自分はどれだけこの漢おとこにのめり込めるんだろうなと思った。そもそも何で、自分がこんな、一見取るに足らない若者に肩入れしているのか、皆かい目もくわからない。

　おそらく、ベルファルドも不思議に思っているのではないか。

「では、ベルファルドさん……」

　カールソンは、職業的冷たい瞳でベルファルドを見た。

「私の質問に、正直に答えてください」

「はい」

　ベルファルドは、そのカールソンを真正面から見据えて、言った。

「ハルミさんに懸けて──」














第二十三章　裸はだかのベルファルド









「イーサン・ベルファルド゠タイラーさん。あなたは、その名からもわかる通り、タイラー家の人間ですね？」

「自分では、そう意識したことはありません」

「あなたの意識を問うているのではありません。単に事実関係を訊きいているのです」

「単に事実かというのなら……はい」

「タイラー家の人間であるあなたが、何故なぜにＳＩＭ社に？」

「たまたま求人誌の広告で臨時雇こ用よう社員の募集が、目に付いたからです」

「たまたま？」

「たまたまです」

「本当に、偶然ですか？」

「どういう意味でしょう？」

「タイラー家の一員であるあなたが、わざわざそのライバル企業であるＳＩＭ社に、偶然潜もぐり込んだとは、どう考えても合が点てんがいかないということですよ。もっと他に、何か別の理由があったのではありませんか？」

「異議あり！　裁判長、被告側弁護人の発言は明確な誘導尋問です」

「異議を認めます。被告側弁護人は、質問の内容を変えるように……」

「では……ベルファルドさん。手元の資料によれば、あなたはＳＩＭ社の雇用募集に応じる際、面接用の書類には、タイラーの名を伏せ、単にイーサン・ベルファルドという名前を記入して提出していますね」

「はい」

「間ま違ちがいありませんね」

「……はい」

「何故、タイラーの名を秘して応募したのですか？」

「それは──イーサン・ベルファルドが、僕のフルネームだからです。タイラーの名は、取って付けたもので、僕にとっては何の意味もないし、また名乗る資格もない……。そう思ったからです」

「それはあなたの、一方的な思い込みではありませんか？」

「思い込み？」

「そうでしょう？　血縁関係がないとはいえ、タイラー家に嫁かした女性の連れ子であるあなたを、世間一般の人は普通、タイラー家の関係者として見ますよ。違いますか？」

「……ですね」

「あなたが自分はタイラー家には関係ない。赤の他人だと言ったところで、それを真まに受ける人間は、少ないと思いますよ」

「…………」

「被告側弁護人は、質問の意い図とを明白に」

「あなたがタイラー家の一員であることを隠して、ＳＩＭ社に潜り込んだ本当の目的は、何ですか？」

「……ありません」

「ない？」

「ありません。強しいて言うなら、タイラー家の威い光こうの及ばない世界で、ゼロからスタートしたかった……それだけです」

「甚はなはだ万ばん人にんに対する説得力に、欠ける理由だとしか申せませんね」

「裁判長！　被告側弁護人の質問は、原告人の名誉を甚だしく傷付けるものです！」

「異議を却きやつ下かします。続けて──」

「本当に、それだけの理由ですか？」

「はい……。僕はタイラー家に、迷惑をかけたくなかったのです」

「ですが結果として、かえってタイラー家の名に泥どろを塗ったことにはなりませんか？」

「裁判長！　被告側弁護人の質問事項は、個人のプライバシーに関することであり、裁判の争点とは全く無関係と思われます!!」

「異議を認めます。被告側弁護人は質問を変えて」

「では──。単たん刀とう直ちよく入にゆうにお訊ききします。イーサン・ベルファルドさん……。あなたの意思を尊重し、ベルファルドさんとお呼びする……あなたは、産業スパイ目的で、タイラー家の命めいを受けてＳＩＭ社に入社されましたね」

「事実無根！　名めい誉よ毀き損そんで告訴するぞ!!」

「どうですか？　ベルファルドさん？」

「……違います。そんなつもりは、微み塵じんもありませんでした」

「では仮に、あなたの言う通りだったとしましょうか……。あなたは、普通、世間一般の常識からすれば、産業スパイだと疑われても仕方のない振る舞いをしたのですよ。李り下かに冠かんむりを正し、瓜か田でんに沓くつを入れた訳です。あなたの取った行動が、そう取られても仕方のない行為だという自覚は、ありましたか？」

「……ありました」

「ほう……。どの時点から？」

「入社した後です」

「入社した、後？」

「はい……。工場で働くことが決まってから、これってもしかしたら、産業スパイと勘かん繰ぐられるかな？……くらいに」

「呆あきれた認識だ！　では応募の時点では考えなかったと？」

「はい……。考えてもみませんでした」

「本当に、考えてもみなかったのですか？」

「はい」

「常識以前だ！　原告人代表の社会人としての感覚は、世間一般の通念とは、あまりにも乖かい離りしている！」

「誘導尋問だ！」

「異議を却下……」

「裁判長、並びに陪ばい審しん員いんの皆みなさん、お聞きになった通りです。原告人代表であるイーサン・ベルファルド氏は、産業スパイでないとすれば、企業社会への適応性を著いちじるしく欠いた、社会的良識に乏とぼしい若者であり、遺い憾かんながら原告側代表という重責を負うには不適格と言わざるを得ません。その点を、ようく考慮していただきたい」

「名誉毀損だ!!」

「質問を続けましょう。ベルファルドさん、ＳＩＭ社に入社するまでの、あなたの行ぎよう状じようですが……失礼ながら詳くわしく調査させていただきました。それによると、あなたは──」

「裁判長！　この質問は裁判の争点とは関係ありません!!」

「却下。続けて宜よろしい」

「ありがとうございます……。ベルファルドさん。あなたはＳＩＭ社に就職する直前までは、惑星イサーンにいましたね」

「はい」

「イサーンでは、どんな職に就ついていましたか？」

「……無職でした」

「無職？」

「はい、無職です。ブラブラしていました」

「あなたはイサーンに、三か月以上滞在していましたね。しかもその間、かなりの高級ホテルにも宿泊している。イサーン行きの費用、並びに遊ゆう興きよう費ひは、何処どこから捻出していたのですか？」

「……タイラー家から、受け取っていました」

「もう少し、詳くわしく……」

「イツマ……イツマ・ウエキ・タイラー氏から、受け取っていました」

「その額は？」

「覚えていません」

「しかし、かなりの額だ」

「そう……思います」

「自分でも、いくら使ったか、覚えていない」

「……はい」

「そこまでタイラー家の世話になりながら、あなたはあくまでもタイラー家とは関係のない人間だと言い張る？」

「異議あり！　誘導尋問!!」

「異議を認めます。質問を変えて──」

「では……イサーンでの長期滞在中、あなたは、かなり色々な人々と、付き合われていたようですな」

「どういう意味でしょう？」

「あなたが接触していた人間の中には、評判芳かんばしからぬ人物もいた、ということですよ」

「具体的に、誰を指さすのでしょう？」

「そこまでは控えましょう。この法廷内にも、何人かいるようだ……」

「おい！」

「スレイさん、ここは抑おさえて!!」

「しかし、あそこまで言われて──」

「ベルファルドさんの心証を、悪くするだけですよ……。カールソンの思うツボです」

「ちっ……」

「話題を変えましょう。ベルファルドさん」

「はい」

「時にあなたは、シュープリームというものを知っていますか？」

「知っています」

「イサーンの、特産品ということも？」

「……知っています」

「イサーンの滞在中、あなたがシュープリームで副収入を得ていたということは？」

「ありません！」

「堪たえ難がたい侮ぶ辱じよくだ!!　事実無根の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにも、限度がある!!」

「静粛に……。被告側弁護人、憶おく測そくで不用意な質問は控えるように──」

「はい……。ではベルファルドさん、あなたは、イサーンで、入院されていますね」

「はい」

「入院の原因は、現地でトラブルに巻き込まれたため、とありますが、その際、ある人物にあなたは輸血したばかりか、臓器の一部さえ提供している……。違いますか？」

「はい。その通りです」

「くそっ!!　ネチネチネチネチ……蛇へびのような野郎だ！」

「スレイさん……」

「わかってる。しかし、俺のことでベルファルドが苛いじめられているのを見るのは辛つれえぜ」

「作戦としては、見事ですよ。徹てつ底ていしてベルファルドさんの過去を暴あばき、ダーティな印象を与える……。極端な事実のみをピックアップしているが、確かに事実は事実だから仕方がない」

「ひでえ偏かたよった見方だ！」

「でも、陪審員たちは、ベルファルドさんに対し、明らかに胡う散さん臭くさい印象を抱いだき始めた……。流れが変わりつつある。見事な法廷戦術だ」

「確かに弁護士としては有能でも、俺は軽けい蔑べつするね。カールソン……覚えてろよ」

「あなたがイサーンで臓器を提供した人物は、とある非合法組織の幹部で、大量殺人の前科もあり、その事件で服ふく役えき、出所直後に追手の追及を逃のがれて潜せん伏ぷくのためにイサーンを訪れていた人物ですね」

「……はい」

「野郎！　それじゃまるで、俺が逃げたみてえじゃねえか!?」

「スレイさん……抑えてください！　事実でしょ!?」

「ああ……。だが俺は、逃げてねえ……。断じて逃げたんじゃねえ……」

「しかもその人物は、イサーンで報復に遭あい、刺し客かくに襲われて重体に陥おちいっていた……。そこにあなたが、臓器を提供した……」

「…………」

「あなたは何故なぜ、そんな人物をわざわざ、身を挺ていしてまで救う必要があったのでしょうね？」

「たまたま……」

「たまたま？」

「たまたま、僕のＤＮＡタイプが彼に適合したんだ。でも、そんなことはどうだっていい。僕は彼を救いたかったし、命に貴き賤せんはない。どんな命も、救うのが僕の流儀だ。僕が……僕がスレイを助けたのは、そうすることが当然だ、ごく普通のことだと思っていたからだ。スレイがどんな人間かは、知っていたさ。でも彼は、悪い奴じゃない。何より彼は、僕の親友だ！　本当に心から親友と呼べる、数少ない人物だったんだよ!!　そのことで、僕はどう思われたっていい！　でも、これだけは信じてくれ。僕はスレイが好きだったんだ。大好きだったんだよ！　死なせたくなかった。心から、助けたいと思った!!　本当なんだ。だって、友だちのいない僕に、スレイは初めて現れた、親友といっていい奴だったんだよ。そんな奴が目の前で死にかけていて、僕の血と、僕の内臓で彼を救えるとわかっているのに、見殺しにするなんて、僕には、僕には──」

「もういい！」

「スレイ!!」

「もういい、ベルファルド！　それ以上言うな。不利になるぞ！」

「…………」

「へっ、みんなビビって、黙っちめえやがった……」

「スレイ……」

「お騒がせしました。どうやら俺も、退廷した方がよさそうだな。じゃ、あばよ！」

「むう……」

「どうした、ゴドー？」

「いや、なに……」

「顔色が蒼あおいわよ、ゴドー」

「スレイの奴が、一瞬羨うらやましかったのよ」

「あんたが、他人を羨むなんて──」

「ジーンときたぜ……」

「やだ、ゴドーが涙ぐんでる……」

「俺、あいつが好きだ」

「ランディまで……」

「イーサン・ベルファルド……漢おとこだぜ」

「静粛に！　静粛に!!　公判を再開」

「いえ、その、裁判長……以上で私の、喚問を終わります」

「で、では──。陪審員の皆さんは別室に下がって、審議に移ってください」




「まさか……」

　と、イツマはリムジーンの後席で、立体新聞を広げながら唸うなるように言うのだった。

「あれだけの証拠を揃そろえながら、まさか民事で負けるとはなあ……」

「でも、刑事では勝ちましたよ」

　と、対面座席でアキヅキ。

「ヤマシタ被告が、すべて自白しましたからね……。これでキミコさんの霊も、浮かばれますよ」

「しかし、民事で敗れては意味がない。障害者たちの心の傷は癒いえない」

「陪審員たちの心証を、決定的に悪くしてしまいました……」

「陪審員制度における最大の弊へい害がいだ。結局、パフォーマーが勝つ。ベルファルドのせいじゃない、むしろ彼は、よくぞ言った」

「スレイの感涙に咽むせぶ表情かおを、あなたに見せたかったですよ」

　アキヅキは真顔で言った。

「実際、あれが見られただけでも、私には意味のある裁判でした」

「ベルファルドも、陪審員たちにはともかく、僕の中では漢おとこを上げたよ」

「私の中ででも、です」

「アキヅキ、ただちに上じよう告こくの手続きを取れ。控こう訴そだ。今度は僕が原告代表になってでも、徹底的にやるぞ」

「そんなもの、もう疾とっくにやってますよ」

「さすが──」

　微笑ほほえむイツマ。

　リムジーンのエアカーはゆっくりと、そのホテルの車寄せに停まった。

「着きましたな」

「銀千会クラブの月例会も、退屈で面めん倒どうなものだ」

「しかし、外はずす訳にはいきません……」

　アキヅキは言った。

「銀河で千人の名士を集めた、会ですからね。宇宙で最も権威あるクラブです」

「権威か……。時計の鎖ほどの意味もない」

「特に今回は、逝せい去きよされたハドソン氏に代わる、新会員の認定式ですからね──」

　含みを持たせた声で、アキヅキ。

「それなんだ、ますます出席したくない理由は……」

「なんであんな奴が、推すい挙きよされたんでしょう？」

「まあ、いいさ。皮肉の一ひと言ことでも言ってやる」

「期待していますよ。イツマ様の毒どく舌ぜつ……」

「さて、面と向かって、うまく言えるかな」

「大丈夫です。ほら、あの法廷での一いつ喝かつを、思い出してくださいよ」

「それを言うなよ……」

「気にしていらっしゃったのですか？」

「ああ。後悔はしていないがね」

　クロークにコートを預あずけ、会場である『鳳おおとりの間』に入る。ラテンの曲が静かに流れる。

　さっそく、壇上の人物と目が合った。

　どうやら向こうも、イツマの到着を待っていたようだ。

「やあ、これはこれは──」

　ブディラ・カールソンは皮肉を浮かべた口元で、嫌いや味みたっぷりに切り出した。

「タイラー会長ではありませんか」

　巨漢のカールソンの左右に、さらに二人のボディーガードが、本ほん尊ぞんを護まもる脇きよう侍じのように控えている。カールソンと同じくどちらも黒人であり、二メートルクラスだ。特に左側のアフロヘアの男は、雲つくような大男であった。

「この度たびは、どうもわざわざ……」

「あなたが新会員と聞いた時、これは万ばん難なんを排してでも、来なければと思いましたよ」

　握手しながら皮肉の冷笑を返す、イツマ。

「来月の例会までには、確実に除名されていることでしょうからね」

　イツマなりの、宣せん戦せん布ふ告こくだった。

「はっはっは、さすがに洗練されたパーティージョークですな」

　イツマの手を握り返すカールソン。プレス関係者のフラッシュが一いつ斉せいに焚たかれる。

「そっくり同じ言葉を、お返ししておきましょう……」

　カールソンの額ひたいに、うっすらと汗が滲にじんだ。

「老ろう婆ば心しんながら……付き合う人たちは、選ばれた方がよろしいかと──」

「御忠告、ありがとう……」

「くっ……」

　イツマに握られた手を、思わず振るカールソン。

「どうした、ボス？」

　背の低い方の──それでも二メートルあった──黒人が尋ねる。

「優やさ男おとこの割に、なんて握力だ！」

「そんなに凄すごいのか、あいつ……」

「ああ。ドミンゴ、おまえにもひけをとらないくらいだったぞ」

「まさか──」

　ドミンゴと呼ばれた黒人は、一笑に付ふした。

「笑わせるぜ、なあ、ボギー」

　さらに三十センチは高い、相棒を見上げる。相棒はただ黙って、ニヤリと黄色い歯を見せた。ハイエナにも似た、凶暴な眸めである。

「あの連中は、何だ？」

　と、イツマは振り返りながら、アキヅキに尋ねる。

「ボディガードでしょう」

　とアキヅキ。

「アピールしたつもりなんでしょう。なんとも悪趣味な連れですよ。完かん璧ぺきに浮いてますがね……」

「奴もそれくらいはしないと、命がいくつあっても足りないということか……」

「ええ。でもあの二人は、二人で、一個中隊分くらいの働きはしますよ。二人とも、その世界では名の通った奴です」

「知っているのか？」

「まあね。背の低い方は元プロボクシングＧＢＡスーパーヘビー級チャンピオンのラハルス・ドミンゴです」

「どこかで見た顔だと思った」

「高い方は、さらに通つう好みですな。全銀河空手チャンプの、ヨギ・ボガートですよ。アルティメット大会で、グレイシーに圧勝したこともあります」

「なるほど……。カールソンらしい用心ぶりだ」

「それにしても、今日は何もかもが場違いな日ですな」

　眉まゆをしかめて、アキヅキ。

「まさか新会員の認定式で、ＢＧＭがメキシカン・バンドとはね……」

「なるほど。確かにミスマッチだ」

「ではこれより──」

　司会がマイクを持って、壇上に上がった。

「満まん場じよう一いつ致ちの推薦で新会員に推すい挙きよされた、敏びん腕わん弁護士ブディラ・カールソンの、新任の御ご挨あい拶さつを──」

「なあにが満場一致だ」

　苦笑するイツマ。

「僕は彼を認定した覚えはないぞ」

「ははは、まあ確かに、彼は話題性という点では、資格充分でしょうが──」

　カールソンが壇上に上がって、マイクを摑つかんだ。

「不ふ肖しよう──」

　と、口を開いた瞬間であった。

　オーケストラ・ボックスから、ソンブレロを被かぶり、ポンチョを身に纏まとった楽団員の一人が、壇上めがけて駆け上ったのは──。

　カールソンのボディガードと並べても、そう遜そん色しよくのない巨漢である。

　手に、何かを持っている。

　楽器だった。

　ただし、普通の楽器ではない。メキシカンバンドには欠かせないパーカッションである、ロバの下した顎あごの骨だった。叩たたけばバシーンという、かなり強烈な音がする。

　その楽器を手に、楽団員は壇上のカールソンに肉薄したのである。

　さすがに──、

　ボクサーであるドミンゴも、空手チャンピオンのボガートも、一いち分ぶの隙すきもない動きで左右から駆け寄り、主人の前に黒い肉の壁を築いた。いかなる強つわ者ものも、飛び道具なしでは到底打ち破れぬ鉄てつ壁ぺきである。

　ドミンゴがファイティングポーズを取った。ボガートが腰を落として威い嚇かくした。

　しかし、巨漢の楽団員の突進は、怯ひるまない。

　ドミンゴが、その楽団員に向け、先制のパンチを放った。この会場はボディチェックが厳しく、たとえばボディガードでも武器は持ち込めない。だからこそ、カールソンも厳選して、素す手ででは最強と呼べる二人をセレクトしたのであろう。

　全銀河スーパーヘビー級チャンプであるドミンゴのパンチは、一撃でライオンを眠らせると言っても、さほどの誇張はなかった。彼は引退後、密ひそかに筋力増強手術を受け、黄金の右腕に人工の骨と腱けんとを埋め込んでいた。単に破壊力では、現役時代より確実にアップしている。

　その右スレトレートが、正面から楽団員の顔面に入った。

　常人なら、即死──くらいでは済まなかったろう。

　しかし、彼は耐えた。

　衝撃で、被っていたソンブレロが飛んで、素顔がさらけ出される。鼻血に塗まみれた、凄せい絶ぜつな表情かおが──。

「スレイ！」

　それを見た途端に、イツマが叫さけんだ。

　スレイの右腕が、反動をつけて動いた。

　握られているのは、ロバの顎の骨。楽器として怪しまれず会場に持ち込め、しかも最強の武器となり得る物としては、これ以上は考えられなかった。

　ロバの骨は、ドミンゴの顔面を直撃した。一撃でチャンプを昏こん倒とうさせたのは、武器と桁けた外はずれの腕力との相乗効果である。

　信じられないという表情をその顔に残したまま、ドミンゴは崩くずれ落ちた。

　それよりも早く、ボガートが反応している。

　ボガートの蹴けりが、一いつ旦たん高々と、三メートルもの高さに振り上げられた。そこから戦せん慄りつすべき破壊力を秘めた漆しつ黒こくの踵かかとが、スレイの脳天めがけ、真一文字に落ちてくる。

　スレイは、避けなかった。

　敢あえて、避けなかったのである。

　ハンマーのような踵落としがスレイの左肩を直撃したのと同時に──スレイの鎖骨が、折れた──右手のロバの骨は、ボガートのガラ空あきの肋ろつ骨こつを七本ばかり粉こな微み塵じんに砕いていた。悶もん絶ぜつし八ばつ倒とうする、ボガート。

「ひ──」

　瞬間的に命いのち乞ごいする、カールソン。

「ま、待ってくれ……」

「ならねえ！」

　スレイは叫んだ。

「おめえは俺の、親友を侮ぶ辱じよくした!!」

　次の瞬間、ロバの骨はカールソンの脳天を直撃し、

　カ──────ン

　という、最高の音を立てた。

　そして砕け散った。

　もちろん、カールソンの頭蓋骨も、粉微塵に砕け散っている。

　即死であった。

　一瞬間を置いて、絹を裂くような悲ひ鳴めい。

「あああ、やっちまった……」

　ひとつの死体と二つの半死体を見下ろしながら、スレイはさっきまでの憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうとは別人のような、哀しげな表情で呟つぶやいた。

「これでまた、臭くさい飯めしを啖くらわなくちゃならねえ……。でも、まあいいか……。ベルファルドは俺のために、何もかもくれたんだからよ。血も、肉も、友情も、何もかも──」

「まるで、サムソンだな」

　と、イツマが呟く。

「旧約聖書の士し師しサムソンは、ロバの顎の骨でペリシテ人びと千人を殴り殺したという、あれですか？」

　とアキヅキ。

「ああ……」

　頷く。

「彼の掟おきてでは、ああする外ほかなかった」

「まずいことになりやがった……」

　と、プレス関係者に紛まぎれていたゴドーは、この降って湧わいたスクープを逃のがすまいと一斉に焚かれるフラッシュをバックに、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「スレイがムショに入れられる前に、何としてもケリをつけないと──。こいつはＴＴＢ七人衆、全員総掛かり、かな……」





つづく
















あとがき









　シリーズ開始から三巻目にしてようやく、ベルファルドというキャラクターがわかってきたような気がする。

　常に他者との関係の中において輝かがやくキャラクターがベルファルドなのだ。一人でも自おのずと輝くイツマやスレイとは、その点が決定的に異なるのだ。ベルファルドを描くということは、彼と関わり合う『誰か』を綿密に描き込む必要がある。でないと、彼のキャラクターは立ってこない……ということに、ようやく気付いたのが本巻『炎のトリコロール』である。

　書き手としては扱いにくいキャラクターではあるが、その分、上じよう手ずに描けた時の喜びもまた大きい。活躍させ甲が斐いのあるキャラだ。

　また、ベルファルドの持っている『強さ』は、人間の持つ本質的な『弱さ』というものがわかっていないと理解不可能な類たぐいのものなので、それを理解するには時間がかかるかも知れない。スレイの強さ、イツマの華はなやかさなら、誰でも瞬時にして理解できるだろうが、ベルファルドのよさは『人間通』にならないとわからない。何人もの人間を見て、さんざんに騙だまされ、一度人間というものに絶望した人間になら、あるいはベルファルドの凄すごさはわかるかも知れない。だが、大部分のそうでない人にも、ベルファルドのよさをわからせてあげたい……という想おもいで書いたのが、本巻である。想いは通じたであろうか。スレイにもイツマにもなれない僕は、せめてベルファルドのように生きたいと、願うのみである。




　これで、どうにかスレイ、イツマ、ベルファルドの三人に均等な魅力を割り振ることができたのではないかと思っている。ようやく物語は本当のスタートラインに立ったところだ。四巻目の『奇跡のトリニティー』では、スレイと彼の兄きよう弟だい姉し妹まいであるＴＴＢ七人衆との激げき闘とうがいよいよ火ひ蓋ぶたを切る。急展開は必ひつ至しであろう。請こう御期待！





平成九年皐月　著者　　
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